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家計簿に例えると…

歳入決算額　369億1442万円 歳出決算額　351億1581万円

市の一般会計決算額は、金額が非常に大きいため、各決算額を市の人口で割り、額を縮小して1か月
の家計簿に置き換えました。食費（人件費）や医療費（扶助費）などが大きな割合を占めています。

決算における本市の状況をお知らせします。
決算概要

～1か月の収入～
給料（基本給） 12.3万円
（市税）

給料（諸手当） 9.1万円
（地方交付税・地方譲与税・各種交付金）

不動産収入・貯金の利子など 2.5万円
（分担金及び負担金・使用料及び手数料・寄附金・財産収入・繰越金・諸収入）

貯金の引き出し 2.1万円
（繰入金）

実家からの援助 11.6万円
（国県支出金）

銀行からの借入れ 4.0万円
（市債）

合計　41．6万円

～1か月の支出～
食費 5.5万円
（人件費）

医療費 11.3万円
（扶助費）

ローン返済 2.4万円
（公債費）

家のリフォーム 4.1万円
（普通建設事業費）

光熱水費・被服費 6.1万円
（物件費）

子どもへの仕送り 3.3万円
（繰出金）

その他（町内会費など） 6.9万円
（補助費等・維持補修費・投資及び出資金、貸付金・積立金）

合計　39．6万円▶

差額の2.0万円は翌月へ繰越 （＝翌年度繰越金）　

市債
35億2626万円

各種交付金
25億8504万円

地方譲与税
2億3316万円

地方交付税
52億8916万円

国県支出金
102億5122万円

その他の収入
17億5576万円

繰入金
18億2895万円

寄附金
1億0096万円

使用料及び手数料
2億7728万円

分担金及び負担金
1億3675万円

市税
109億2988万円

積立金
17億3851万円

投資及び出資金、貸付金
8800万円

維持補修費
1億2841万円

補助費等
41億4531万円

繰出金
28億9438万円

物件費
54億0538万円

普通建設事業費
36億6737万円

公債費
21億4080万円

扶助費
100億1657万円

人件費
48億9108万円

依存財源
218億8484万円

その他の経費
143億9999万円

投資的経費
36億6737万円

義務的経費
170億4845万円

自主財源
150億2958万円
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市民一人あたりで計算すると…

企業会計別決算収支の状況

各会計別決算収支の状況

一般会計決算額を市民一人あたりに計算すると396,077円の市民サービスを行っています。
（歳出目的別）（令和4年3月31日現在人口88,659人）

９月の市議会定例会において認定された令和３年度
令和３年度

区分
会計名

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出
 事業収益 事業費用 資本的収入 資本的支出

水道事業会計 8億4582万円 7億8624万円 2億5187万円 4億3582万円
簡易水道事業会計 7811万円 6779万円 3220万円 3423万円
下水道事業会計 9億8663万円 10億2764万円 9億8277万円 11億7167万円
病院事業会計 9億4786万円 8億4363万円 4億4044万円 4億3858万円

区分
会計名
 一般会計 369億1442万円 351億1581万円 17億9861万円 3億0969万円 14億8892万円
 国民健康保険特別会計 78億4367万円 77億6135万円 8232万円 0万円 8232万円
 土地取得特別会計 336万円 336万円 0万円 0万円 0万円
 市営住宅管理事業特別会計 7998万円 7761万円 237万円 0万円 237万円
 介護保険
特別会計

 64億3989万円 61億9455万円 2億4534万円 0万円 2億4534万円
  1086万円 0万円 1086万円 0万円 1086万円
 後期高齢者医療特別会計 22億8855万円 22億7977万円 878万円 0万円 878万円

合　計 535億8073万円 514億3245万円 21億4828万円 3億0969万円 18億3859万円

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出
差 引 額

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

議会費
（議会運営関係事業）

2,730円
〔決算額　2億4203万円〕

総務費
（市政運営管理費など）

47,365円
〔決算額　41億9932万円〕

民生費
（高齢者・子育て支援事業など）

143,731円
〔決算額　127億4301万円〕

衛生費
（ごみ処理事業など）

34,825円
〔決算額　30億8757万円〕

農林水産業費
（農業振興推進事業など）

6,037円
〔決算額　5億3519万円〕

労働費･商工費
（地域産業振興など）

3,678円
〔決算額　3億2612万円〕

土木費
（道路改良維持管理など）

16,776円
〔決算額　14億8733万円〕

消防費･災害復旧費
（消防防災関係事業など）

12,580円
〔決算額　11億1537万円〕

教育費
（小中学校維持管理事業など）

34,592円
〔決算額　30億6691万円〕

公債費
（借入金償還）

24,146円
〔決算額　21億4080万円〕

諸支出金･予備費
（特別会計･公営企業会計繰出など）

69,617円
〔決算額　61億7216万円〕

保険事業勘定
サービス事業勘定
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令和3年度の主な事業を報告します
新型コロナウイルス感染症対策
新型コロナウイルスワクチン接種事業（5億4667万円）
安全で円滑に新型コロナウイルスワクチンの接種を実施しました。
アマノギフト事業（1億9310万円）
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、不安を抱え
ている市民の皆さんに、市内の協力事業者が取り扱う商
品または提供するサービスを掲載したカタログギフト
を送付し、市民の皆さんと市内事業者を支援しました。
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の給付
（6億1073万円）
新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、住
民税非課税世帯及び家計急変世帯に対し、生活・暮らし
の支援が受けられるよう、1世帯当たり10万円を支給し
ました。
ビジネス継続サポート応援金の交付（3555万円）
新型コロナウイルス感染症の影響を受けている市内中小企業者等の事業継続及び雇用維持を
下支えするため、応援金を交付しました。
全施策共通
第2次あま市総合計画の策定（298万円）
目指すべき市の将来像を実現するための目標と施策を明らかに
し、総合的かつ計画的な行政運営を図るため、令和4年度から令和13
年度までを計画期間とした第2次あま市総合計画を策定しました。
安全が確保され、安心で快適に暮らせるまち
消防団の分団車庫の機能移転のための整備（441万円）
消防団第7分団車庫の機能移転のための整備をしました。
心身ともに健康で、いきいきと暮らせるまち
権利擁護センターの開設（101万円）
権利擁護センターを令和3年7月1日から開所し、精神上の障がいにより、判断能力が十分でな
い方の生命・身体・自由・財産等の権利を守るための相談支援を開始しました。
郷土に誇りと愛着が持てる、魅力あるまち
美和中学校体育館の整備（6678万円）
美和中学校新体育館建設に向けて、老朽化した現体育館の解体を進めました。
自らの力で歩み続ける、活力のあるまち
情報化推進事業（7438万円）
各種料金の納付について、コンビニ
納付及びキャッシュレス決済を導入
するとともに、テレワーク等に対応で
きる端末及びネットワーク環境を整
備しました。

新型コロナウイルスワクチン接種の様子

第2次あま市総合計画

キャッシュレス決済のイメージ
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令和3年度決算に基づく市の財政運営健全度を見てみよう
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」では、地方公共団体の財政状況を統一的な指
標で公表することが定められています。
市では、すべての一般会計・特別会計・公営企業会計において、国が定める基準（早期健全化
基準及び経営健全化基準）を下回り、健全な水準が確保されています。

地方公共団体の最も主要な会計である「一般会計」等に生じている赤字
の大きさを、その地方公共団体の財政規模に対する割合で表したものです。
公立病院や下水道など公営企業を含む「地方公共団体の全会計」に生じ
ている赤字の大きさを、財政規模に対する割合で表したものです。
地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、その地
方公共団体の財政規模に対する割合で表したものです。
地方公共団体の借入金（地方債）など現在抱えている負債の大きさを、
その地方公共団体の財政規模に対する割合で表したものです。

○ 実 質 赤 字 比 率

○連結実質赤字比率

○実質公債費比率

○ 将 来 負 担 比 率

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と
比較して指標化し、経営状態の悪化の度合いを表したものです。

○ 資 金 不 足 比 率

健全化判断比率の状況

資金不足比率の状況

引き続き、行財政改革を進め、健全な財政運営に努めてまいります。
令和3年度決算成果を詳しく知りたい方は「令和3年度主要施策成果報告書（PDF
版）」をご覧ください。
https://www.city.ama.aichi.jp/_res/projects/default_project/_page_/00
1/002/659/syuyouseikaR3.pdf

問合先　財政課　☎444・1714　FAX444・0982

健
全
化
判
断
比
率

財政指標 令和3年度 令和2年度 増減 早期健全化基準 財政再生基準

 実質赤字比率 （赤字なし） （赤字なし） － 12.52％  20.00％

 連結実質赤字比率 （赤字なし） （赤字なし） － 17.52％  30.00％

 実質公債費比率 6.4％  6.2％  +0.2 25.00％  35.00％

 将来負担比率 43.8％  40.2％  ＋3.6 350.00％  

財政指標 令和3年度 令和2年度 増減 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計

簡易水道事業会計

下 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

（不足額なし） （不足額なし） － 20.00％
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あま市国民健康保険加入者のうち、特定健診の受診結果から保健指導が必要と判断された方へ
「特定保健指導」のご案内と利用券を郵送しています。
医療機関や保健師・管理栄養士による、生活習慣改善を図るためのサポートを受けられます。集団
教室や、個別相談会、訪問等ありますのでご都合の良い方法をお選びください。
利用方法につきましては、郵送された案内をご確認ください。

問合先　保険医療課（保健事業グループ）　☎462・6683　FAX443・3555

そのひとくち、ガマンすれば体重－1kg？！
メタボに該当する方は、体重を約3％減らすと、内臓脂肪が減って血糖や脂質などの検査デー
タが改善されるといわれています。例えば、体重70kgの方の場合、体重の3％は約2kgです。

マイナス

1か月で1kg減量するには？
内臓脂肪1kgは、約7,000kcalに相当（減量は1か月あたり1～2kgを目安に）。
7,000kcal　÷　30日　≒　233kcal
1日に約233kcal分を、食事や身体活動で減らします。

233kcal減少は、間食が多い方だと間食を控えたり回数を減らせば、達成することができま
す。そのひとくちをガマンすれば、1か月で体重1kg減量、70kgの方の場合2か月後に体重の3％
減量をすることができます。
※個人にあった減量方法があるので、ぜひ特定保健指導を受けてください。

【おやつのエネルギー量】

「特定保健指導」を受けましょう

あま市出身の加納 虹輝選手が、6月に韓国で開催された2022年
アジア選手権大会フェンシング男子エペ個人において金メダル、男子
エペ団体において銅メダルを獲得されました。
市の名声を高め、市民に夢と明るい希望を与えてくださった功績を
称えるため、スポーツ顕彰制度による、スポーツ栄誉大賞を贈呈しま
した。
表彰式は、8月19日（金）に市役所本庁舎で行われ、市長から加納
選手へ賞状と記念品を贈呈しました。

問合先　七宝総合体育館　☎441・5001　FAX442・5177

2022年アジア選手権大会メダリスト加納虹輝選手にスポーツ栄誉大賞を贈呈
こうきかのう

《令和3年度に利用された方の声と結果》
・健康診査を受けて健康意識を高めたい。（腹囲－1.9㎝、体重－2.8㎏）
・少しずつ体重が減るのがうれしい。（腹囲－2㎝、体重－1.5㎏）　など　

マイナス

マイナス マイナス

マイナス

あんぱん
240kcal

ドーナツ
227kcal

アイスクリーム
252kcal

チョコレートケーキ
514kcal
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新型コロナワクチンの初回接種（1・2回目）を終了した12歳以上の方は、接種券が届き次第、オミ
クロン株対応ワクチンを接種することが可能です。
すでに3・4回目の接種券を発送済みかつ未接種の方については、重複の接種等の接種間違いを
防ぐため、接種券の再発送は行いません。すでにお手元にある3・4回目の接種券で接種ができます。
紛失等により接種券の再発行を希望される方は、以下のとおり申請を受け付けています。

【保健センター窓口（午前8時30分から午後5時15分まで　土・日曜・祝日を除く）】
七宝保健センター　　☎441・5665
美和保健センター　　☎443・3838
甚目寺保健センター　☎443・0005

【持ち物】
（1）本人確認書類
（2）接種済証（ない場合、接種歴の確認にお時間がかかります）
（3）委任状（同一世帯以外の方が申請する場合）
【コロナワクチンナビ（厚生労働省ウェブサイト)】
URL：https://v-sys.mhlw.go.jp

問合先　健康推進課　☎443・0005　FAX 443・5461

新型コロナオミクロン株対応ワクチン接種について

戦没者等のご遺族の皆様へ
令和2年4月1日より、請求受付を行っております「戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（第十一回
特別弔慰金）」の請求期限が、令和5年3月31日（金）までとなっております。請求期間を過ぎますと特
別弔慰金を受けることができなくなりますので、請求手続きがまだお済みでない場合は、ご注意くだ
さい。
対 象 者 戦没者等の死亡当時のご遺族のお1人

（細かい条件につきましては窓口にお問い合わせください）
支給内容 額面25万円（5年償還の記名国債）
請求期間 令和5年3月31日（金）まで
請求窓口 社会福祉課（午前8時30分から午後5時15分まで　土・日曜・祝日、年末年始を除く）

※請求者が居住する市町村での受付になります。
問合先　社会福祉課　☎444・3135　FAX443・3555

第十一回特別弔慰金の請求はお済みですか？

虐待の相談・通報はこちらへ
児童虐待　☎444・3173（子育て支援課）または ☎189（児童相談所全国共通ダイヤル、24時間対応）
障がい者虐待　☎444・3135（社会福祉課）　　高齢者虐待 　☎444・3141（高齢福祉課） 
※市役所は平日午前8時30分～午後5時15分（夜間・休日は宿日直につながります）
※FAX番号　443・3555（共通）
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市民活動の活性化を推進するため、自主的に行う公益的な事業に要する経費の一部を補助します。
対象団体
市内に活動拠点を有し、市内において継続的に市民活動を行っている、または新規に行う意思
があると認められる5人以上で構成された団体で、組織の運営に関する規約、会則などの定めが
あるもの。
対象事業
令和5年4月1日から令和6年3月31日までに実施される市民活動の事業で、原則、市内全域を
対象とした公益性の高いもの。
※他の助成制度などの補助を受けていない事業に限ります。
補助金の種類及び限度額等

※補助金額については、令和5年3月議会での「令和5年度あま市一般会計予算」議決後の、当該
補助事業にかかる予算の範囲内となります。
※補助金の交付は、1団体につき1事業、かつ同一年度内において1回のみです。
応募期間
11月1日（火）から11月30日（水）まで（土・日曜・祝日を除く）
午前8時30分から午後5時15分まで

応募方法
要望書に必要書類を添えて企画政策課（本庁舎）へ提出してください。
※事前相談を兼ねて募集要領を配布しますので、応募される方は上記応募期間中に必ず企画政
策課にお越しください。

審査選考方法
公益性、創造性、自発性、継続性などの項目について書類審査し、必要に応じて、応募団体への

ヒアリングやプレゼンテーションを実施します。選考結果は、令和5年3月下旬に通知するとともに、
市公式ウェブサイト等で公表します。

問合先　企画政策課（市民協働係）　☎444・1712　FAX444・0982

令和5年度市民活動推進事業補助金 事業提案募集について

巡回バスニュース

【あま市巡回バスの無料乗車券について】
75歳以上の方、障がい者、運転免許証返納者を対象とした、あま市巡回バスの無料乗車券は、令
和5年3月31日が有効期限となっています。既にお手元に無料乗車券をお持ちの方は、新たな無料乗
車券を随時発送します。4月以降は、新たな無料乗車券をご利用ください。
また、無料乗車券を既に受け取っている方で、転居等により必要なくなった場合は、下記問合先に
ご連絡ください。

問合先　企画政策課　☎444・1712　FAX444・0982

右回り左回り 右回り左回り 右回り左回り 計東部巡回ルート南部巡回ルート北部巡回ルート運行
日数

累計（平成29年
10月31日～）  769 6,783人 5,520人 6,980人 8,333人 2,451人 2,722人 32,789人

 13 114人 113人 118人 130人 44人 53人 572人令和4年9月

〔利用状況〕

補助金の種類 自立促進事業 活性化事業
対象団体（令和5年4月1日時点で） 設立後1年未満の団体 設立後1年以上の団体
補助回数及び限度額 10万円（上限） 同一事業で3年度 補助対象経費の2分の1以内（上限20万円）
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コロナ禍における原油価格や物価高騰の影響を受けている市内事業者及び主に現役世代の市
民の皆さんの負担を軽減するため、アマノギフト事業を実施しています。
この事業は、市内の協力事業者が取り扱う商品またはサービスの中から、希望するものを1点
お選びいただき、専用のハガキによりお申し込みいただくものです。（アマノギフトの申し込み
にあたり費用はかかりません）
●対象者
令和4年8月1日において市に備える住民基本台帳に記録されている昭和37年4月2日から平
成16年4月1日までに生まれた方（対象の方には「アマノギフトカタログ冊子在中」（白色の封筒）
のご案内を9月末に郵送しています）
●申込み期限
令和4年11月30日（水）＜アマノギフト事務局必着＞
●ギフトの発送時期
カタログ冊子各ギフトの上段に記載された「商品発送予定時期」の欄をご確認

ください。市公式ウェブサイトもご覧ください。
https://www.city.ama.aichi.jp/bussiness/
sangyo/syoukou/1008134/1008140.html
問合先　アマノギフト事務局（市委託業者　株式会社JTB名古屋事業部）

☎0120・224・223（午前9時から午後5時まで　土・日曜・祝日を除く）
info@amanogift.com

商工観光課　☎441・7118　FAX441・8387

「アマノギフト」の申し込みをお忘れではありませんか？

ARモーションペイパとは？
スマートフォンなどを写真にかざすことで、映像や画像が浮かび上がる技術です。
これにより、広報あまの文章を読むだけではなく、映像を視て聴くことできます。
ARモーションペイパの使い方は？
①映像を視聴するために、スマートフォンに「MotionPaper」というアプリをイ
ンストールする必要があります。右記の二次元コードをカメラで読み取り、ア
プリをインストールしてください。
②スマートフォンのカメラを起動し、表紙の二次元コードを読み込みます。
③「MotionPaper」が表示されるためタップし、読み込みが100%になるまで待
ちます。
④表示が100%になった後、表紙の写真にスマートフォンをかざすと映像が流れ
ます。

ARモーションペイパに対応している写真は？
広報あま11月号の表紙にモーションペイパを設定していますので、ぜひご確認
ください。
その他詳細については市公式ウェブサイトをご覧ください。
URL：https://www.city.ama.aichi.jp/koho/ 1008264.html

問合先　企画政策課　☎444･1712　FAX444･0982

ARモーションペイパを導入しました！

Android

iPhone

市公式ウェブサイト
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・
障
害
児
福
祉
手
当

・
経
過
的
福
祉
手
当

11
月
11
日

（金）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
4
年
度
シ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果（
7
月
28
日
時
点
）

70
歳
以
上
の
方（
要
介
護・要
支
援
認
定

者
を
除
く
）を
対
象
に
、心
身
の
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に「
シ
ニ
ア
い

き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
送
付
し
、皆
様
に

返
信
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

1
4
，9
4
7
人
に
通
知
し
た
結
果
、

82・4
％
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
3
，8
2
9
人
が
要
支
援・要
介

護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
状
態
に
あ

る
方
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
よ
り
、専
門
職
に
よ
る
訪
問
相

談
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。集

計
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.

am
a.aichi.jp/kurashi/

fukushi/1002215/10
05883.htm

l

問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
甚

目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
相
談『
相
談
無
料・事
前
予
約
制
』

年
金
に
対
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

中
村
年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
年
金

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、保

険
医
療
課
へ
事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、相
談
内
容
が
相
談
者
以
外
の
も

の
で
あ
る
場
合
は
、親
子
や
夫
婦
な
ど
親

族
に
関
す
る
相
談
で
あ
っ
て
も
、ご
本
人

の
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日

（火）　
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
3
時　
　
　

定
員　
20
人（
事
前
予
約
制
）

相
談
時
間　
1
人
20
分
ま
で

場
所　
甚
目
寺
庁
舎　
相
談
室
A・B

予
約
受
付
期
間　
11
月
1
日

（火）
〜
11
日

（金）

（
土・日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

予
約
方
法　
保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

窓
口
ま
た
は
電
話

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

性
暴
力
を
、な
く
そ
う
！

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

市
で
も
、こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、パ

ネ
ル
展
示
と
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
す
。「
性
暴
力
を
、な
く
そ
う
」

「
性
犯
罪
・
性
暴
力
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
、

一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
間　
11
月
11
日

（金）
〜
25
日

（金）

場
所　
①
甚
目
寺
庁
舎
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー

（
パ
ネ
ル
展「
こ
れ
っ
て
性
暴
力
?
」）

②
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
内
ガ
ー
デ
ン

ブ
リ
ッ
ジ（
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
1・8
3
3
0

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

D
V・セ
ク
ハ
ラ・ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、強
化
週
間
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
11
月
18
日

（金）
〜
24
日

（木）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時　

※

11
月
19
日

（土）・
20
日

（日）・
23
日（
水・祝
）

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

相
談
専
用
電
話（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
）

☎
0
5
7
0・0
7
0・8
1
0

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

S
N
S（
L
I
N
E
）に
よ
る
人
権
相
談

差
別・い
じ
め・D
V・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
な
ど
人

権
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、L
I

N
E
じ
ん
け
ん
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　
月
〜
金
曜
日　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
祝
日・年
末
年
始

を
除
く
）

相
談
方
法　

検
索
I
D
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト「
S
N

S
人
権
相
談
」を
友
達
登
録
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名「
S
N
S
人
権
相
談
」

検
索
I
D：@

snsjinkensoudan

実
施
機
関　

名
古
屋
法
務
局
・
愛
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

https://w
w
w
.m

oj.go.jp/JIN
K

EN
/jinken03_00034.htm

l

ま
ち
を
き
れ
い
に

市
内
各
地
域
に
設
置
の
ご
み
集
積
所
は
、

収
集
日
時
を
守
ら
ず
に
ご
み
を
出
し
た
り
、

ご
み
の
出
し
方
が
粗
雑
に
な
っ
て
い
た
り

す
る
と
、動
物（
カ
ラ
ス
等
）に
荒
ら
さ
れ
、

集
積
所
が
汚
損
す
る
原
因
と
な
っ
て
し
ま

い
、ま
ち
の
景
観
を
損
ね
る
の
み
な
ら
ず
、

交
通
の
妨
げ
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
少
し
の
心
づ
か
い
で
、

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
街
並
み
を
き
れ
い
に

保
ち
ま
せ
ん
か
？

複
数
の
ご
家
庭
が
共
同
で
ご
み
を
出
す

集
積
所
用
に
限
り
、市
か
ら
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、集
合
住
宅
用
に
は
貸
出
し
不
可

の
た
め
、管
理
会
社
等
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、環

境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）、七
宝・美
和
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
ず
れ
か
の
窓
口

ま
で
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

野
焼
き（
ご
み
の
焼
却
）は
や
め
ま
し
ょ

う家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
を
正
規

の
焼
却
炉
を
使
わ
な
い
で
、ド
ラ
ム
缶
や

簡
易
な
焼
却
炉
ま
た
は
ご
み
を
そ
の
ま
ま

で
燃
や
す
い
わ
ゆ
る「
野
焼
き
」は
、一
部

の
例
外
を
除
い
て
、法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
を
し
て
い
る
方
へ
、『
自
分
一
人

ぐ
ら
い
な
ら
、ど
う
せ
大
し
た
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
』な
ど
と
思
わ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
か
？

野
焼
き
は
ご
み
の
種
類
に
よ
り
、黒
煙

と
と
も
に
悪
臭
も
発
生
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
、近
隣
の
大
迷
惑
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、焼
却
の

方
法
に
よ
り「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」な
ど
有
害

物
質
の
発
生
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
は
決
し

て
燃
や
さ
な
い
で
、家
庭
系・事
業
系
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル

を
守
り
、出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
配
り
で
、大
切

な
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

海
部
地
方
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
全

国
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付･

整
理
を
行
い
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
結
び
つ
け
る
役
割

を
担
う「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時令

和
5
年
1
月
29
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
50
分

令
和
5
年
2
月
5
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
40
分

場
所津

島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

（
☎
0
5
6
7・2
4・1
1
8
7
）

対
象（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
満
15
歳
以
上
の
方（
18
歳
未
満
の
方
は
、

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

②
津
島
市
、愛
西
市
、弥
富
市
、あ
ま
市
、海

部
郡
に
在
住
、ま
た
は
在
勤
も
し
く
は

在
学
の
方

③
講
座
終
了
後
も
防
災
活
動
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

定
員40

人
程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

内
容（
予
定
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
、被
災
者
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
用
体
験
な
ど

受
講
料

無
料（
交
通
費
及
び
昼
食
等
は
自
己
負

担
）

申
込
期
限　
12
月
2
日

（金）

申
込
先　

安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
4
4
3・4
2
9
1

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

令
和
4
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日

（水）
〜
15
日

（火）

全
国
統
一
防
火
標
語

「
お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の

用
心
」

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時

期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、火
災
に
よ
る
死

傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、毎
年「
1
1
9
番
の
日
」で
あ

る
11
月
9
日
か
ら
1
週
間
の
日
程
で
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、家
庭

で
も
防
火
の
重
要
性
を
認
識
し
、日
常
生

活
に
お
け
る
防
火
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

【
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ

ン
ト
】

3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す

る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を
守

る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

※

期
間
中
は
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、午
後
7
時
か
ら
消
防
団
分
団
車
庫

等
で
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
行
い
ま
す
の

で
、ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
サ
イ
レ
ン
30
秒
吹
鳴
↓

6
秒
休
み
を
3
回
繰
り
返
し
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

「
あ
い
ち
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
協
議
会
」（
事
務
局：県
）で
は
、
11
月

第
3
水
曜
日
を「
愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残

業
デ
ー
」と
し
て
定
め
、働
き
方
を
見
直
す

契
機
と
な
る
よ
う
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。11
月
16
日

（水）
は
、効
率
的
に
仕

事
を
進
め
定
時
に
退
社
し
、趣
味
や
家
族

と
の
団
ら
ん
な
ど
の
時
間
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

愛
知
県
労
働
福
祉
課　

☎
9
5
4・6
3
6
0

商
工
観
光
課　

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://fam
ifure.pref.aichi.jp/

aichi-w
lbaction/

わ
か
も
の
就
職
相
談

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
い
ち
の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）で
は「
働
く
こ
と
」に
悩
み
を
抱

え
る
若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、職
業

的
自
立
に
向
け
て
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。就
職
に
関
し
て
、不
安
な
こ
と
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〇
電
話
相
談　
津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

日
時　
毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

〇
出
張
相
談（
要
事
前
予
約
）

日
時　
毎
月
第
3
木
曜
日

午
後
1
時
か
ら
5
時
ま
で（
1
人

50
分
以
内
）

場
所　
本
庁
舎
3
階
相
談
室

申
込・問
合
先　

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/1002574/1008035.h
tm

l愛
知
県
最
低
賃
金
は
、10
月
1
日
か
ら

時
間
額「
9
8
6
円
」に
改
定
さ
れ
ま
し

た（
従
来
9
5
5
円
か
ら
31
円
ア
ッ
プ
）

最
低
賃
金
は
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者（
常
用・臨
時・派
遣・パ
ー

ト
ア
ル
バ
イ
ト
等
）に
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
は
、適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。賃
金
が
時
間
給
以
外
で
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合（
月
給・日
給
等
）、賃

金
を
1
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て

時
間
額
9
8
6
円
と
比
較
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、津
島
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
津
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
5
5

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/bussiness/sangyo/kyuuzinn/1
003892.htm

l

shogai@city.ama.lg.jp

甚目寺庁舎に
手話通訳者を配置しています
火曜日　午前 9時～正午、午後1時～4時
木曜日　午前 9時～正午
※上記以外の曜日、または甚目寺
庁舎以外でのご利用につきまし
ては、お問い合わせください。
問合先　社会福祉課
☎444・3135　FAX443・3555

間
時
庁
開

前
午

８
時

後
午

５
時

分

日
庁
閉

日
祝
・
曜
日
・
土

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

提
供
会
員
に
な
っ
て
、地
域
の
子
育
て

を
支
え
合
う
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
1
時
間
7
0
0
円

〜
）

対
象　

あ
ま
市
、ま
た
は
大
治
町
内
在
住

で
20
歳
以
上
の
育
児
経
験
者
も
し
く
は

保
育
士
資
格
等
を
有
す
る
方

※

養
成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

養
成
講
座

日
時　

11
月
16
日

（水）・
17
日

（木）・
18
日

（金）・

21
日

（月）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
15
分

11
月
22
日

（火）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所　
大
治
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

11
月
21
日

（月）
の
み
大
治
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

定
員　
8
人

無
料
託
児
有
り
。（
生
後
4
か
月
か
ら
未

就
学
児
ま
で
。託
児
ご
希
望
の
方
は
11
月

9
日

（水）
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。定
員

有
り
）

申
込　

11
月
9
日

（水）
ま
で
に
電
話
、ま
た

は
メ
ー
ル

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
養
成
講
座
申
し
込

み
」、本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、受
講

日
、託
児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢・年

齢
）」を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

令
和
4
年
度　

冬
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

※

利
用
児
童
が
定
員
を
超
え
た
児
童
ク
ラ

ブ
は
利
用
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、学
校
区
外
の
ク
ラ
ブ
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
に
つ
い
て

期
間　
11
月
5
日
㈯
〜
19
日
㈯

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所　
各
児
童
館（
日
曜・祝
日
は
閉
館
）

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、各
児
童

館
・
子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎
）で
配
布

し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て

期
間　
12
月
24
日
㈯
〜
令
和
5
年
1
月
6

日
㈮（
利
用
時
間
は
午
前
8
時
〜
午
後

6
時
30
分
）

※

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
12
月
29
日

㈭
〜
令
和
5
年
1
月
3
日
㈫
）は
閉
所

※
早
朝
延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金

・
冬
休
み
期
間
中
利
用
の
方　

5
，0
0

0
円

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合

は
、2
人
目
以
降
の
利
用
料
金
を
半
額
免

除
し
ま
す
。

問
合
先

七
宝
地
区

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学

校
の
一
部
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校

の
一
部
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

（
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
）募
集

業
務
内
容　
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
運
営
全
般
、

ま
た
は
補
助

賃
金　

市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給（
通
勤

手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ

勤
務
時
間　
午
後
2
時
30
分
〜
7
時（
土

曜
日
、学
校
長
期
休
業
日
等
は
午
前
7

時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
交
代
制
）

勤
務
時
間
応
相
談
。

応
募
資
格　
保
育
士
、幼
稚
園・小
学
校

教
諭
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方

子
育
て
支
援
に
熱
意
と
理
解
の
あ
る
方

週
2
日
か
ら
5
日
働
く
こ
と
が
で
き
る

方
提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、健
康
診
断
書（
後
日
で
も
可
）

提
出
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
付
を
お
忘

れ
な
く

個
人
事
業
税
の
第
2
期
分
の
納
期
限
は

11
月
30
日

（水）
で
す
。

第
2
期
分
の
納
付
書
は
、8
月
に
お
送

り
し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま

す
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、納
付
書
を
紛
失
さ

れ
た
方
は
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

・
金
融
機
関
、県
税
事
務
所
の
窓
口

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店

・
P
a
y-

e
a
s
y（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

ま
た
は
A
T
M

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ（
P
a

y
P
a
y
、L
I
N
E 

P
a
y
及
び
P

a
y
B
）に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

※

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
納
付
に
つ
い
て
は
、納
付
書
の

納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

そ
の
他　

領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、金

融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）の
窓

口
、県
税
事
務
所
の
窓
口
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設
置
店

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、納
付
に
は
便
利
で
安
全
な
口

座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。ご
希
望

の
方
は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機

関
の
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、令
和
4
年
度
か
ら
口
座
振
替

に
よ
り
納
税
い
た
だ
い
た
方
へ
の
領
収

証
書
の
送
付
を
取
り
や
め
ま
し
た
。

問
合
先　
西
尾
張
県
税
事
務
所　
課
税
第

一
課　

県
民
税
・
事
業
税
第
二
グ
ル
ー

プ☎
0
5
8
6・4
5・3
1
6
9

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/so

shiki/zeim
u/

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
簡
易
申
告
の

ご
案
内

市
で
は
、前
年
度
の
申
告
内
容
で
償
却

資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
額
が
1
5
0

万
円
未
満
の
た
め
免
税
に
な
る
と
見
込
ま

れ
る
方
へ
、償
却
資
産
申
告
書
に
代
え
て

往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申
告
書
を
11
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、再
度
、償
却
資
産
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
申
告
書
の
様
式
は
、市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
合
先　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/zeikin/kotei/100194
8.htm

l

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

11
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当・経
過
的
福
祉
手
当・特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
月
で
す
。

各
手
当
の
振
込
み
予
定
日
は
、次
の
と

お
り
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
10
日

（木）

・
特
別
障
害
者
手
当

市政ニュース

子
育
て

10令和4年11月号



・
障
害
児
福
祉
手
当

・
経
過
的
福
祉
手
当

11
月
11
日

（金）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
4
年
度
シ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果（
7
月
28
日
時
点
）

70
歳
以
上
の
方（
要
介
護・要
支
援
認
定

者
を
除
く
）を
対
象
に
、心
身
の
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に「
シ
ニ
ア
い

き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
送
付
し
、皆
様
に

返
信
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

1
4
，9
4
7
人
に
通
知
し
た
結
果
、

82・4
％
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
3
，8
2
9
人
が
要
支
援・要
介

護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
状
態
に
あ

る
方
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
よ
り
、専
門
職
に
よ
る
訪
問
相

談
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。集

計
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.

am
a.aichi.jp/kurashi/

fukushi/1002215/10
05883.htm

l

問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
甚

目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
相
談『
相
談
無
料・事
前
予
約
制
』

年
金
に
対
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

中
村
年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
年
金

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、保

険
医
療
課
へ
事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、相
談
内
容
が
相
談
者
以
外
の
も

の
で
あ
る
場
合
は
、親
子
や
夫
婦
な
ど
親

族
に
関
す
る
相
談
で
あ
っ
て
も
、ご
本
人

の
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日

（火）　
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
3
時　
　
　

定
員　
20
人（
事
前
予
約
制
）

相
談
時
間　
1
人
20
分
ま
で

場
所　
甚
目
寺
庁
舎　
相
談
室
A・B

予
約
受
付
期
間　
11
月
1
日

（火）
〜
11
日

（金）

（
土・日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

予
約
方
法　
保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

窓
口
ま
た
は
電
話

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

性
暴
力
を
、な
く
そ
う
！

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

市
で
も
、こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、パ

ネ
ル
展
示
と
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
す
。「
性
暴
力
を
、な
く
そ
う
」

「
性
犯
罪
・
性
暴
力
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
、

一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
間　
11
月
11
日

（金）
〜
25
日

（金）

場
所　
①
甚
目
寺
庁
舎
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー

（
パ
ネ
ル
展「
こ
れ
っ
て
性
暴
力
?
」）

②
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
内
ガ
ー
デ
ン

ブ
リ
ッ
ジ（
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
1・8
3
3
0

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

D
V・セ
ク
ハ
ラ・ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、強
化
週
間
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
11
月
18
日

（金）
〜
24
日

（木）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時　

※

11
月
19
日

（土）・
20
日

（日）・
23
日（
水・祝
）

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

相
談
専
用
電
話（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
）

☎
0
5
7
0・0
7
0・8
1
0

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

S
N
S（
L
I
N
E
）に
よ
る
人
権
相
談

差
別・い
じ
め・D
V・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
な
ど
人

権
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、L
I

N
E
じ
ん
け
ん
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　
月
〜
金
曜
日　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
祝
日・年
末
年
始

を
除
く
）

相
談
方
法　

検
索
I
D
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト「
S
N

S
人
権
相
談
」を
友
達
登
録
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名「
S
N
S
人
権
相
談
」

検
索
I
D：@

snsjinkensoudan

実
施
機
関　

名
古
屋
法
務
局
・
愛
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

https://w
w
w
.m

oj.go.jp/JIN
K

EN
/jinken03_00034.htm

l

ま
ち
を
き
れ
い
に

市
内
各
地
域
に
設
置
の
ご
み
集
積
所
は
、

収
集
日
時
を
守
ら
ず
に
ご
み
を
出
し
た
り
、

ご
み
の
出
し
方
が
粗
雑
に
な
っ
て
い
た
り

す
る
と
、動
物（
カ
ラ
ス
等
）に
荒
ら
さ
れ
、

集
積
所
が
汚
損
す
る
原
因
と
な
っ
て
し
ま

い
、ま
ち
の
景
観
を
損
ね
る
の
み
な
ら
ず
、

交
通
の
妨
げ
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
少
し
の
心
づ
か
い
で
、

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
街
並
み
を
き
れ
い
に

保
ち
ま
せ
ん
か
？

複
数
の
ご
家
庭
が
共
同
で
ご
み
を
出
す

集
積
所
用
に
限
り
、市
か
ら
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、集
合
住
宅
用
に
は
貸
出
し
不
可

の
た
め
、管
理
会
社
等
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、環

境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）、七
宝・美
和
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
ず
れ
か
の
窓
口

ま
で
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

野
焼
き（
ご
み
の
焼
却
）は
や
め
ま
し
ょ

う家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
を
正
規

の
焼
却
炉
を
使
わ
な
い
で
、ド
ラ
ム
缶
や

簡
易
な
焼
却
炉
ま
た
は
ご
み
を
そ
の
ま
ま

で
燃
や
す
い
わ
ゆ
る「
野
焼
き
」は
、一
部

の
例
外
を
除
い
て
、法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
を
し
て
い
る
方
へ
、『
自
分
一
人

ぐ
ら
い
な
ら
、ど
う
せ
大
し
た
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
』な
ど
と
思
わ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
か
？

野
焼
き
は
ご
み
の
種
類
に
よ
り
、黒
煙

と
と
も
に
悪
臭
も
発
生
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
、近
隣
の
大
迷
惑
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、焼
却
の

方
法
に
よ
り「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」な
ど
有
害

物
質
の
発
生
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
は
決
し

て
燃
や
さ
な
い
で
、家
庭
系・事
業
系
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル

を
守
り
、出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
配
り
で
、大
切

な
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

海
部
地
方
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
全

国
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付･

整
理
を
行
い
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
結
び
つ
け
る
役
割

を
担
う「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時令

和
5
年
1
月
29
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
50
分

令
和
5
年
2
月
5
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
40
分

場
所津

島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

（
☎
0
5
6
7・2
4・1
1
8
7
）

対
象（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
満
15
歳
以
上
の
方（
18
歳
未
満
の
方
は
、

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

②
津
島
市
、愛
西
市
、弥
富
市
、あ
ま
市
、海

部
郡
に
在
住
、ま
た
は
在
勤
も
し
く
は

在
学
の
方

③
講
座
終
了
後
も
防
災
活
動
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

定
員40

人
程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

内
容（
予
定
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
、被
災
者
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
用
体
験
な
ど

受
講
料

無
料（
交
通
費
及
び
昼
食
等
は
自
己
負

担
）

申
込
期
限　
12
月
2
日

（金）

申
込
先　

安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
4
4
3・4
2
9
1

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

令
和
4
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日

（水）
〜
15
日

（火）

全
国
統
一
防
火
標
語

「
お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の

用
心
」

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時

期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、火
災
に
よ
る
死

傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、毎
年「
1
1
9
番
の
日
」で
あ

る
11
月
9
日
か
ら
1
週
間
の
日
程
で
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、家
庭

で
も
防
火
の
重
要
性
を
認
識
し
、日
常
生

活
に
お
け
る
防
火
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

【
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ

ン
ト
】

3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す

る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を
守

る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

※

期
間
中
は
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、午
後
7
時
か
ら
消
防
団
分
団
車
庫

等
で
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
行
い
ま
す
の

で
、ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
サ
イ
レ
ン
30
秒
吹
鳴
↓

6
秒
休
み
を
3
回
繰
り
返
し
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

「
あ
い
ち
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
協
議
会
」（
事
務
局：県
）で
は
、
11
月

第
3
水
曜
日
を「
愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残

業
デ
ー
」と
し
て
定
め
、働
き
方
を
見
直
す

契
機
と
な
る
よ
う
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。11
月
16
日

（水）
は
、効
率
的
に
仕

事
を
進
め
定
時
に
退
社
し
、趣
味
や
家
族

と
の
団
ら
ん
な
ど
の
時
間
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

愛
知
県
労
働
福
祉
課　

☎
9
5
4・6
3
6
0

商
工
観
光
課　

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://fam
ifure.pref.aichi.jp/

aichi-w
lbaction/

わ
か
も
の
就
職
相
談

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
い
ち
の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）で
は「
働
く
こ
と
」に
悩
み
を
抱

え
る
若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、職
業

的
自
立
に
向
け
て
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。就
職
に
関
し
て
、不
安
な
こ
と
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〇
電
話
相
談　
津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

日
時　
毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

〇
出
張
相
談（
要
事
前
予
約
）

日
時　
毎
月
第
3
木
曜
日

午
後
1
時
か
ら
5
時
ま
で（
1
人

50
分
以
内
）

場
所　
本
庁
舎
3
階
相
談
室

申
込・問
合
先　

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/1002574/1008035.h
tm

l愛
知
県
最
低
賃
金
は
、10
月
1
日
か
ら

時
間
額「
9
8
6
円
」に
改
定
さ
れ
ま
し

た（
従
来
9
5
5
円
か
ら
31
円
ア
ッ
プ
）

最
低
賃
金
は
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者（
常
用・臨
時・派
遣・パ
ー

ト
ア
ル
バ
イ
ト
等
）に
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
は
、適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。賃
金
が
時
間
給
以
外
で
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合（
月
給・日
給
等
）、賃

金
を
1
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て

時
間
額
9
8
6
円
と
比
較
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、津
島
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
津
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
5
5

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/bussiness/sangyo/kyuuzinn/1
003892.htm

l

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

提
供
会
員
に
な
っ
て
、地
域
の
子
育
て

を
支
え
合
う
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
1
時
間
7
0
0
円

〜
）

対
象　

あ
ま
市
、ま
た
は
大
治
町
内
在
住

で
20
歳
以
上
の
育
児
経
験
者
も
し
く
は

保
育
士
資
格
等
を
有
す
る
方

※

養
成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

養
成
講
座

日
時　

11
月
16
日

（水）・
17
日

（木）・
18
日

（金）・

21
日

（月）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
15
分

11
月
22
日

（火）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所　
大
治
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

11
月
21
日

（月）
の
み
大
治
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

定
員　
8
人

無
料
託
児
有
り
。（
生
後
4
か
月
か
ら
未

就
学
児
ま
で
。託
児
ご
希
望
の
方
は
11
月

9
日

（水）
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。定
員

有
り
）

申
込　

11
月
9
日

（水）
ま
で
に
電
話
、ま
た

は
メ
ー
ル

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
養
成
講
座
申
し
込

み
」、本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、受
講

日
、託
児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢・年

齢
）」を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

令
和
4
年
度　

冬
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

※

利
用
児
童
が
定
員
を
超
え
た
児
童
ク
ラ

ブ
は
利
用
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、学
校
区
外
の
ク
ラ
ブ
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
に
つ
い
て

期
間　
11
月
5
日
㈯
〜
19
日
㈯

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所　
各
児
童
館（
日
曜・祝
日
は
閉
館
）

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、各
児
童

館
・
子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎
）で
配
布

し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て

期
間　
12
月
24
日
㈯
〜
令
和
5
年
1
月
6

日
㈮（
利
用
時
間
は
午
前
8
時
〜
午
後

6
時
30
分
）

※

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
12
月
29
日

㈭
〜
令
和
5
年
1
月
3
日
㈫
）は
閉
所

※

早
朝
延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金

・
冬
休
み
期
間
中
利
用
の
方　

5
，0
0

0
円

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合

は
、2
人
目
以
降
の
利
用
料
金
を
半
額
免

除
し
ま
す
。

問
合
先

七
宝
地
区

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学

校
の
一
部
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校

の
一
部
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

（
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
）募
集

業
務
内
容　
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
運
営
全
般
、

ま
た
は
補
助

賃
金　

市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給（
通
勤

手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ

勤
務
時
間　
午
後
2
時
30
分
〜
7
時（
土

曜
日
、学
校
長
期
休
業
日
等
は
午
前
7

時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
交
代
制
）

勤
務
時
間
応
相
談
。

応
募
資
格　
保
育
士
、幼
稚
園・小
学
校

教
諭
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方

子
育
て
支
援
に
熱
意
と
理
解
の
あ
る
方

週
2
日
か
ら
5
日
働
く
こ
と
が
で
き
る

方
提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、健
康
診
断
書（
後
日
で
も
可
）

提
出
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
付
を
お
忘

れ
な
く

個
人
事
業
税
の
第
2
期
分
の
納
期
限
は

11
月
30
日

（水）
で
す
。

第
2
期
分
の
納
付
書
は
、8
月
に
お
送

り
し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま

す
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、納
付
書
を
紛
失
さ

れ
た
方
は
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

・
金
融
機
関
、県
税
事
務
所
の
窓
口

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店

・
P
a
y-

e
a
s
y（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

ま
た
は
A
T
M

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ（
P
a

y
P
a
y
、L
I
N
E 

P
a
y
及
び
P

a
y
B
）に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

※

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
納
付
に
つ
い
て
は
、納
付
書
の

納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

そ
の
他　

領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、金

融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）の
窓

口
、県
税
事
務
所
の
窓
口
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設
置
店

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、納
付
に
は
便
利
で
安
全
な
口

座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。ご
希
望

の
方
は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機

関
の
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、令
和
4
年
度
か
ら
口
座
振
替

に
よ
り
納
税
い
た
だ
い
た
方
へ
の
領
収

証
書
の
送
付
を
取
り
や
め
ま
し
た
。

問
合
先　
西
尾
張
県
税
事
務
所　
課
税
第

一
課　

県
民
税
・
事
業
税
第
二
グ
ル
ー

プ☎
0
5
8
6・4
5・3
1
6
9

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/so

shiki/zeim
u/

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
簡
易
申
告
の

ご
案
内

市
で
は
、前
年
度
の
申
告
内
容
で
償
却

資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
額
が
1
5
0

万
円
未
満
の
た
め
免
税
に
な
る
と
見
込
ま

れ
る
方
へ
、償
却
資
産
申
告
書
に
代
え
て

往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申
告
書
を
11
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、再
度
、償
却
資
産
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
申
告
書
の
様
式
は
、市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
合
先　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/zeikin/kotei/100194
8.htm

l

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

11
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当・経
過
的
福
祉
手
当・特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
月
で
す
。

各
手
当
の
振
込
み
予
定
日
は
、次
の
と

お
り
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
10
日

（木）

・
特
別
障
害
者
手
当

市政ニュース

募

集
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■

税

Web

Web

福
　
祉

11 令和4年11月号



市政ニュース
・
障
害
児
福
祉
手
当

・
経
過
的
福
祉
手
当

11
月
11
日

（金）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
4
年
度
シ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果（
7
月
28
日
時
点
）

70
歳
以
上
の
方（
要
介
護・要
支
援
認
定

者
を
除
く
）を
対
象
に
、心
身
の
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に「
シ
ニ
ア
い

き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
送
付
し
、皆
様
に

返
信
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

1
4
，9
4
7
人
に
通
知
し
た
結
果
、

82・4
％
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
3
，8
2
9
人
が
要
支
援・要
介

護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
状
態
に
あ

る
方
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
よ
り
、専
門
職
に
よ
る
訪
問
相

談
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。集

計
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.

am
a.aichi.jp/kurashi/

fukushi/1002215/10
05883.htm

l

問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
甚

目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
相
談『
相
談
無
料・事
前
予
約
制
』

年
金
に
対
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

中
村
年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
年
金

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、保

険
医
療
課
へ
事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、相
談
内
容
が
相
談
者
以
外
の
も

の
で
あ
る
場
合
は
、親
子
や
夫
婦
な
ど
親

族
に
関
す
る
相
談
で
あ
っ
て
も
、ご
本
人

の
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日

（火）　
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
3
時　
　
　

定
員　
20
人（
事
前
予
約
制
）

相
談
時
間　
1
人
20
分
ま
で

場
所　
甚
目
寺
庁
舎　
相
談
室
A・B

予
約
受
付
期
間　
11
月
1
日

（火）
〜
11
日

（金）

（
土・日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

予
約
方
法　
保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

窓
口
ま
た
は
電
話

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

性
暴
力
を
、な
く
そ
う
！

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

市
で
も
、こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、パ

ネ
ル
展
示
と
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
す
。「
性
暴
力
を
、な
く
そ
う
」

「
性
犯
罪
・
性
暴
力
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
、

一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
間　
11
月
11
日

（金）
〜
25
日

（金）

場
所　
①
甚
目
寺
庁
舎
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー

（
パ
ネ
ル
展「
こ
れ
っ
て
性
暴
力
?
」）

②
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
内
ガ
ー
デ
ン

ブ
リ
ッ
ジ（
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
1・8
3
3
0

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

D
V・セ
ク
ハ
ラ・ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、強
化
週
間
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
11
月
18
日

（金）
〜
24
日

（木）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時　

※

11
月
19
日

（土）・
20
日

（日）・
23
日（
水・祝
）

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

相
談
専
用
電
話（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
）

☎
0
5
7
0・0
7
0・8
1
0

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

S
N
S（
L
I
N
E
）に
よ
る
人
権
相
談

差
別・い
じ
め・D
V・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
な
ど
人

権
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、L
I

N
E
じ
ん
け
ん
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　
月
〜
金
曜
日　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
祝
日・年
末
年
始

を
除
く
）

相
談
方
法　

検
索
I
D
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト「
S
N

S
人
権
相
談
」を
友
達
登
録
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名「
S
N
S
人
権
相
談
」

検
索
I
D：@

snsjinkensoudan

実
施
機
関　

名
古
屋
法
務
局
・
愛
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

https://w
w
w
.m

oj.go.jp/JIN
K

EN
/jinken03_00034.htm
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ま
ち
を
き
れ
い
に

市
内
各
地
域
に
設
置
の
ご
み
集
積
所
は
、

収
集
日
時
を
守
ら
ず
に
ご
み
を
出
し
た
り
、

ご
み
の
出
し
方
が
粗
雑
に
な
っ
て
い
た
り

す
る
と
、動
物（
カ
ラ
ス
等
）に
荒
ら
さ
れ
、

集
積
所
が
汚
損
す
る
原
因
と
な
っ
て
し
ま

い
、ま
ち
の
景
観
を
損
ね
る
の
み
な
ら
ず
、

交
通
の
妨
げ
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
少
し
の
心
づ
か
い
で
、

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
街
並
み
を
き
れ
い
に

保
ち
ま
せ
ん
か
？

複
数
の
ご
家
庭
が
共
同
で
ご
み
を
出
す

集
積
所
用
に
限
り
、市
か
ら
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、集
合
住
宅
用
に
は
貸
出
し
不
可

の
た
め
、管
理
会
社
等
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、環

境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）、七
宝・美
和
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
ず
れ
か
の
窓
口

ま
で
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

野
焼
き（
ご
み
の
焼
却
）は
や
め
ま
し
ょ

う家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
を
正
規

の
焼
却
炉
を
使
わ
な
い
で
、ド
ラ
ム
缶
や

簡
易
な
焼
却
炉
ま
た
は
ご
み
を
そ
の
ま
ま

で
燃
や
す
い
わ
ゆ
る「
野
焼
き
」は
、一
部

の
例
外
を
除
い
て
、法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
を
し
て
い
る
方
へ
、『
自
分
一
人

ぐ
ら
い
な
ら
、ど
う
せ
大
し
た
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
』な
ど
と
思
わ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
か
？

野
焼
き
は
ご
み
の
種
類
に
よ
り
、黒
煙

と
と
も
に
悪
臭
も
発
生
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
、近
隣
の
大
迷
惑
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、焼
却
の

方
法
に
よ
り「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」な
ど
有
害

物
質
の
発
生
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
は
決
し

て
燃
や
さ
な
い
で
、家
庭
系・事
業
系
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル

を
守
り
、出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
配
り
で
、大
切

な
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

海
部
地
方
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
全

国
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付･

整
理
を
行
い
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
結
び
つ
け
る
役
割

を
担
う「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時令

和
5
年
1
月
29
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
50
分

令
和
5
年
2
月
5
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
40
分

場
所津

島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

（
☎
0
5
6
7・2
4・1
1
8
7
）

対
象（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
満
15
歳
以
上
の
方（
18
歳
未
満
の
方
は
、

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

②
津
島
市
、愛
西
市
、弥
富
市
、あ
ま
市
、海

部
郡
に
在
住
、ま
た
は
在
勤
も
し
く
は

在
学
の
方

③
講
座
終
了
後
も
防
災
活
動
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

定
員40

人
程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

内
容（
予
定
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
、被
災
者
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
用
体
験
な
ど

受
講
料

無
料（
交
通
費
及
び
昼
食
等
は
自
己
負

担
）

申
込
期
限　
12
月
2
日

（金）

申
込
先　

安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
4
4
3・4
2
9
1

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

令
和
4
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日

（水）
〜
15
日

（火）

全
国
統
一
防
火
標
語

「
お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の

用
心
」

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時

期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、火
災
に
よ
る
死

傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、毎
年「
1
1
9
番
の
日
」で
あ

る
11
月
9
日
か
ら
1
週
間
の
日
程
で
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、家
庭

で
も
防
火
の
重
要
性
を
認
識
し
、日
常
生

活
に
お
け
る
防
火
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

【
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ

ン
ト
】

3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す

る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を
守

る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

※

期
間
中
は
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、午
後
7
時
か
ら
消
防
団
分
団
車
庫

等
で
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
行
い
ま
す
の

で
、ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
サ
イ
レ
ン
30
秒
吹
鳴
↓

6
秒
休
み
を
3
回
繰
り
返
し
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

「
あ
い
ち
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
協
議
会
」（
事
務
局：県
）で
は
、
11
月

第
3
水
曜
日
を「
愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残

業
デ
ー
」と
し
て
定
め
、働
き
方
を
見
直
す

契
機
と
な
る
よ
う
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。11
月
16
日

（水）
は
、効
率
的
に
仕

事
を
進
め
定
時
に
退
社
し
、趣
味
や
家
族

と
の
団
ら
ん
な
ど
の
時
間
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

愛
知
県
労
働
福
祉
課　

☎
9
5
4・6
3
6
0

商
工
観
光
課　

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://fam
ifure.pref.aichi.jp/

aichi-w
lbaction/

わ
か
も
の
就
職
相
談

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
い
ち
の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）で
は「
働
く
こ
と
」に
悩
み
を
抱

え
る
若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、職
業

的
自
立
に
向
け
て
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。就
職
に
関
し
て
、不
安
な
こ
と
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〇
電
話
相
談　
津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

日
時　
毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

〇
出
張
相
談（
要
事
前
予
約
）

日
時　
毎
月
第
3
木
曜
日

午
後
1
時
か
ら
5
時
ま
で（
1
人

50
分
以
内
）

場
所　
本
庁
舎
3
階
相
談
室

申
込・問
合
先　

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/1002574/1008035.h
tm

l愛
知
県
最
低
賃
金
は
、10
月
1
日
か
ら

時
間
額「
9
8
6
円
」に
改
定
さ
れ
ま
し

た（
従
来
9
5
5
円
か
ら
31
円
ア
ッ
プ
）

最
低
賃
金
は
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者（
常
用・臨
時・派
遣・パ
ー

ト
ア
ル
バ
イ
ト
等
）に
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
は
、適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。賃
金
が
時
間
給
以
外
で
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合（
月
給・日
給
等
）、賃

金
を
1
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て

時
間
額
9
8
6
円
と
比
較
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、津
島
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
津
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
5
5

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/bussiness/sangyo/kyuuzinn/1
003892.htm

l

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

提
供
会
員
に
な
っ
て
、地
域
の
子
育
て

を
支
え
合
う
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
1
時
間
7
0
0
円

〜
）

対
象　

あ
ま
市
、ま
た
は
大
治
町
内
在
住

で
20
歳
以
上
の
育
児
経
験
者
も
し
く
は

保
育
士
資
格
等
を
有
す
る
方

※

養
成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

養
成
講
座

日
時　

11
月
16
日

（水）・
17
日

（木）・
18
日

（金）・

21
日

（月）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
15
分

11
月
22
日

（火）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所　
大
治
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

11
月
21
日

（月）
の
み
大
治
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

定
員　
8
人

無
料
託
児
有
り
。（
生
後
4
か
月
か
ら
未

就
学
児
ま
で
。託
児
ご
希
望
の
方
は
11
月

9
日

（水）
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。定
員

有
り
）

申
込　

11
月
9
日

（水）
ま
で
に
電
話
、ま
た

は
メ
ー
ル

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
養
成
講
座
申
し
込

み
」、本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、受
講

日
、託
児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢・年

齢
）」を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

令
和
4
年
度　

冬
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

※

利
用
児
童
が
定
員
を
超
え
た
児
童
ク
ラ

ブ
は
利
用
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、学
校
区
外
の
ク
ラ
ブ
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
に
つ
い
て

期
間　
11
月
5
日
㈯
〜
19
日
㈯

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所　
各
児
童
館（
日
曜・祝
日
は
閉
館
）

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、各
児
童

館
・
子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎
）で
配
布

し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て

期
間　
12
月
24
日
㈯
〜
令
和
5
年
1
月
6

日
㈮（
利
用
時
間
は
午
前
8
時
〜
午
後

6
時
30
分
）

※

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
12
月
29
日

㈭
〜
令
和
5
年
1
月
3
日
㈫
）は
閉
所

※

早
朝
延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金

・
冬
休
み
期
間
中
利
用
の
方　

5
，0
0

0
円

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合

は
、2
人
目
以
降
の
利
用
料
金
を
半
額
免

除
し
ま
す
。

問
合
先

七
宝
地
区

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学

校
の
一
部
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校

の
一
部
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

（
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
）募
集

業
務
内
容　
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
運
営
全
般
、

ま
た
は
補
助

賃
金　

市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給（
通
勤

手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ

勤
務
時
間　
午
後
2
時
30
分
〜
7
時（
土

曜
日
、学
校
長
期
休
業
日
等
は
午
前
7

時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
交
代
制
）

勤
務
時
間
応
相
談
。

応
募
資
格　
保
育
士
、幼
稚
園・小
学
校

教
諭
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方

子
育
て
支
援
に
熱
意
と
理
解
の
あ
る
方

週
2
日
か
ら
5
日
働
く
こ
と
が
で
き
る

方
提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、健
康
診
断
書（
後
日
で
も
可
）

提
出
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
付
を
お
忘

れ
な
く

個
人
事
業
税
の
第
2
期
分
の
納
期
限
は

11
月
30
日

（水）
で
す
。

第
2
期
分
の
納
付
書
は
、8
月
に
お
送

り
し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま

す
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、納
付
書
を
紛
失
さ

れ
た
方
は
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

・
金
融
機
関
、県
税
事
務
所
の
窓
口

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店

・
P
a
y-

e
a
s
y（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

ま
た
は
A
T
M

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ（
P
a

y
P
a
y
、L
I
N
E 

P
a
y
及
び
P

a
y
B
）に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

※

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
納
付
に
つ
い
て
は
、納
付
書
の

納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

そ
の
他　

領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、金

融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）の
窓

口
、県
税
事
務
所
の
窓
口
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設
置
店

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、納
付
に
は
便
利
で
安
全
な
口

座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。ご
希
望

の
方
は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機

関
の
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、令
和
4
年
度
か
ら
口
座
振
替

に
よ
り
納
税
い
た
だ
い
た
方
へ
の
領
収

証
書
の
送
付
を
取
り
や
め
ま
し
た
。

問
合
先　
西
尾
張
県
税
事
務
所　
課
税
第

一
課　

県
民
税
・
事
業
税
第
二
グ
ル
ー

プ☎
0
5
8
6・4
5・3
1
6
9

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/so

shiki/zeim
u/

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
簡
易
申
告
の

ご
案
内

市
で
は
、前
年
度
の
申
告
内
容
で
償
却

資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
額
が
1
5
0

万
円
未
満
の
た
め
免
税
に
な
る
と
見
込
ま

れ
る
方
へ
、償
却
資
産
申
告
書
に
代
え
て

往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申
告
書
を
11
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、再
度
、償
却
資
産
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
申
告
書
の
様
式
は
、市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
合
先　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/zeikin/kotei/100194
8.htm

l

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

11
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当・経
過
的
福
祉
手
当・特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
月
で
す
。

各
手
当
の
振
込
み
予
定
日
は
、次
の
と

お
り
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
10
日

（木）

・
特
別
障
害
者
手
当

人
　
権

Web

保
険・年
金

12令和4年11月号



市政ニュース
・
障
害
児
福
祉
手
当

・
経
過
的
福
祉
手
当

11
月
11
日

（金）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
4
年
度
シ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果（
7
月
28
日
時
点
）

70
歳
以
上
の
方（
要
介
護・要
支
援
認
定

者
を
除
く
）を
対
象
に
、心
身
の
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に「
シ
ニ
ア
い

き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
送
付
し
、皆
様
に

返
信
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

1
4
，9
4
7
人
に
通
知
し
た
結
果
、

82・4
％
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
3
，8
2
9
人
が
要
支
援・要
介

護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
状
態
に
あ

る
方
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
よ
り
、専
門
職
に
よ
る
訪
問
相

談
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。集

計
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.

am
a.aichi.jp/kurashi/

fukushi/1002215/10
05883.htm

l

問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
甚

目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
相
談『
相
談
無
料・事
前
予
約
制
』

年
金
に
対
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

中
村
年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
年
金

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、保

険
医
療
課
へ
事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、相
談
内
容
が
相
談
者
以
外
の
も

の
で
あ
る
場
合
は
、親
子
や
夫
婦
な
ど
親

族
に
関
す
る
相
談
で
あ
っ
て
も
、ご
本
人

の
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日

（火）　
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
3
時　
　
　

定
員　
20
人（
事
前
予
約
制
）

相
談
時
間　
1
人
20
分
ま
で

場
所　
甚
目
寺
庁
舎　
相
談
室
A・B

予
約
受
付
期
間　
11
月
1
日

（火）
〜
11
日

（金）

（
土・日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

予
約
方
法　
保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

窓
口
ま
た
は
電
話

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

性
暴
力
を
、な
く
そ
う
！

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

市
で
も
、こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、パ

ネ
ル
展
示
と
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
す
。「
性
暴
力
を
、な
く
そ
う
」

「
性
犯
罪
・
性
暴
力
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
、

一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
間　
11
月
11
日

（金）
〜
25
日

（金）

場
所　
①
甚
目
寺
庁
舎
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー

（
パ
ネ
ル
展「
こ
れ
っ
て
性
暴
力
?
」）

②
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
内
ガ
ー
デ
ン

ブ
リ
ッ
ジ（
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
1・8
3
3
0

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

D
V・セ
ク
ハ
ラ・ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、強
化
週
間
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
11
月
18
日

（金）
〜
24
日

（木）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時　

※

11
月
19
日

（土）・
20
日

（日）・
23
日（
水・祝
）

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

相
談
専
用
電
話（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
）

☎
0
5
7
0・0
7
0・8
1
0

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

S
N
S（
L
I
N
E
）に
よ
る
人
権
相
談

差
別・い
じ
め・D
V・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
な
ど
人

権
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、L
I

N
E
じ
ん
け
ん
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　
月
〜
金
曜
日　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
祝
日・年
末
年
始

を
除
く
）

相
談
方
法　

検
索
I
D
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト「
S
N

S
人
権
相
談
」を
友
達
登
録
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名「
S
N
S
人
権
相
談
」

検
索
I
D：@

snsjinkensoudan

実
施
機
関　

名
古
屋
法
務
局
・
愛
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

https://w
w
w
.m

oj.go.jp/JIN
K

EN
/jinken03_00034.htm

l

ま
ち
を
き
れ
い
に

市
内
各
地
域
に
設
置
の
ご
み
集
積
所
は
、

収
集
日
時
を
守
ら
ず
に
ご
み
を
出
し
た
り
、

ご
み
の
出
し
方
が
粗
雑
に
な
っ
て
い
た
り

す
る
と
、動
物（
カ
ラ
ス
等
）に
荒
ら
さ
れ
、

集
積
所
が
汚
損
す
る
原
因
と
な
っ
て
し
ま

い
、ま
ち
の
景
観
を
損
ね
る
の
み
な
ら
ず
、

交
通
の
妨
げ
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
少
し
の
心
づ
か
い
で
、

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
街
並
み
を
き
れ
い
に

保
ち
ま
せ
ん
か
？

複
数
の
ご
家
庭
が
共
同
で
ご
み
を
出
す

集
積
所
用
に
限
り
、市
か
ら
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、集
合
住
宅
用
に
は
貸
出
し
不
可

の
た
め
、管
理
会
社
等
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、環

境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）、七
宝・美
和
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
ず
れ
か
の
窓
口

ま
で
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

野
焼
き（
ご
み
の
焼
却
）は
や
め
ま
し
ょ

う家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
を
正
規

の
焼
却
炉
を
使
わ
な
い
で
、ド
ラ
ム
缶
や

簡
易
な
焼
却
炉
ま
た
は
ご
み
を
そ
の
ま
ま

で
燃
や
す
い
わ
ゆ
る「
野
焼
き
」は
、一
部

の
例
外
を
除
い
て
、法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
を
し
て
い
る
方
へ
、『
自
分
一
人

ぐ
ら
い
な
ら
、ど
う
せ
大
し
た
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
』な
ど
と
思
わ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
か
？

野
焼
き
は
ご
み
の
種
類
に
よ
り
、黒
煙

と
と
も
に
悪
臭
も
発
生
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
、近
隣
の
大
迷
惑
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、焼
却
の

方
法
に
よ
り「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」な
ど
有
害

物
質
の
発
生
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
は
決
し

て
燃
や
さ
な
い
で
、家
庭
系・事
業
系
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル

を
守
り
、出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
配
り
で
、大
切

な
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

海
部
地
方
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
全

国
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付･

整
理
を
行
い
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
結
び
つ
け
る
役
割

を
担
う「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時令

和
5
年
1
月
29
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
50
分

令
和
5
年
2
月
5
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
40
分

場
所津

島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

（
☎
0
5
6
7・2
4・1
1
8
7
）

対
象（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
満
15
歳
以
上
の
方（
18
歳
未
満
の
方
は
、

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

②
津
島
市
、愛
西
市
、弥
富
市
、あ
ま
市
、海

部
郡
に
在
住
、ま
た
は
在
勤
も
し
く
は

在
学
の
方

③
講
座
終
了
後
も
防
災
活
動
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

定
員40

人
程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

内
容（
予
定
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
、被
災
者
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
用
体
験
な
ど

受
講
料

無
料（
交
通
費
及
び
昼
食
等
は
自
己
負

担
）

申
込
期
限　
12
月
2
日

（金）

申
込
先　

安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
4
4
3・4
2
9
1

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

令
和
4
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日

（水）
〜
15
日

（火）

全
国
統
一
防
火
標
語

「
お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の

用
心
」

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時

期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、火
災
に
よ
る
死

傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、毎
年「
1
1
9
番
の
日
」で
あ

る
11
月
9
日
か
ら
1
週
間
の
日
程
で
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、家
庭

で
も
防
火
の
重
要
性
を
認
識
し
、日
常
生

活
に
お
け
る
防
火
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

【
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ

ン
ト
】

3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す

る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を
守

る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

※

期
間
中
は
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、午
後
7
時
か
ら
消
防
団
分
団
車
庫

等
で
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
行
い
ま
す
の

で
、ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
サ
イ
レ
ン
30
秒
吹
鳴
↓

6
秒
休
み
を
3
回
繰
り
返
し
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

「
あ
い
ち
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
協
議
会
」（
事
務
局：県
）で
は
、
11
月

第
3
水
曜
日
を「
愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残

業
デ
ー
」と
し
て
定
め
、働
き
方
を
見
直
す

契
機
と
な
る
よ
う
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。11
月
16
日

（水）
は
、効
率
的
に
仕

事
を
進
め
定
時
に
退
社
し
、趣
味
や
家
族

と
の
団
ら
ん
な
ど
の
時
間
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

愛
知
県
労
働
福
祉
課　

☎
9
5
4・6
3
6
0

商
工
観
光
課　

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://fam
ifure.pref.aichi.jp/

aichi-w
lbaction/

わ
か
も
の
就
職
相
談

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
い
ち
の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）で
は「
働
く
こ
と
」に
悩
み
を
抱

え
る
若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、職
業

的
自
立
に
向
け
て
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。就
職
に
関
し
て
、不
安
な
こ
と
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〇
電
話
相
談　
津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

日
時　
毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

〇
出
張
相
談（
要
事
前
予
約
）

日
時　
毎
月
第
3
木
曜
日

午
後
1
時
か
ら
5
時
ま
で（
1
人

50
分
以
内
）

場
所　
本
庁
舎
3
階
相
談
室

申
込・問
合
先　

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/1002574/1008035.h
tm

l愛
知
県
最
低
賃
金
は
、10
月
1
日
か
ら

時
間
額「
9
8
6
円
」に
改
定
さ
れ
ま
し

た（
従
来
9
5
5
円
か
ら
31
円
ア
ッ
プ
）

最
低
賃
金
は
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者（
常
用・臨
時・派
遣・パ
ー

ト
ア
ル
バ
イ
ト
等
）に
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
は
、適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。賃
金
が
時
間
給
以
外
で
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合（
月
給・日
給
等
）、賃

金
を
1
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て

時
間
額
9
8
6
円
と
比
較
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、津
島
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
津
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
5
5

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/bussiness/sangyo/kyuuzinn/1
003892.htm

l

防
　
災

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

提
供
会
員
に
な
っ
て
、地
域
の
子
育
て

を
支
え
合
う
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
1
時
間
7
0
0
円

〜
）

対
象　

あ
ま
市
、ま
た
は
大
治
町
内
在
住

で
20
歳
以
上
の
育
児
経
験
者
も
し
く
は

保
育
士
資
格
等
を
有
す
る
方

※

養
成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

養
成
講
座

日
時　

11
月
16
日

（水）・
17
日

（木）・
18
日

（金）・

21
日

（月）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
15
分

11
月
22
日

（火）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所　
大
治
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

11
月
21
日

（月）
の
み
大
治
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

定
員　
8
人

無
料
託
児
有
り
。（
生
後
4
か
月
か
ら
未

就
学
児
ま
で
。託
児
ご
希
望
の
方
は
11
月

9
日

（水）
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。定
員

有
り
）

申
込　

11
月
9
日

（水）
ま
で
に
電
話
、ま
た

は
メ
ー
ル

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
養
成
講
座
申
し
込

み
」、本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、受
講

日
、託
児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢・年

齢
）」を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

令
和
4
年
度　

冬
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

※

利
用
児
童
が
定
員
を
超
え
た
児
童
ク
ラ

ブ
は
利
用
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、学
校
区
外
の
ク
ラ
ブ
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
に
つ
い
て

期
間　
11
月
5
日
㈯
〜
19
日
㈯

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所　
各
児
童
館（
日
曜・祝
日
は
閉
館
）

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、各
児
童

館
・
子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎
）で
配
布

し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て

期
間　
12
月
24
日
㈯
〜
令
和
5
年
1
月
6

日
㈮（
利
用
時
間
は
午
前
8
時
〜
午
後

6
時
30
分
）

※

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
12
月
29
日

㈭
〜
令
和
5
年
1
月
3
日
㈫
）は
閉
所

※

早
朝
延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金

・
冬
休
み
期
間
中
利
用
の
方　

5
，0
0

0
円

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合

は
、2
人
目
以
降
の
利
用
料
金
を
半
額
免

除
し
ま
す
。

問
合
先

七
宝
地
区

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学

校
の
一
部
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校

の
一
部
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

（
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
）募
集

業
務
内
容　
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
運
営
全
般
、

ま
た
は
補
助

賃
金　

市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給（
通
勤

手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ

勤
務
時
間　
午
後
2
時
30
分
〜
7
時（
土

曜
日
、学
校
長
期
休
業
日
等
は
午
前
7

時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
交
代
制
）

勤
務
時
間
応
相
談
。

応
募
資
格　
保
育
士
、幼
稚
園・小
学
校

教
諭
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方

子
育
て
支
援
に
熱
意
と
理
解
の
あ
る
方

週
2
日
か
ら
5
日
働
く
こ
と
が
で
き
る

方
提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、健
康
診
断
書（
後
日
で
も
可
）

提
出
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
付
を
お
忘

れ
な
く

個
人
事
業
税
の
第
2
期
分
の
納
期
限
は

11
月
30
日

（水）
で
す
。

第
2
期
分
の
納
付
書
は
、8
月
に
お
送

り
し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま

す
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、納
付
書
を
紛
失
さ

れ
た
方
は
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

・
金
融
機
関
、県
税
事
務
所
の
窓
口

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店

・
P
a
y-

e
a
s
y（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

ま
た
は
A
T
M

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ（
P
a

y
P
a
y
、L
I
N
E 

P
a
y
及
び
P

a
y
B
）に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

※

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
納
付
に
つ
い
て
は
、納
付
書
の

納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

そ
の
他　

領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、金

融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）の
窓

口
、県
税
事
務
所
の
窓
口
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設
置
店

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、納
付
に
は
便
利
で
安
全
な
口

座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。ご
希
望

の
方
は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機

関
の
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、令
和
4
年
度
か
ら
口
座
振
替

に
よ
り
納
税
い
た
だ
い
た
方
へ
の
領
収

証
書
の
送
付
を
取
り
や
め
ま
し
た
。

問
合
先　
西
尾
張
県
税
事
務
所　
課
税
第

一
課　

県
民
税
・
事
業
税
第
二
グ
ル
ー

プ☎
0
5
8
6・4
5・3
1
6
9

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/so

shiki/zeim
u/

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
簡
易
申
告
の

ご
案
内

市
で
は
、前
年
度
の
申
告
内
容
で
償
却

資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
額
が
1
5
0

万
円
未
満
の
た
め
免
税
に
な
る
と
見
込
ま

れ
る
方
へ
、償
却
資
産
申
告
書
に
代
え
て

往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申
告
書
を
11
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、再
度
、償
却
資
産
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
申
告
書
の
様
式
は
、市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
合
先　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/zeikin/kotei/100194
8.htm

l

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

11
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当・経
過
的
福
祉
手
当・特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
月
で
す
。

各
手
当
の
振
込
み
予
定
日
は
、次
の
と

お
り
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
10
日

（木）

・
特
別
障
害
者
手
当

Web環
境・衛
生

13 令和4年11月号



市政ニュース
・
障
害
児
福
祉
手
当

・
経
過
的
福
祉
手
当

11
月
11
日

（金）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
4
年
度
シ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果（
7
月
28
日
時
点
）

70
歳
以
上
の
方（
要
介
護・要
支
援
認
定

者
を
除
く
）を
対
象
に
、心
身
の
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に「
シ
ニ
ア
い

き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
送
付
し
、皆
様
に

返
信
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

1
4
，9
4
7
人
に
通
知
し
た
結
果
、

82・4
％
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
3
，8
2
9
人
が
要
支
援・要
介

護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
状
態
に
あ

る
方
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
よ
り
、専
門
職
に
よ
る
訪
問
相

談
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。集

計
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.

am
a.aichi.jp/kurashi/

fukushi/1002215/10
05883.htm

l

問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
甚

目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
相
談『
相
談
無
料・事
前
予
約
制
』

年
金
に
対
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

中
村
年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
年
金

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、保

険
医
療
課
へ
事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、相
談
内
容
が
相
談
者
以
外
の
も

の
で
あ
る
場
合
は
、親
子
や
夫
婦
な
ど
親

族
に
関
す
る
相
談
で
あ
っ
て
も
、ご
本
人

の
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日

（火）　
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
3
時　
　
　

定
員　
20
人（
事
前
予
約
制
）

相
談
時
間　
1
人
20
分
ま
で

場
所　
甚
目
寺
庁
舎　
相
談
室
A・B

予
約
受
付
期
間　
11
月
1
日

（火）
〜
11
日

（金）

（
土・日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

予
約
方
法　
保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

窓
口
ま
た
は
電
話

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

性
暴
力
を
、な
く
そ
う
！

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

市
で
も
、こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、パ

ネ
ル
展
示
と
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
す
。「
性
暴
力
を
、な
く
そ
う
」

「
性
犯
罪
・
性
暴
力
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
、

一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
間　
11
月
11
日

（金）
〜
25
日

（金）

場
所　
①
甚
目
寺
庁
舎
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー

（
パ
ネ
ル
展「
こ
れ
っ
て
性
暴
力
?
」）

②
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
内
ガ
ー
デ
ン

ブ
リ
ッ
ジ（
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
1・8
3
3
0

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

D
V・セ
ク
ハ
ラ・ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、強
化
週
間
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
11
月
18
日

（金）
〜
24
日

（木）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時　

※

11
月
19
日

（土）・
20
日

（日）・
23
日（
水・祝
）

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

相
談
専
用
電
話（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
）

☎
0
5
7
0・0
7
0・8
1
0

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

S
N
S（
L
I
N
E
）に
よ
る
人
権
相
談

差
別・い
じ
め・D
V・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
な
ど
人

権
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、L
I

N
E
じ
ん
け
ん
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　
月
〜
金
曜
日　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
祝
日・年
末
年
始

を
除
く
）

相
談
方
法　

検
索
I
D
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト「
S
N

S
人
権
相
談
」を
友
達
登
録
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名「
S
N
S
人
権
相
談
」

検
索
I
D：@

snsjinkensoudan

実
施
機
関　

名
古
屋
法
務
局
・
愛
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

https://w
w
w
.m

oj.go.jp/JIN
K

EN
/jinken03_00034.htm

l

ま
ち
を
き
れ
い
に

市
内
各
地
域
に
設
置
の
ご
み
集
積
所
は
、

収
集
日
時
を
守
ら
ず
に
ご
み
を
出
し
た
り
、

ご
み
の
出
し
方
が
粗
雑
に
な
っ
て
い
た
り

す
る
と
、動
物（
カ
ラ
ス
等
）に
荒
ら
さ
れ
、

集
積
所
が
汚
損
す
る
原
因
と
な
っ
て
し
ま

い
、ま
ち
の
景
観
を
損
ね
る
の
み
な
ら
ず
、

交
通
の
妨
げ
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
少
し
の
心
づ
か
い
で
、

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
街
並
み
を
き
れ
い
に

保
ち
ま
せ
ん
か
？

複
数
の
ご
家
庭
が
共
同
で
ご
み
を
出
す

集
積
所
用
に
限
り
、市
か
ら
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、集
合
住
宅
用
に
は
貸
出
し
不
可

の
た
め
、管
理
会
社
等
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、環

境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）、七
宝・美
和
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
ず
れ
か
の
窓
口

ま
で
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

野
焼
き（
ご
み
の
焼
却
）は
や
め
ま
し
ょ

う家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
を
正
規

の
焼
却
炉
を
使
わ
な
い
で
、ド
ラ
ム
缶
や

簡
易
な
焼
却
炉
ま
た
は
ご
み
を
そ
の
ま
ま

で
燃
や
す
い
わ
ゆ
る「
野
焼
き
」は
、一
部

の
例
外
を
除
い
て
、法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
を
し
て
い
る
方
へ
、『
自
分
一
人

ぐ
ら
い
な
ら
、ど
う
せ
大
し
た
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
』な
ど
と
思
わ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
か
？

野
焼
き
は
ご
み
の
種
類
に
よ
り
、黒
煙

と
と
も
に
悪
臭
も
発
生
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
、近
隣
の
大
迷
惑
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、焼
却
の

方
法
に
よ
り「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」な
ど
有
害

物
質
の
発
生
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
は
決
し

て
燃
や
さ
な
い
で
、家
庭
系・事
業
系
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル

を
守
り
、出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
配
り
で
、大
切

な
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

海
部
地
方
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
全

国
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付･

整
理
を
行
い
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
結
び
つ
け
る
役
割

を
担
う「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時令

和
5
年
1
月
29
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
50
分

令
和
5
年
2
月
5
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
40
分

場
所津

島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

（
☎
0
5
6
7・2
4・1
1
8
7
）

対
象（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
満
15
歳
以
上
の
方（
18
歳
未
満
の
方
は
、

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

②
津
島
市
、愛
西
市
、弥
富
市
、あ
ま
市
、海

部
郡
に
在
住
、ま
た
は
在
勤
も
し
く
は

在
学
の
方

③
講
座
終
了
後
も
防
災
活
動
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

定
員40

人
程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

内
容（
予
定
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
、被
災
者
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
用
体
験
な
ど

受
講
料

無
料（
交
通
費
及
び
昼
食
等
は
自
己
負

担
）

申
込
期
限　
12
月
2
日

（金）

申
込
先　

安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
4
4
3・4
2
9
1

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

令
和
4
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日

（水）
〜
15
日

（火）

全
国
統
一
防
火
標
語

「
お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の

用
心
」

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時

期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、火
災
に
よ
る
死

傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、毎
年「
1
1
9
番
の
日
」で
あ

る
11
月
9
日
か
ら
1
週
間
の
日
程
で
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、家
庭

で
も
防
火
の
重
要
性
を
認
識
し
、日
常
生

活
に
お
け
る
防
火
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

【
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ

ン
ト
】

3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す

る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を
守

る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

※

期
間
中
は
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、午
後
7
時
か
ら
消
防
団
分
団
車
庫

等
で
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
行
い
ま
す
の

で
、ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
サ
イ
レ
ン
30
秒
吹
鳴
↓

6
秒
休
み
を
3
回
繰
り
返
し
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

「
あ
い
ち
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
協
議
会
」（
事
務
局：県
）で
は
、
11
月

第
3
水
曜
日
を「
愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残

業
デ
ー
」と
し
て
定
め
、働
き
方
を
見
直
す

契
機
と
な
る
よ
う
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。11
月
16
日

（水）
は
、効
率
的
に
仕

事
を
進
め
定
時
に
退
社
し
、趣
味
や
家
族

と
の
団
ら
ん
な
ど
の
時
間
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

愛
知
県
労
働
福
祉
課　

☎
9
5
4・6
3
6
0

商
工
観
光
課　

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://fam
ifure.pref.aichi.jp/

aichi-w
lbaction/

わ
か
も
の
就
職
相
談

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
い
ち
の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）で
は「
働
く
こ
と
」に
悩
み
を
抱

え
る
若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、職
業

的
自
立
に
向
け
て
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。就
職
に
関
し
て
、不
安
な
こ
と
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〇
電
話
相
談　
津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

日
時　
毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

〇
出
張
相
談（
要
事
前
予
約
）

日
時　
毎
月
第
3
木
曜
日

午
後
1
時
か
ら
5
時
ま
で（
1
人

50
分
以
内
）

場
所　
本
庁
舎
3
階
相
談
室

申
込・問
合
先　

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/1002574/1008035.h
tm

l愛
知
県
最
低
賃
金
は
、10
月
1
日
か
ら

時
間
額「
9
8
6
円
」に
改
定
さ
れ
ま
し

た（
従
来
9
5
5
円
か
ら
31
円
ア
ッ
プ
）

最
低
賃
金
は
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者（
常
用・臨
時・派
遣・パ
ー

ト
ア
ル
バ
イ
ト
等
）に
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
は
、適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。賃
金
が
時
間
給
以
外
で
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合（
月
給・日
給
等
）、賃

金
を
1
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て

時
間
額
9
8
6
円
と
比
較
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、津
島
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
津
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
5
5

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/bussiness/sangyo/kyuuzinn/1
003892.htm

l

あま市月別窃盗犯発生状況（暫定値）

手　口

計

侵入盗
（空き巣など）

令和4年
8月中

認知件数
前月比

乗物盗
（自動車盗など）

非侵入盗
（車上ねらいなど）

問合先　安全安心課
☎444・0862　FAX441・8330

交通事故の起こりやすい場所～守って　　・知って　　～Vol .76交通事故の起こりやすい場所～守って　　・知って　　～Vol .76安全 安心
名
称　
新
居
屋
大
日

場
所　
新
居
屋
大
日

こ
の
横
断
歩
道
は
小
学
校
の
付
近
に

あ
り
、毎
朝
、通
学
団
は
こ
の
横
断
歩
道

を
南
側
か
ら
北
側
へ
渡
る
。朝
は
地
域

の
人
が
自
動
車
を
止
め
、児
童
の
安
全

を
保
っ
て
く
れ
て
い
る
。し
か
し
、下
校

時
は
児
童
だ
け
で
こ
こ
を
渡
る
。東
西

方
向
の
道
路
は
、非
常
に
交
通
量
が
多

い
。一
直
線
で
あ
り
、ス
ピ
ー
ド
も
出
し

や
す
い
。通
勤
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
先

を
急
い
で
い
る
だ
ろ
う
が
、学
校
の
近

く
に
あ
る
横
断
歩
道
は
児
童
が
利
用
す

る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
運
転

が
必
要
だ
。（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲

載
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
あ
！
マ
ッ
プ
か
ら

抜
粋
）

新居屋大日

（
危
険
と
感
じ
る
場
所
や
体
験
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

防
　
犯

7件

13件

8件

28件

+5件

+5件

+2件

+12件

令和4年中交通事故死亡者数

令和4年8月末現在
問合先　安全安心課
☎444・0862　FAX441・8330

地　　域

愛知県

津島警察署管内

あま市

死者数

87人

1人

0人

交
通
安
全

そ
の
他

消
　
防

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

提
供
会
員
に
な
っ
て
、地
域
の
子
育
て

を
支
え
合
う
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
1
時
間
7
0
0
円

〜
）

対
象　

あ
ま
市
、ま
た
は
大
治
町
内
在
住

で
20
歳
以
上
の
育
児
経
験
者
も
し
く
は

保
育
士
資
格
等
を
有
す
る
方

※

養
成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

養
成
講
座

日
時　

11
月
16
日

（水）・
17
日

（木）・
18
日

（金）・

21
日

（月）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
15
分

11
月
22
日

（火）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所　
大
治
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

11
月
21
日

（月）
の
み
大
治
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

定
員　
8
人

無
料
託
児
有
り
。（
生
後
4
か
月
か
ら
未

就
学
児
ま
で
。託
児
ご
希
望
の
方
は
11
月

9
日

（水）
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。定
員

有
り
）

申
込　

11
月
9
日

（水）
ま
で
に
電
話
、ま
た

は
メ
ー
ル

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
養
成
講
座
申
し
込

み
」、本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、受
講

日
、託
児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢・年

齢
）」を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

令
和
4
年
度　

冬
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

※

利
用
児
童
が
定
員
を
超
え
た
児
童
ク
ラ

ブ
は
利
用
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、学
校
区
外
の
ク
ラ
ブ
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
に
つ
い
て

期
間　
11
月
5
日
㈯
〜
19
日
㈯

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所　
各
児
童
館（
日
曜・祝
日
は
閉
館
）

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、各
児
童

館
・
子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎
）で
配
布

し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て

期
間　
12
月
24
日
㈯
〜
令
和
5
年
1
月
6

日
㈮（
利
用
時
間
は
午
前
8
時
〜
午
後

6
時
30
分
）

※

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
12
月
29
日

㈭
〜
令
和
5
年
1
月
3
日
㈫
）は
閉
所

※

早
朝
延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金

・
冬
休
み
期
間
中
利
用
の
方　

5
，0
0

0
円

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合

は
、2
人
目
以
降
の
利
用
料
金
を
半
額
免

除
し
ま
す
。

問
合
先

七
宝
地
区

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学

校
の
一
部
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校

の
一
部
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

（
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
）募
集

業
務
内
容　
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
運
営
全
般
、

ま
た
は
補
助

賃
金　

市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給（
通
勤

手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ

勤
務
時
間　
午
後
2
時
30
分
〜
7
時（
土

曜
日
、学
校
長
期
休
業
日
等
は
午
前
7

時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
交
代
制
）

勤
務
時
間
応
相
談
。

応
募
資
格　
保
育
士
、幼
稚
園・小
学
校

教
諭
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方

子
育
て
支
援
に
熱
意
と
理
解
の
あ
る
方

週
2
日
か
ら
5
日
働
く
こ
と
が
で
き
る

方
提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、健
康
診
断
書（
後
日
で
も
可
）

提
出
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
付
を
お
忘

れ
な
く

個
人
事
業
税
の
第
2
期
分
の
納
期
限
は

11
月
30
日

（水）
で
す
。

第
2
期
分
の
納
付
書
は
、8
月
に
お
送

り
し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま

す
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、納
付
書
を
紛
失
さ

れ
た
方
は
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

・
金
融
機
関
、県
税
事
務
所
の
窓
口

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店

・
P
a
y-

e
a
s
y（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

ま
た
は
A
T
M

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ（
P
a

y
P
a
y
、L
I
N
E 

P
a
y
及
び
P

a
y
B
）に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

※

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
納
付
に
つ
い
て
は
、納
付
書
の

納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

そ
の
他　

領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、金

融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）の
窓

口
、県
税
事
務
所
の
窓
口
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設
置
店

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、納
付
に
は
便
利
で
安
全
な
口

座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。ご
希
望

の
方
は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機

関
の
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、令
和
4
年
度
か
ら
口
座
振
替

に
よ
り
納
税
い
た
だ
い
た
方
へ
の
領
収

証
書
の
送
付
を
取
り
や
め
ま
し
た
。

問
合
先　
西
尾
張
県
税
事
務
所　
課
税
第

一
課　

県
民
税
・
事
業
税
第
二
グ
ル
ー

プ☎
0
5
8
6・4
5・3
1
6
9

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/so

shiki/zeim
u/

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
簡
易
申
告
の

ご
案
内

市
で
は
、前
年
度
の
申
告
内
容
で
償
却

資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
額
が
1
5
0

万
円
未
満
の
た
め
免
税
に
な
る
と
見
込
ま

れ
る
方
へ
、償
却
資
産
申
告
書
に
代
え
て

往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申
告
書
を
11
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、再
度
、償
却
資
産
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
申
告
書
の
様
式
は
、市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
合
先　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/zeikin/kotei/100194
8.htm

l

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

11
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当・経
過
的
福
祉
手
当・特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
月
で
す
。

各
手
当
の
振
込
み
予
定
日
は
、次
の
と

お
り
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
10
日

（木）

・
特
別
障
害
者
手
当

14令和4年11月号



市政ニュース
・
障
害
児
福
祉
手
当

・
経
過
的
福
祉
手
当

11
月
11
日

（金）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

令
和
4
年
度
シ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果（
7
月
28
日
時
点
）

70
歳
以
上
の
方（
要
介
護・要
支
援
認
定

者
を
除
く
）を
対
象
に
、心
身
の
機
能
低
下

を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に「
シ
ニ
ア
い

き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
送
付
し
、皆
様
に

返
信
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

1
4
，9
4
7
人
に
通
知
し
た
結
果
、

82・4
％
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
3
，8
2
9
人
が
要
支
援・要
介

護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
状
態
に
あ

る
方
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
よ
り
、専
門
職
に
よ
る
訪
問
相

談
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。集

計
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.city.

am
a.aichi.jp/kurashi/

fukushi/1002215/10
05883.htm

l

問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
甚

目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
相
談『
相
談
無
料・事
前
予
約
制
』

年
金
に
対
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

中
村
年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
年
金

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、保

険
医
療
課
へ
事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、相
談
内
容
が
相
談
者
以
外
の
も

の
で
あ
る
場
合
は
、親
子
や
夫
婦
な
ど
親

族
に
関
す
る
相
談
で
あ
っ
て
も
、ご
本
人

の
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日

（火）　
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
3
時　
　
　

定
員　
20
人（
事
前
予
約
制
）

相
談
時
間　
1
人
20
分
ま
で

場
所　
甚
目
寺
庁
舎　
相
談
室
A・B

予
約
受
付
期
間　
11
月
1
日

（火）
〜
11
日

（金）

（
土・日
曜・祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

予
約
方
法　
保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

窓
口
ま
た
は
電
話

問
合
先　
保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

性
暴
力
を
、な
く
そ
う
！

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

市
で
も
、こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、パ

ネ
ル
展
示
と
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
す
。「
性
暴
力
を
、な
く
そ
う
」

「
性
犯
罪
・
性
暴
力
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
、

一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
間　
11
月
11
日

（金）
〜
25
日

（金）

場
所　
①
甚
目
寺
庁
舎
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー

（
パ
ネ
ル
展「
こ
れ
っ
て
性
暴
力
?
」）

②
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
内
ガ
ー
デ
ン

ブ
リ
ッ
ジ（
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
1・8
3
3
0

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

D
V・セ
ク
ハ
ラ・ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、強
化
週
間
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
11
月
18
日

（金）
〜
24
日

（木）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時　

※

11
月
19
日

（土）・
20
日

（日）・
23
日（
水・祝
）

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

相
談
専
用
電
話（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
）

☎
0
5
7
0・0
7
0・8
1
0

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

S
N
S（
L
I
N
E
）に
よ
る
人
権
相
談

差
別・い
じ
め・D
V・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
な
ど
人

権
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、L
I

N
E
じ
ん
け
ん
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　
月
〜
金
曜
日　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
祝
日・年
末
年
始

を
除
く
）

相
談
方
法　

検
索
I
D
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト「
S
N

S
人
権
相
談
」を
友
達
登
録
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名「
S
N
S
人
権
相
談
」

検
索
I
D：@

snsjinkensoudan

実
施
機
関　

名
古
屋
法
務
局
・
愛
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
9
5
2・8
1
1
1

https://w
w
w
.m

oj.go.jp/JIN
K

EN
/jinken03_00034.htm

l

ま
ち
を
き
れ
い
に

市
内
各
地
域
に
設
置
の
ご
み
集
積
所
は
、

収
集
日
時
を
守
ら
ず
に
ご
み
を
出
し
た
り
、

ご
み
の
出
し
方
が
粗
雑
に
な
っ
て
い
た
り

す
る
と
、動
物（
カ
ラ
ス
等
）に
荒
ら
さ
れ
、

集
積
所
が
汚
損
す
る
原
因
と
な
っ
て
し
ま

い
、ま
ち
の
景
観
を
損
ね
る
の
み
な
ら
ず
、

交
通
の
妨
げ
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
少
し
の
心
づ
か
い
で
、

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
街
並
み
を
き
れ
い
に

保
ち
ま
せ
ん
か
？

複
数
の
ご
家
庭
が
共
同
で
ご
み
を
出
す

集
積
所
用
に
限
り
、市
か
ら
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
を
無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、集
合
住
宅
用
に
は
貸
出
し
不
可

の
た
め
、管
理
会
社
等
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、環

境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁
舎
）、七
宝・美
和
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
い
ず
れ
か
の
窓
口

ま
で
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

野
焼
き（
ご
み
の
焼
却
）は
や
め
ま
し
ょ

う家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
を
正
規

の
焼
却
炉
を
使
わ
な
い
で
、ド
ラ
ム
缶
や

簡
易
な
焼
却
炉
ま
た
は
ご
み
を
そ
の
ま
ま

で
燃
や
す
い
わ
ゆ
る「
野
焼
き
」は
、一
部

の
例
外
を
除
い
て
、法
律
で
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
を
し
て
い
る
方
へ
、『
自
分
一
人

ぐ
ら
い
な
ら
、ど
う
せ
大
し
た
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
』な
ど
と
思
わ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
か
？

野
焼
き
は
ご
み
の
種
類
に
よ
り
、黒
煙

と
と
も
に
悪
臭
も
発
生
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
、近
隣
の
大
迷
惑
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、焼
却
の

方
法
に
よ
り「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」な
ど
有
害

物
質
の
発
生
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
事
業
で
発
生
す
る
ご
み
は
決
し

て
燃
や
さ
な
い
で
、家
庭
系・事
業
系
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
の
ル
ー
ル

を
守
り
、出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
配
り
で
、大
切

な
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

海
部
地
方
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
全

国
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付･

整
理
を
行
い
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
結
び
つ
け
る
役
割

を
担
う「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時令

和
5
年
1
月
29
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
50
分

令
和
5
年
2
月
5
日

（日）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
40
分

場
所津

島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

（
☎
0
5
6
7・2
4・1
1
8
7
）

対
象（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
満
15
歳
以
上
の
方（
18
歳
未
満
の
方
は
、

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

②
津
島
市
、愛
西
市
、弥
富
市
、あ
ま
市
、海

部
郡
に
在
住
、ま
た
は
在
勤
も
し
く
は

在
学
の
方

③
講
座
終
了
後
も
防
災
活
動
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

定
員40

人
程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

内
容（
予
定
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
、被
災
者
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
対
応
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
用
体
験
な
ど

受
講
料

無
料（
交
通
費
及
び
昼
食
等
は
自
己
負

担
）

申
込
期
限　
12
月
2
日

（金）

申
込
先　

安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
4
4
3・4
2
9
1

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

令
和
4
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日

（水）
〜
15
日

（火）

全
国
統
一
防
火
標
語

「
お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の

用
心
」

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時

期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、火
災
に
よ
る
死

傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、毎
年「
1
1
9
番
の
日
」で
あ

る
11
月
9
日
か
ら
1
週
間
の
日
程
で
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、家
庭

で
も
防
火
の
重
要
性
を
認
識
し
、日
常
生

活
に
お
け
る
防
火
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

【
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ

ン
ト
】

3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す

る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を
守

る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

※

期
間
中
は
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、午
後
7
時
か
ら
消
防
団
分
団
車
庫

等
で
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
行
い
ま
す
の

で
、ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
サ
イ
レ
ン
30
秒
吹
鳴
↓

6
秒
休
み
を
3
回
繰
り
返
し
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

「
あ
い
ち
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
協
議
会
」（
事
務
局：県
）で
は
、
11
月

第
3
水
曜
日
を「
愛
知
県
内
一
斉
ノ
ー
残

業
デ
ー
」と
し
て
定
め
、働
き
方
を
見
直
す

契
機
と
な
る
よ
う
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。11
月
16
日

（水）
は
、効
率
的
に
仕

事
を
進
め
定
時
に
退
社
し
、趣
味
や
家
族

と
の
団
ら
ん
な
ど
の
時
間
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

愛
知
県
労
働
福
祉
課　

☎
9
5
4・6
3
6
0

商
工
観
光
課　

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://fam
ifure.pref.aichi.jp/

aichi-w
lbaction/

わ
か
も
の
就
職
相
談

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
い
ち
の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）で
は「
働
く
こ
と
」に
悩
み
を
抱

え
る
若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、職
業

的
自
立
に
向
け
て
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。就
職
に
関
し
て
、不
安
な
こ
と
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〇
電
話
相
談　
津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

日
時　
毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

〇
出
張
相
談（
要
事
前
予
約
）

日
時　
毎
月
第
3
木
曜
日

午
後
1
時
か
ら
5
時
ま
で（
1
人

50
分
以
内
）

場
所　
本
庁
舎
3
階
相
談
室

申
込・問
合
先　

津
島
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
0
5
6
7・6
9・4
3
0
1

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/1002574/1008035.h
tm

l愛
知
県
最
低
賃
金
は
、10
月
1
日
か
ら

時
間
額「
9
8
6
円
」に
改
定
さ
れ
ま
し

た（
従
来
9
5
5
円
か
ら
31
円
ア
ッ
プ
）

最
低
賃
金
は
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者（
常
用・臨
時・派
遣・パ
ー

ト
ア
ル
バ
イ
ト
等
）に
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
は
、適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。賃
金
が
時
間
給
以
外
で
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合（
月
給・日
給
等
）、賃

金
を
1
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て

時
間
額
9
8
6
円
と
比
較
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、津
島
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
津
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
5
5

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/bussiness/sangyo/kyuuzinn/1
003892.htm

l

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

提
供
会
員
に
な
っ
て
、地
域
の
子
育
て

を
支
え
合
う
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
1
時
間
7
0
0
円

〜
）

対
象　

あ
ま
市
、ま
た
は
大
治
町
内
在
住

で
20
歳
以
上
の
育
児
経
験
者
も
し
く
は

保
育
士
資
格
等
を
有
す
る
方

※

養
成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

養
成
講
座

日
時　

11
月
16
日

（水）・
17
日

（木）・
18
日

（金）・

21
日

（月）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
15
分

11
月
22
日

（火）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所　
大
治
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

11
月
21
日

（月）
の
み
大
治
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

定
員　
8
人

無
料
託
児
有
り
。（
生
後
4
か
月
か
ら
未

就
学
児
ま
で
。託
児
ご
希
望
の
方
は
11
月

9
日

（水）
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。定
員

有
り
）

申
込　

11
月
9
日

（水）
ま
で
に
電
話
、ま
た

は
メ
ー
ル

メ
ー
ル
申
込　

件
名「
養
成
講
座
申
し
込

み
」、本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、受
講

日
、託
児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢・年

齢
）」を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
七
宝
公
民
館
1
階
）

☎
4
6
2・0
1
5
0

FAX
4
6
2・0
1
6
0

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

令
和
4
年
度　

冬
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

※

利
用
児
童
が
定
員
を
超
え
た
児
童
ク
ラ

ブ
は
利
用
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、学
校
区
外
の
ク
ラ
ブ
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
に
つ
い
て

期
間　
11
月
5
日
㈯
〜
19
日
㈯

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所　
各
児
童
館（
日
曜・祝
日
は
閉
館
）

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、各
児
童

館
・
子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎
）で
配
布

し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て

期
間　
12
月
24
日
㈯
〜
令
和
5
年
1
月
6

日
㈮（
利
用
時
間
は
午
前
8
時
〜
午
後

6
時
30
分
）

※

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始（
12
月
29
日

㈭
〜
令
和
5
年
1
月
3
日
㈫
）は
閉
所

※

早
朝
延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金

・
冬
休
み
期
間
中
利
用
の
方　

5
，0
0

0
円

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合

は
、2
人
目
以
降
の
利
用
料
金
を
半
額
免

除
し
ま
す
。

問
合
先

七
宝
地
区

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

美
和
地
区

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

甚
目
寺
地
区

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学

校
の
一
部
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校

の
一
部
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

（
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
）募
集

業
務
内
容　
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
運
営
全
般
、

ま
た
は
補
助

賃
金　

市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給（
通
勤

手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給
）

勤
務
地　
市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ

勤
務
時
間　
午
後
2
時
30
分
〜
7
時（
土

曜
日
、学
校
長
期
休
業
日
等
は
午
前
7

時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
交
代
制
）

勤
務
時
間
応
相
談
。

応
募
資
格　
保
育
士
、幼
稚
園・小
学
校

教
諭
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方

子
育
て
支
援
に
熱
意
と
理
解
の
あ
る
方

週
2
日
か
ら
5
日
働
く
こ
と
が
で
き
る

方
提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

の
写
し
、健
康
診
断
書（
後
日
で
も
可
）

提
出
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
甚
目
寺
北
児
童
館

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
付
を
お
忘

れ
な
く

個
人
事
業
税
の
第
2
期
分
の
納
期
限
は

11
月
30
日

（水）
で
す
。

第
2
期
分
の
納
付
書
は
、8
月
に
お
送

り
し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま

す
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、納
付
書
を
紛
失
さ

れ
た
方
は
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

・
金
融
機
関
、県
税
事
務
所
の
窓
口

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店

・
P
a
y-

e
a
s
y（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

ま
た
は
A
T
M

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ（
P
a

y
P
a
y
、L
I
N
E 

P
a
y
及
び
P

a
y
B
）に
よ
る
納
付（
コ
ン
ビ
ニ
等

の
窓
口
で
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
）

※

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
納
付
に
つ
い
て
は
、納
付
書
の

納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

そ
の
他　

領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、金

融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）の
窓

口
、県
税
事
務
所
の
窓
口
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設
置
店

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、納
付
に
は
便
利
で
安
全
な
口

座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。ご
希
望

の
方
は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機

関
の
窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、令
和
4
年
度
か
ら
口
座
振
替

に
よ
り
納
税
い
た
だ
い
た
方
へ
の
領
収

証
書
の
送
付
を
取
り
や
め
ま
し
た
。

問
合
先　
西
尾
張
県
税
事
務
所　
課
税
第

一
課　

県
民
税
・
事
業
税
第
二
グ
ル
ー

プ☎
0
5
8
6・4
5・3
1
6
9

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/so

shiki/zeim
u/

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
簡
易
申
告
の

ご
案
内

市
で
は
、前
年
度
の
申
告
内
容
で
償
却

資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
額
が
1
5
0

万
円
未
満
の
た
め
免
税
に
な
る
と
見
込
ま

れ
る
方
へ
、償
却
資
産
申
告
書
に
代
え
て

往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申
告
書
を
11
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、再
度
、償
却
資
産
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
申
告
書
の
様
式
は
、市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
合
先　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/kurashi/zeikin/kotei/100194
8.htm

l

手
当
支
給
日
の
ご
案
内

11
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当・経
過
的
福
祉
手
当・特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
月
で
す
。

各
手
当
の
振
込
み
予
定
日
は
、次
の
と

お
り
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
10
日

（木）

・
特
別
障
害
者
手
当

Web

WebWeb

12月議会定例会日程（予定）

開議時間　午前10時
※議会の傍聴を希望される方は、会議当日に、甚目寺庁舎3
階の議会事務局受付までお越しください。

※会議の日程は変更となる場合があります。
問合先　議会事務局　☎444・3174　 FAX444・4055

 期　日 日　程

 11月25日（金） 開会、議案説明

 12月  6日（火） 一般質問、議案質疑

 12月  7日（水） 一般質問、議案質疑

 12月13日（火） 総務文教委員会

 12月14日（水） 厚生委員会

 12月15日（木） 建設産業委員会

 12月21日（水） 討論・採決、閉会

15 令和4年11月号



市政ニュース

ミニ知識

あま市職員の給与等の状況を公表します

●一般行政職の級別職員数の状況(令和4年4月1日現在)(税務、保健師、歯科衛生士、保育士、技能労務を除く職員数)

【備　考】 採用試験に合格し、学校卒業後直ちに採用された者
の初任給です。

●一般行政職の平均給料月額及び平均年齢の状況
(令和4年4月1日現在)

(税務、保健師、歯科衛生士、保育士、技能労務を除く職員)

●職員の初任給の状況(令和4年4月1日現在)

市民の皆さんに市職員の給与等を広く理解していただくため、令和4年4月1日現在の市職員の給
与等の状況を公表します。市職員の給与は、地方公務員法などの規定に基づき、市議会の議決を経
て、給与に関する条例等で定められています。また、定員管理についても、市議会の議決を経て、職員
定数条例により職員の定数が定められています。なお、公表する給与等は税金や保険料等を差し引
く前のもので手取り額ではありません。

問合先　人事秘書課　☎444・1713　FAX444・1351

実質収支…歳入総額から歳出総額を差し引いた決算額から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額で、当該年度に所属すべ
き収入と支出の実質的な差額をみるために用いられます。

【備　考】 人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

住民基本台帳人口
令和4年3月31日 歳出額(A) 実質収支 人件費(B) 人件費比率

(B／A×100)

●職員給与費の状況(令和4年度普通会計予算)

●人件費の状況（令和3年度普通会計決算）

【備　考】　令和4年度当初予算の職員数及び給与費（会計年度任用職員を除く）であり、職員手当には退職手当は含まれてい
ません。
普通会計予算には、国民健康保険特別会計15人、介護保険特別会計9人、後期高齢者医療特別会計5人、水道事業会
計8人、簡易水道事業会計3人、下水道事業会計11人及び病院事業会計2人分の職員数と給与費は含まれていませ
ん。

職員数(A) 給　　与　　費 1人当たりの給与費
(B／A)給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計(B)

区　　　分 あま市
初任給

182,200円
150,600円

国
初任給

182,200円
150,600円一般職 大学卒

高校卒
区　　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 303,500円 40.7歳

級

 13.7 17.0 19.2 17.3 13.9 15.6 0.8 2.5 100構成比(%)
 49 61 69 62 50 56 3 9 359職員数(人)
 主事 主任 主査 係長 課長補佐 課長・主幹 次長 部長標準的な

職務内容
計

 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

市職員の給与というのは、民間企業でいう賃金に当た
るもので、給料と呼ばれる基本給といろいろな手当から
成り立っています。(図1参照)
市職員一人ひとりの給料は給料表というもので決めら

れています。手当は給料を補充するものとして、その種
類、金額、支給要件などが給料と同じように市の条例で定
められています。
図1　市職員の給与のしくみ

「給与」と「給料」同じようで違います
市職員の給与は、民間企業に勤めている人の賃金を基

に出される人事院勧告を参考に、国やほかの地方公共団
体職員の給与との均衡を考慮しながら、市議会の議決を
経て決定されます。
市長や議長等をはじめとする特別職の給料等は、あま

市特別職報酬等審議会からの市長への答申に基づき、市
議会で決定されます。

ラスパイレス指数は、国家公務員の給与を100とした
場合に、地方公務員の給与がどのくらいになるかを指数
で示したもので、国家公務員との給与格差が把握できる
資料となるものです。
令和3年のラスパイレス指数の県内市町村の平均は

99.4、あま市は97.1です。

市職員の給与はこうして決められます

ラスパイレス指数で国と給与比較ができる

手当（扶養手当・期末手当など）

給料（勤務の報酬・基本給のこと）
給与

 88,659人 35,153,727千円 1,491,302千円 4,891,076千円 13.9％

 498人 1,832,572千円 464,323千円 773,432千円 3,070,327千円 6,165千円
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市政ニュース
●部門別職員数の状況（定員管理調査各年4月1日現在）

同じ
交通機関等の利用者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月額55,000円まで
自動車等の利用者
・・・・・距離により月額2,000円から31,600円まで

通勤
手当

同じ家賃の額に応じて（借家）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月額28,000円まで

住居
手当

同じ

子1人につき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月額10,000円
15歳から22歳までの子（1人につき）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月額5,000円加算
子以外の扶養親族1人につき
職務の級が7級以下の職員・・・・・月額6,500円
職務の級が8級の職員・・・・・・・・・・・月額3,500円

扶養
手当

（参考）国の制度は、6％
 6月期 1.675月分
12月期 1.675月分
 計 3.350月分

 職　種 給料・報酬月額 期末手当
 市　長 932,000円
 副市長 751,000円
 教育長 671,000円
 議　長 516,000円
 副議長 451,000円
 議　員 405,000円

  自己都合等 定年等  自己都合等 定年等
 勤続20年 19.669500月分 24.586875月分 勤続20年 19.669500月分 24.586875月分
 勤続25年 28.039500月分 33.270750月分 勤続25年 28.039500月分 33.270750月分
 勤続35年 39.757500月分 47.709000月分 勤続35年 39.757500月分 47.709000月分
 最高限度 47.709000月分 47.709000月分 最高限度 47.709000月分 47.709000月分退職手当

  期末手当 勤勉手当  期末手当 勤勉手当
 ６月期 1.275月分 0.950月分 ６月期 1.275月分 0.950月分
 １２月期 1.275月分 0.950月分 １２月期 1.275月分 0.950月分
 計  2.55月分 1.900月分 計  2.55月分 1.900月分

勤勉手当
期末手当

 区 分  あま市   国

●期末・勤勉手当と退職手当の状況（令和4年4月1日現在）
期末・勤勉手当は民間企業の賞与（ボーナス）などの特別給に、退職手当は退職金に相当します。

【備　考】　職員数は、一般職に属する職員であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、再任用短時間勤
務職員、任期付短時間勤務職員及び臨時・非常勤職員（会計年度任用職員を含む）を除いています。

合計

公営企業等

特別行政

 議　　会   5   5   0
 総　　務 118 122   4
 税　　務  35  36   1
 民　　生 186 186   0
 衛　　生  54  51 △3
 農林水産   8   7 △1
 商　　工  10  10   0
 土　　木  22  23   1
 教育委員会  54  54   0
 病　　院   3   2 △1
 水　　道  11  11   0
 下 水 道  11  11   0
 国　　保  16  15 △1
 介　　護   9   9   0
 後期高齢者   4   5   1
  546 547   1

一般行政

●地域手当、扶養手当、住居手当などの
職員手当の状況（令和4年4月1日現在）

●特別職の報酬等の状況（令和4年4月1日現在）

区　　　分 職　員　数（人） 対前年
増減数令和3年 令和4年

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有 職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

定年前早期退職
特例措置 －

1年につき3％
（定年前1年以内

は2％）加算
定年前早期退職

特例措置 －
1年につき3％

（定年前1年以内
は2％）加算

令和3年度中の
1人平均支給額 3,399千円 20,498千円 令和3年度中の

1人平均支給額 未公表

地域手当
（普通会計）

支給率 6％
支給対象職員数 494人

手当の
名称 手当の内容 国の制度

との異同
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催
　
し

お知らせ

…日時
…対象
…内容
…費用
…主催
…主管
…その他
…問合先

…場所
…定員
…講師
…持ち物
…共催
…後援
…申込
…ウェブサイト

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
県
民
運
動
強

調
月
間

11
月
1
日
（火）
〜
30
日
（水）

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
育
て
よ
う　

自
分
に
勝
て
る
子　

負

け
な
い
子
」

取
り
組
む
べ
き
課
題（
重
点
事
項
）

・
子
ど
も
・
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の

促
進

・
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ
の
支
援

・
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

・
子
ど
も
・
若
者
を
犯
罪
や
有
害
環
境
か

ら
守
る
た
め
の
取
り
組
み
の
推
進

・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

主
唱　

愛
知
県
、愛
知
県
青
少
年
育
成
県

民
会
議

問　
生
涯
学
習
課（
七
宝
公
民
館
）

☎
4
4
4・2
5
1
1

FAX
4
4
4・2
5
1
2

第
13
回
あ
ま
市
文
化
祭

時　
11
月
5
日
（土）・6
日
（日）

作
品
展
示・生
花
展
示

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※

日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

所　
七
宝
公
民
館
、美
和
文
化
会
館
、甚

目
寺
公
民
館

芸
能
発
表
会

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

※
日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

所　
美
和
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

催　
あ
ま
市
文
化
協
会

※

詳
細
は
、広
報
あ
ま
10
月
号
と
一
緒
に

配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　

あ
ま
市
文
化
協
会
事
務
局（
七
宝
公

民
館
内
）

☎
4
4
4・2
5
1
1

FAX
4
4
4・2
5
1
2

憩
の
家
事
業

森
憩
の
家

●
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

時　
11
月
10
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

定　
10
人（
要
予
約
）

申　
11
月
2
日
（水）
午
前
10
時
よ
り
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
あ
ま
ち
ゃ
ん
の
会
の
お
楽
し
み
会

時　
11
月
16
日
（水）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

●
モ
リ
森
た
い
そ
う

時　
11
月
18
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定　
30
人（
要
予
約・先
着
順
）

申　
11
月
2
日
（水）
午
前
9
時
30
分
よ
り
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

問　
森
憩
の
家　

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

本
郷
憩
の
家

●
ぬ
り
絵

時　
11
月
9
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

時　
11
月
16
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
マ
ン
ダ
ラ
ぬ
り
え

時　
11
月
21
日
（月）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

問　
本
郷
憩
の
家

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

新
居
屋
憩
の
家

●
立
体
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り

紙
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

時　
11
月
18
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
12
人（
先
着
順
）

申　
11
月
1
日
（火）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

時　
11
月
22
日
（火）

午
後
1
時
〜
2
時

定　
15
人（
当
日
先
着
順
）

●
日
本
の
四
季
ぬ
り
絵

時　
毎
日

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問　
新
居
屋
憩
の
家

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

あ
ま
市
女
性
の
会「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
」

時　
11
月
20
日
（日）　
午
後
1
時
〜
3
時

所　
甚
目
寺
公
民
館　
大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ

エ
申　
不
要　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

問　
あ
ま
市
女
性
の
会　
村
上

☎
4
4
4・9
3
9
4

FAX
4
4
1・6
7
5
7

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
in
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
2
0
2
2

令
和
4
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

は
高
橋 

誠
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
加
え
て

ハ
ー
プ
や
タ
ン
ゴ
を
織
り
込
ん
だ
美
し
い

ク
ラ
シ
カ
ル
な
世
界
と
情
熱
的
な
タ
ン
ゴ

の
融
合
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

時　
12
月
11
日
（日）

開
場　
午
後
2
時
30
分

開
演　
午
後
3
時

（
終
演
予
定
午
後
5
時
）

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対　
市
内
外
問
わ
ず

定　
7
0
0
人

内　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
高
橋 

誠
を
中

心
に
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド
、テ
ィ
ト・モ

ン
テ（
A
c
c
・
S
y
n
）、須
藤 

信
一

郎（
P
f
）、山
下 

佳
孝（
P
e
r
c
）に
、

小
川 

真
騎
子（
ハ
ー
プ
）、平
康 

悦
子

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、K
a
i
t
o
、N
a
n
a

（
ダ
ン
サ
ー
）を
迎
え
て
、ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
と
豪
華
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
お
届
け
し
ま
す
。

催　
N
P
O
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

共　
美
和
文
化
会
館

援　
あ
ま
市
、あ
ま
市
教
育
委
員
会

￥　
全
席
自
由
席　
大
人
2
，0
0
0
円
、

中
高
生
5
0
0
円　
小
学
生
以
下
無
料

（
小
学
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴・専
用

チ
ケ
ッ
ト
）

美
和
文
化
会
館
窓
口
に
て
チ
ケ
ッ
ト
販
売

中
。オ
ン
ラ
イ
ン
購
入
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。https://w

s.form
zu.net/dist/

S929323142/

問　
美
和
文
化
会
館

（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

N
P
O
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

☎
4
4
9・2
1
7
7

文
化
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー

〜
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
芸
術
劇
場
〜

年
末
恒
例
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー
。

令
和
4
年
は『
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　
ア
ニ
ー
』

を
上
演
し
ま
す
。県
内
唯
一
学
生
演
劇
部

卒
業
生
の
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト「
4
年
椿
組
」に

よ
る
本
格
的
な
公
演
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

時　
12
月
18
日
（日）

開
場　
午
後
1
時
30
分

開
演　
午
後
2
時

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対　
市
内
外
問
わ
ず

定　
7
0
0
人

※

上
演
中
に
他
の
観
客
の
方
に
ご
迷
惑
が

か
か
る
場
合
及
び
定
員
に
達
し
た
場
合

は
、退
出
及
び
入
場
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

内　
出
演　
名
経
大
高
蔵
高
校
演
劇
部
卒

業
生
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー
。

￥　
5
0
0
円（
小
学
生
以
下
無
料
。保
護

者
同
伴
及
び
要
専
用
チ
ケ
ッ
ト
）

※

チ
ケ
ッ
ト
は
、11
月
4
日
（金）
か
ら
美
和

文
化
会
館
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。定
員

に
な
り
次
第
、受
付
を
終
了
し
ま
す
。

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

愛
知
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
45
回
定
期

演
奏
会　
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

時　
12
月
4
日
（日）

午
後
2
時
15
分
〜
3
時
15
分

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対　
市
内
外
問
わ
ず

定　
7
0
0
人

内　
愛
知
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
45
回
定
期
演
奏
会　
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

出
演　

指
揮
：
山
下 

一
史　

管
弦
楽
：
愛

知
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

曲　

権
代 

敦
彦
：
8
4
，0
0
0×

0
＝

0　
f
o
r　
O
r
c
h
e
s
t
r
a

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン：交
響
曲
第
2
番
、交

響
曲
第
4
番
演
奏
予
定
。

未
就
学
の
お
子
様
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

￥　

無
料　

要
整
理
券
。小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
。

美
和
文
化
会
館
窓
口
で
配
布
中
。

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

あ
ま
市
商
工
会

〜
A
M
A
フ
ェ
ス
2
0
2
2
〜

あ
ま
市
商
工
会
ミ
ド
ル
エ
イ
ジ
委
員
会

が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

あ
ま
市
出
身
で
、東
京
2
0
2
0
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
男
子

団
体
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
武
藤 

弘

樹
選
手
、あ
ま
市
在
住
で
、東
京
2
0
2
0

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
カ
ヌ
ー
女
子

カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
で
準
決
勝
ま
で
進
ん

だ
加
治 

良
美
選
手
、あ
ま
市
ふ
る
さ
と

P
R
大
使
の
M
r.
シ
ャ
チ
ホ
コ
さ
ん
を

迎
え
、ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
、市
民
参
加

型
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、地
元
商
工
業
者

に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
も
開
催
し
ま
す
。家
族

そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

時　
11
月
27
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

む
ら
か
み

18令和4年11月号



お知らせ

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
県
民
運
動
強

調
月
間

11
月
1
日
（火）
〜
30
日
（水）

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
育
て
よ
う　

自
分
に
勝
て
る
子　

負

け
な
い
子
」

取
り
組
む
べ
き
課
題（
重
点
事
項
）

・
子
ど
も
・
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の

促
進

・
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ
の
支
援

・
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

・
子
ど
も
・
若
者
を
犯
罪
や
有
害
環
境
か

ら
守
る
た
め
の
取
り
組
み
の
推
進

・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

主
唱　

愛
知
県
、愛
知
県
青
少
年
育
成
県

民
会
議

問　
生
涯
学
習
課（
七
宝
公
民
館
）

☎
4
4
4・2
5
1
1

FAX
4
4
4・2
5
1
2

第
13
回
あ
ま
市
文
化
祭

時　
11
月
5
日
（土）・6
日
（日）

作
品
展
示・生
花
展
示

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※

日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

所　
七
宝
公
民
館
、美
和
文
化
会
館
、甚

目
寺
公
民
館

芸
能
発
表
会

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

※

日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

所　
美
和
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

催　
あ
ま
市
文
化
協
会

※

詳
細
は
、広
報
あ
ま
10
月
号
と
一
緒
に

配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　

あ
ま
市
文
化
協
会
事
務
局（
七
宝
公

民
館
内
）

☎
4
4
4・2
5
1
1

FAX
4
4
4・2
5
1
2

憩
の
家
事
業

森
憩
の
家

●
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

時　
11
月
10
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

定　
10
人（
要
予
約
）

申　
11
月
2
日
（水）
午
前
10
時
よ
り
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
あ
ま
ち
ゃ
ん
の
会
の
お
楽
し
み
会

時　
11
月
16
日
（水）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

●
モ
リ
森
た
い
そ
う

時　
11
月
18
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定　
30
人（
要
予
約・先
着
順
）

申　
11
月
2
日
（水）
午
前
9
時
30
分
よ
り
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

問　
森
憩
の
家　

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

本
郷
憩
の
家

●
ぬ
り
絵

時　
11
月
9
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

時　
11
月
16
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
マ
ン
ダ
ラ
ぬ
り
え

時　
11
月
21
日
（月）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

問　
本
郷
憩
の
家

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

新
居
屋
憩
の
家

●
立
体
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り

紙
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

時　
11
月
18
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
12
人（
先
着
順
）

申　
11
月
1
日
（火）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

時　
11
月
22
日
（火）

午
後
1
時
〜
2
時

定　
15
人（
当
日
先
着
順
）

●
日
本
の
四
季
ぬ
り
絵

時　
毎
日

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問　
新
居
屋
憩
の
家

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

あ
ま
市
女
性
の
会「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
」

時　
11
月
20
日
（日）　
午
後
1
時
〜
3
時

所　
甚
目
寺
公
民
館　
大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ

エ
申　
不
要　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

問　
あ
ま
市
女
性
の
会　
村
上

☎
4
4
4・9
3
9
4

FAX
4
4
1・6
7
5
7

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
in
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
2
0
2
2

令
和
4
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

は
高
橋 
誠
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
加
え
て

ハ
ー
プ
や
タ
ン
ゴ
を
織
り
込
ん
だ
美
し
い

ク
ラ
シ
カ
ル
な
世
界
と
情
熱
的
な
タ
ン
ゴ

の
融
合
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

時　
12
月
11
日
（日）

開
場　
午
後
2
時
30
分

開
演　
午
後
3
時

（
終
演
予
定
午
後
5
時
）

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対　
市
内
外
問
わ
ず

定　
7
0
0
人

内　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
高
橋 

誠
を
中

心
に
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド
、テ
ィ
ト・モ

ン
テ（
A
c
c
・
S
y
n
）、須
藤 

信
一

郎（
P
f
）、山
下 

佳
孝（
P
e
r
c
）に
、

小
川 

真
騎
子（
ハ
ー
プ
）、平
康 

悦
子

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、K
a
i
t
o
、N
a
n
a

（
ダ
ン
サ
ー
）を
迎
え
て
、ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
と
豪
華
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
お
届
け
し
ま
す
。

催　
N
P
O
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

共　
美
和
文
化
会
館

援　
あ
ま
市
、あ
ま
市
教
育
委
員
会

￥　
全
席
自
由
席　
大
人
2
，0
0
0
円
、

中
高
生
5
0
0
円　
小
学
生
以
下
無
料

（
小
学
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴・専
用

チ
ケ
ッ
ト
）

美
和
文
化
会
館
窓
口
に
て
チ
ケ
ッ
ト
販
売

中
。オ
ン
ラ
イ
ン
購
入
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。https://w

s.form
zu.net/dist/

S929323142/

問　
美
和
文
化
会
館

（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

N
P
O
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

☎
4
4
9・2
1
7
7

文
化
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー

〜
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
芸
術
劇
場
〜

年
末
恒
例
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー
。

令
和
4
年
は『
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　
ア
ニ
ー
』

を
上
演
し
ま
す
。県
内
唯
一
学
生
演
劇
部

卒
業
生
の
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト「
4
年
椿
組
」に

よ
る
本
格
的
な
公
演
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

時　
12
月
18
日
（日）

開
場　
午
後
1
時
30
分

開
演　
午
後
2
時

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対　
市
内
外
問
わ
ず

定　
7
0
0
人

※

上
演
中
に
他
の
観
客
の
方
に
ご
迷
惑
が

か
か
る
場
合
及
び
定
員
に
達
し
た
場
合

は
、退
出
及
び
入
場
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

内　
出
演　
名
経
大
高
蔵
高
校
演
劇
部
卒

業
生
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー
。

￥　
5
0
0
円（
小
学
生
以
下
無
料
。保
護

者
同
伴
及
び
要
専
用
チ
ケ
ッ
ト
）

※

チ
ケ
ッ
ト
は
、11
月
4
日
（金）
か
ら
美
和

文
化
会
館
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。定
員

に
な
り
次
第
、受
付
を
終
了
し
ま
す
。

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

愛
知
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
45
回
定
期

演
奏
会　
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

時　
12
月
4
日
（日）

午
後
2
時
15
分
〜
3
時
15
分

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対　
市
内
外
問
わ
ず

定　
7
0
0
人

内　
愛
知
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
45
回
定
期
演
奏
会　
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

出
演　

指
揮
：
山
下 

一
史　

管
弦
楽
：
愛

知
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

曲　

権
代 

敦
彦
：
8
4
，0
0
0×

0
＝

0　
f
o
r　
O
r
c
h
e
s
t
r
a

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン：交
響
曲
第
2
番
、交

響
曲
第
4
番
演
奏
予
定
。

未
就
学
の
お
子
様
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

￥　

無
料　

要
整
理
券
。小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
。

美
和
文
化
会
館
窓
口
で
配
布
中
。

問　

美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

あ
ま
市
商
工
会

〜
A
M
A
フ
ェ
ス
2
0
2
2
〜

あ
ま
市
商
工
会
ミ
ド
ル
エ
イ
ジ
委
員
会

が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

あ
ま
市
出
身
で
、東
京
2
0
2
0
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
男
子

団
体
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
武
藤 

弘

樹
選
手
、あ
ま
市
在
住
で
、東
京
2
0
2
0

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
カ
ヌ
ー
女
子

カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
で
準
決
勝
ま
で
進
ん

だ
加
治 

良
美
選
手
、あ
ま
市
ふ
る
さ
と

P
R
大
使
の
M
r.
シ
ャ
チ
ホ
コ
さ
ん
を

迎
え
、ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
、市
民
参
加

型
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、地
元
商
工
業
者

に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
も
開
催
し
ま
す
。家
族

そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

時　
11
月
27
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

す 

ど
う

か　
じ

し
ん
い
ち

ろ
う

や
ま
し
た

よ
し
た
か

お　
が
わ

ひ
ら
や
す

え
つ
こ

ま　

き　
こ

よ
し
み

む
と
う

ひ
ろ

き

た
か
は
し

せ
い

Web

や
ま
し
た

ご
ん
だ
い

あ
つ
ひ
こ

か
ず
ふ
み

19 令和4年11月号



お知らせ
所　
鳳
凰
山
甚
目
寺
、漆
部
神
社

他　

詳
細
に
つ
い
て
は
、あ
ま
市
商
工
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.am
a-sci.com

問　
あ
ま
市
商
工
会

☎
4
4
2・8
8
3
1

FAX
4
4
3・1
5
1
5

あ
な
た
の
お
宅
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

や
っ
て
く
る
！

あ
ま
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、青
年
部

員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
ふ
ん
し
て
、お

宅
へ
お
届
け
す
る
交
流
事
業
を
計
画
し
ま

し
た
。

※

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
保
護
者
の
方
が
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

時　
12
月
23
日
（金）

午
後
6
時
〜
8
時（
時
間
指
定
不
可
）

対　
市
内
在
住
で
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
家

族
定　

30
家
族（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

￥　
無
料

申　
12
月
12
日
（月）
必
着
で
往
復
は
が
き
に

住
所
、保
護
者
と
お
子
さ
ま
の
名
前
、年

齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

〒
4
9
0
ー
1
1
1
1

あ
ま
市
甚
目
寺
東
大
門
8
番
地

他　

緊
急
事
態
宣
言
、ま
た
は
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　
あ
ま
市
商
工
会

☎
4
4
2・8
8
3
1

FAX
4
4
3・1
5
1
5

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
あ
ま

2
0
2
2
点
灯
式

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
あ
ま

2
0
2
2『
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
』〜
希
望
の
世

界
〜美

和
文
化
の
杜
・
ふ
れ
あ
い
の
森
一
帯

を
30
万
球
の
灯
り
で
埋
め
尽
く
し
ま
す
。

今
年
で
18
回
目
を
迎
え
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、テ
ー
マ
を『
ザ・ワ
ー
ル
ド
』

〜
希
望
の
世
界
〜
と
し
希
望
あ
ふ
れ
る
明

る
い
世
界
を
光
で
表
現
し
ま
す
。ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
の
催
し

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

時　
11
月
26
日
（土）　
午
後
5
時
〜

所　
美
和
文
化
の
杜

他　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
り
、中
止
や
縮
小
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、駐
車
場
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
お
車
で
お
越
し
の
際
は

乗
り
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問　
あ
ま
市
商
工
会　

☎
4
4
2・8
8
3
1

FAX
4
4
3・1
5
1
5

 

家
庭
教
育
講
演
会

親
と
子
が
と
も
に
学
び
、と
も
に
成
長

す
る
過
程
を
楽
し
む
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

時　
12
月
9
日
（金）　
午
前
10
時
〜

所　
美
和
文
化
会
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

定　
50
人

内　
「
親
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〜
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
に

は
〜
」

師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
マ
マ
・
ぷ
ら

す　
代
表　
川
原 

史
子 

氏

￥　
無
料

申　
11
月
1
日
（火）
か
ら
電
話
ま
た
は
美
和

公
民
館
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

美
和
公
民
館
の
休
館
日（
木
曜
日
）は
除

き
ま
す
。

問　
生
涯
学
習
課（
美
和
公
民
館
）

☎
4
4
2・2
2
6
1

FAX
4
4
6・0
0
7
0

認
知
症
講
演
会　

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
前
を
向
く
〜

認
知
症
に
な
る
と
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
や
り
に
く
く
な
っ
た
り
、生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

講
師
の
伊
藤 

篤
史
氏
は
名
古
屋
市
に
あ

る
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
管
理

者
と
し
て
、認
知
症
の
方
の
生
き
づ
ら
さ

の
解
消
や
、社
会
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、支
援
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。認
知

症
に
な
っ
て
も
前
を
向
き
、そ
の
人
ら
し

く
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
、家

族
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。認

知
症
の
方
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

時　
12
月
3
日
（土）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

所　

美
和
文
化
会
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

A・B・C

定　
2
0
0
人（
先
着
順
）

師　
認
定
作
業
療
法
士
認
知
症
ケ
ア
上
級

専
門
士　
伊
藤 

篤
史 

氏

￥　
無
料

申　
11
月
25
日
（金）
午
後
5
時
ま
で
に
高
齢

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

他　
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

問　

高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

見
つ
け
よ
う
！
あ
ま
市
の
支
え
あ
い

〜
地
域
の
お
宝
発
表
会
〜

あ
ま
市
に
は
自
然
な
支
え
あ
い
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。こ
の
発
表
会
で
は
、地
域

の
支
え
あ
い
を「
お
宝
」と
し
て
紹
介
を
し
、

あ
ま
市
の
す
ば
ら
し
さ
を
皆
さ
ん
と
再
確

認
し
ま
す
。も
し
か
し
て
あ
な
た
の
知
っ

て
い
る
方・場
所
が
紹
介
さ
れ
る
か
も
？

時　
12
月
14
日
（水）　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所　

美
和
文
化
会
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

A・B・C

師　
ご
近
所
福
祉
ク
リ
エ
ー
タ
ー　
酒
井

保 

氏

定　
1
0
0
人（
要
申
込・先
着
順
）

￥　

 

無
料

申　
11
月
30
日
（水）
ま
で
に
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
、ま
た
は
あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問　
あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

美
和
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
す
み
れ
の
里
内
）

☎
4
4
6・0
6
1
1

FAX
4
4
3・3
8
4
4

海
部
・
津
島
合
同
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催

し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島
は
、採
用
に
意
欲

的
な
地
元
企
業
26
社（
予
定
）が
参
加
す
る
、

「
海
部
・
津
島
合
同
就
職
フ
ェ
ア
」を
開
催

し
ま
す
。

就
職
氷
河
期
世
代
の
方
、令
和
5
年
3

月
に
高
校
を
卒
業
し
就
職
を
希
望
す
る
方
、

そ
の
他
就
職
・
転
職
を
目
指
し
就
職
活
動

中
の
方
が
対
象
で
す
。

当
日
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
を
実
施
し
ま
す
。マ
ス
ク
着
用・

検
温
・
換
気
お
よ
び
消
毒
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時　
11
月
11
日
（金）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

所　
津
島
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島

・
企
業
支
援・専
門
援
助
部
門

☎
0
5
6
7・4
3・3
9
1
1

・
職
業
相
談
部
門　

☎
0
5
6
7・2
6・3
1
5
9

商
工
観
光
課　

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/bussiness/sangyo/kyuuzinn/10
04799/1008053/1003885.htm

l

フォトコンテストVol.4「＃あまの七宝焼2022」を開催します！ 

◀あま市観光協会
ウェブサイト

◀あま市観光協会
インスタグラム
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お知らせ
所　
鳳
凰
山
甚
目
寺
、漆
部
神
社

他　

詳
細
に
つ
い
て
は
、あ
ま
市
商
工
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.am
a-sci.com

問　
あ
ま
市
商
工
会

☎
4
4
2・8
8
3
1

FAX
4
4
3・1
5
1
5

あ
な
た
の
お
宅
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

や
っ
て
く
る
！

あ
ま
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、青
年
部

員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
ふ
ん
し
て
、お

宅
へ
お
届
け
す
る
交
流
事
業
を
計
画
し
ま

し
た
。

※

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
保
護
者
の
方
が
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

時　
12
月
23
日
（金）

午
後
6
時
〜
8
時（
時
間
指
定
不
可
）

対　
市
内
在
住
で
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
家

族
定　

30
家
族（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

￥　
無
料

申　
12
月
12
日
（月）
必
着
で
往
復
は
が
き
に

住
所
、保
護
者
と
お
子
さ
ま
の
名
前
、年

齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

〒
4
9
0
ー
1
1
1
1

あ
ま
市
甚
目
寺
東
大
門
8
番
地

他　

緊
急
事
態
宣
言
、ま
た
は
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　
あ
ま
市
商
工
会

☎
4
4
2・8
8
3
1

FAX
4
4
3・1
5
1
5

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
あ
ま

2
0
2
2
点
灯
式

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
あ
ま

2
0
2
2『
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
』〜
希
望
の
世

界
〜美

和
文
化
の
杜
・
ふ
れ
あ
い
の
森
一
帯

を
30
万
球
の
灯
り
で
埋
め
尽
く
し
ま
す
。

今
年
で
18
回
目
を
迎
え
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、テ
ー
マ
を『
ザ・ワ
ー
ル
ド
』

〜
希
望
の
世
界
〜
と
し
希
望
あ
ふ
れ
る
明

る
い
世
界
を
光
で
表
現
し
ま
す
。ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
の
催
し

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

時　
11
月
26
日
（土）　
午
後
5
時
〜

所　
美
和
文
化
の
杜

他　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
り
、中
止
や
縮
小
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、駐
車
場
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
お
車
で
お
越
し
の
際
は

乗
り
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問　
あ
ま
市
商
工
会　

☎
4
4
2・8
8
3
1

FAX
4
4
3・1
5
1
5

 

家
庭
教
育
講
演
会

親
と
子
が
と
も
に
学
び
、と
も
に
成
長

す
る
過
程
を
楽
し
む
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

時　
12
月
9
日
（金）　
午
前
10
時
〜

所　
美
和
文
化
会
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

定　
50
人

内　
「
親
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〜
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
に

は
〜
」

師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
マ
マ
・
ぷ
ら

す　
代
表　
川
原 

史
子 

氏

￥　
無
料

申　
11
月
1
日
（火）
か
ら
電
話
ま
た
は
美
和

公
民
館
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

美
和
公
民
館
の
休
館
日（
木
曜
日
）は
除

き
ま
す
。

問　
生
涯
学
習
課（
美
和
公
民
館
）

☎
4
4
2・2
2
6
1

FAX
4
4
6・0
0
7
0

認
知
症
講
演
会　

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
前
を
向
く
〜

認
知
症
に
な
る
と
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
や
り
に
く
く
な
っ
た
り
、生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

講
師
の
伊
藤 

篤
史
氏
は
名
古
屋
市
に
あ

る
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
管
理

者
と
し
て
、認
知
症
の
方
の
生
き
づ
ら
さ

の
解
消
や
、社
会
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、支
援
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。認
知

症
に
な
っ
て
も
前
を
向
き
、そ
の
人
ら
し

く
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
、家

族
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。認

知
症
の
方
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

時　
12
月
3
日
（土）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

所　

美
和
文
化
会
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

A・B・C

定　
2
0
0
人（
先
着
順
）

師　
認
定
作
業
療
法
士
認
知
症
ケ
ア
上
級

専
門
士　
伊
藤 

篤
史 

氏

￥　
無
料

申　
11
月
25
日
（金）
午
後
5
時
ま
で
に
高
齢

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

他　
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

問　

高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

見
つ
け
よ
う
！
あ
ま
市
の
支
え
あ
い

〜
地
域
の
お
宝
発
表
会
〜

あ
ま
市
に
は
自
然
な
支
え
あ
い
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。こ
の
発
表
会
で
は
、地
域

の
支
え
あ
い
を「
お
宝
」と
し
て
紹
介
を
し
、

あ
ま
市
の
す
ば
ら
し
さ
を
皆
さ
ん
と
再
確

認
し
ま
す
。も
し
か
し
て
あ
な
た
の
知
っ

て
い
る
方・場
所
が
紹
介
さ
れ
る
か
も
？

時　
12
月
14
日
（水）　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所　

美
和
文
化
会
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

A・B・C

師　
ご
近
所
福
祉
ク
リ
エ
ー
タ
ー　
酒
井

保 

氏

定　
1
0
0
人（
要
申
込・先
着
順
）

￥　

 

無
料

申　
11
月
30
日
（水）
ま
で
に
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
、ま
た
は
あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問　
あ
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

美
和
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
す
み
れ
の
里
内
）

☎
4
4
6・0
6
1
1

FAX
4
4
3・3
8
4
4

海
部
・
津
島
合
同
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催

し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島
は
、採
用
に
意
欲

的
な
地
元
企
業
26
社（
予
定
）が
参
加
す
る
、

「
海
部
・
津
島
合
同
就
職
フ
ェ
ア
」を
開
催

し
ま
す
。

就
職
氷
河
期
世
代
の
方
、令
和
5
年
3

月
に
高
校
を
卒
業
し
就
職
を
希
望
す
る
方
、

そ
の
他
就
職
・
転
職
を
目
指
し
就
職
活
動

中
の
方
が
対
象
で
す
。

当
日
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
を
実
施
し
ま
す
。マ
ス
ク
着
用・

検
温
・
換
気
お
よ
び
消
毒
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時　
11
月
11
日
（金）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

所　
津
島
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島

・
企
業
支
援・専
門
援
助
部
門

☎
0
5
6
7・4
3・3
9
1
1

・
職
業
相
談
部
門　

☎
0
5
6
7・2
6・3
1
5
9

商
工
観
光
課　

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.j
p/bussiness/sangyo/kyuuzinn/10
04799/1008053/1003885.htm

l

か
わ
は
ら
ふ
み 

こ

い
と
う

あ
つ
し

い
と
う

あ
つ
し

さ
か
い

た
も
つ

Web
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海
部
地
区
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

時　
11
月
26
日
（土）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

所　
愛
西
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

対　
愛
知
県
内
に
勤
務
ま
た
は
在
住
の
勤

労
者
を
始
め
と
す
る
県
民

師　
落
語
家　
月
亭 
方
正 

氏

演
題「
僕
が
落
語
家
に
な
っ
た
わ
け
」

定　
5
0
0
人

￥　
無
料（
要
整
理
券
）

申　
往
復
は
が
き
に
、講
演
会
名（
海
部
地

区
文
化
講
演
会
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、職
業
を
記
載
の
う
え
、

11
月
17
日
（木）
ま
で
に
、愛
知
県
労
働
協

会
総
務
課
教
育
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。期
限
必
着
。

申
・
問　

公
益
財
団
法
人
愛
知
県
労
働
協
会
総
務

課
労
働
教
育
グ
ル
ー
プ

〒
4
5
0
ー
0
0
0
2　

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
4
丁
目
4
ー
38

☎
4
8
5・7
1
5
4

FAX
5
8
3・0
5
8
5

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

あ
い
ち
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
運
動 

第
1
回
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
へ
の
理
解

促
進
を
図
る
た
め
、専
門
家
に
よ
る
基
調

講
演
や
、推
進
企
業
を
交
え
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

時　
11
月
15
日
（火）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

開
場　
午
後
1
時

所　
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
1
2
0
2
会
議
室

　

※

オ
ン
ラ
イ
ン（
Z
o
o
m
）で
も
開
催
。

対　
企
業
経
営
者
、管
理
職
、労
働
者
等

定　
会
場
50
人
、オ
ン
ラ
イ
ン
50
人（
先
着

順
）

￥　

無
料（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
通
信
料

は
自
己
負
担
）

申　
11
月
9
日
（水）
ま
で
に
、ウ
ェ
ブ
フ
ォ

ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

https://form
s.gle/H

G
8Fih2j 8

9anPEN
5A

問　
ス
タ
ー
キ
ャ
ッ
ト
・
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
株
式
会
社（
県
委
託
先
）

aichi_tow
nm
eeting2022@

s
tarcat.co.jp

県
労
働
福
祉
課　

☎
9
5
4・6
3
6
0

商
工
観
光
課　

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
つ
く
る
年
賀
状

時　
11
月
29
日
（火）　
午
前
10
時
〜
正
午

所　
美
和
文
化
会
館
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
M

対　
市
内
外
問
わ
ず

定　
20
人（
最
少
催
行
人
数
5
人
）

内　

お
正
月
に
向
け
て
、テ
レ
ビ
で
お
な

じ
み
の「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
」で
年
賀
状

を
手
づ
く
り
！
大
切
な
人
に
は「
温
か

み
あ
る
心
の
こ
も
っ
た
年
賀
状
」を
送

り
ま
せ
ん
か
。遊
べ
る
、楽
し
め
る
、使

い
た
く
な
る
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
づ
く
り

を
お
届
け
し
ま
す
。

￥　

受
講
料
＋
材
料
費（
消
し
ゴ
ム
土
台

等
）1
，9
0
0
円

11
月
22
日
（火）
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

持　
年
賀
状（
令
和
5
年
度
の
裏
無
地
の

も
の
）3
枚
く
ら
い
、シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ

ル
、デ
ザ
イ
ン
ナ
イ
フ
、一
般
の
カ
ッ

タ
ー
、カ
ッ
タ
ー
マ
ッ
ト（
デ
ザ
イ
ン
ナ

イ
フ
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
別
途
購
入

費
用
が
必
要
で
す
）

師　
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
R
E
E 

氏

申　
10
月
25
日
（火）
午
前
10
時
か
ら
美
和
文

化
会
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

問　
美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

親
子
パ
ン
作
り
教
室

親
子
で
楽
し
く
パ
ン
作
り
体
験
を
し
ま

せ
ん
か
！

時　
12
月
10
日
（土）　
午
後
2
時
〜
4
時

所　
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階　
栄

養
指
導
室

対　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定　
8
組（
先
着
順
）

師　
山
内　
三
津
子 

氏

￥　
1
組
1
，0
0
0
円

持　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
2
枚
、

飲
み
物
、持
ち
帰
り
用
の
容
器（
箱
な

ど
）、マ
ス
ク
等

申　

11
月
5
日
（土）
か
ら
18
日
（金）
ま
で
の
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
人
権

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
日
曜
日
は
除
く
）

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。（
代

理
も
し
く
は
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
）

問　
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
4
4
4・5
3
9
3

FAX
4
4
3・9
7
8
9

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座

『
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
の
時
を
』

市
内
で
実
施
し
て
い
る
乳
児
健
診
に
て
、

受
診
対
象
の
赤
ち
ゃ
ん
に
わ
ら
べ
歌
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
り
た
い
方
向
け

の
講
座
で
す
。美
和
図
書
館
職
員
の
奈
良

万
紀
子
氏
に
、読
み
聞
か
せ
の
基
本
と
楽

し
さ
や
、子
育
て
に
お
け
る
読
み
聞
か
せ

の
大
切
さ
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　
11
月
22
日
（火）　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

11
月
30
日
（水）　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

所　
甚
目
寺
公
民
館　
視
聴
覚
室

（
11
月
22
日
（火）
）

甚
目
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

（
11
月
30
日
（水）
）

定　
10
人（
先
着
順
）

持　
筆
記
用
具

申　
11
月
1
日
（火）
午
前
9
時
か
ら
11
月
20

日
（日）
午
後
5
時
ま
で
甚
目
寺・美
和・七

宝
公
民
館
で
受
け
付
け
ま
す
。各
公
民

館
窓
口
、電
話
、F
A
X
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問 

甚
目
寺
公
民
館

☎
4
4
4・1
6
2
1

FAX
4
4
3・9
7
7
8

お知らせ

Web

人権講演会　～ハンセン病について考えよう～

つ
き
て
い

ほ
う
せ
い

撮影　篠山紀信

たけした

お がさわら えい し

けい こ

くる べ こう

Web
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参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

問合先　市民活動センター　☎445・1900

この講座では、あま市で行われている「協働」の
事例をいくつか紹介します。
住みやすいまちを築くため、同じ目的に向かっ

て連携する「協働」について、みんなで考えてみま
せんか？

info@ama-shiminkatsudo.jp

あま市市民活動センター

あまterrace便り

日　時：12月3日（土）
 午前10時～11時30分
会　場：あま市市民活動センター
参加費：無料
定　員：10人
申　込：電話またはメール

「協働」について知ろう!

海
部
地
区
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

時　
11
月
26
日
（土）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

所　
愛
西
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

対　
愛
知
県
内
に
勤
務
ま
た
は
在
住
の
勤

労
者
を
始
め
と
す
る
県
民

師　
落
語
家　
月
亭 

方
正 

氏

演
題「
僕
が
落
語
家
に
な
っ
た
わ
け
」

定　
5
0
0
人

￥　
無
料（
要
整
理
券
）

申　
往
復
は
が
き
に
、講
演
会
名（
海
部
地

区
文
化
講
演
会
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、職
業
を
記
載
の
う
え
、

11
月
17
日
（木）
ま
で
に
、愛
知
県
労
働
協

会
総
務
課
教
育
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。期
限
必
着
。

申
・
問　

公
益
財
団
法
人
愛
知
県
労
働
協
会
総
務

課
労
働
教
育
グ
ル
ー
プ

〒
4
5
0
ー
0
0
0
2　

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
4
丁
目
4
ー
38

☎
4
8
5・7
1
5
4

FAX
5
8
3・0
5
8
5

商
工
観
光
課

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

あ
い
ち
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
運
動 

第
1
回
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
へ
の
理
解

促
進
を
図
る
た
め
、専
門
家
に
よ
る
基
調

講
演
や
、推
進
企
業
を
交
え
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

時　
11
月
15
日
（火）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

開
場　
午
後
1
時

所　
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
1
2
0
2
会
議
室

　

※

オ
ン
ラ
イ
ン（
Z
o
o
m
）で
も
開
催
。

対　
企
業
経
営
者
、管
理
職
、労
働
者
等

定　
会
場
50
人
、オ
ン
ラ
イ
ン
50
人（
先
着

順
）

￥　

無
料（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
通
信
料

は
自
己
負
担
）

申　
11
月
9
日
（水）
ま
で
に
、ウ
ェ
ブ
フ
ォ

ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

https://form
s.gle/H

G
8Fih2j 8

9anPEN
5A

問　
ス
タ
ー
キ
ャ
ッ
ト
・
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
株
式
会
社（
県
委
託
先
）

aichi_tow
nm
eeting2022@

s
tarcat.co.jp

県
労
働
福
祉
課　

☎
9
5
4・6
3
6
0

商
工
観
光
課　

☎
4
4
1・7
1
1
8

FAX
4
4
1・8
3
8
7

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
つ
く
る
年
賀
状

時　
11
月
29
日
（火）　
午
前
10
時
〜
正
午

所　
美
和
文
化
会
館
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
M

対　
市
内
外
問
わ
ず

定　
20
人（
最
少
催
行
人
数
5
人
）

内　

お
正
月
に
向
け
て
、テ
レ
ビ
で
お
な

じ
み
の「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
」で
年
賀
状

を
手
づ
く
り
！
大
切
な
人
に
は「
温
か

み
あ
る
心
の
こ
も
っ
た
年
賀
状
」を
送

り
ま
せ
ん
か
。遊
べ
る
、楽
し
め
る
、使

い
た
く
な
る
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
づ
く
り

を
お
届
け
し
ま
す
。

￥　

受
講
料
＋
材
料
費（
消
し
ゴ
ム
土
台

等
）1
，9
0
0
円

11
月
22
日
（火）
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

持　
年
賀
状（
令
和
5
年
度
の
裏
無
地
の

も
の
）3
枚
く
ら
い
、シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ

ル
、デ
ザ
イ
ン
ナ
イ
フ
、一
般
の
カ
ッ

タ
ー
、カ
ッ
タ
ー
マ
ッ
ト（
デ
ザ
イ
ン
ナ

イ
フ
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
別
途
購
入

費
用
が
必
要
で
す
）

師　
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
R
E
E 

氏

申　
10
月
25
日
（火）
午
前
10
時
か
ら
美
和
文

化
会
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

問　
美
和
文
化
会
館（
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

親
子
パ
ン
作
り
教
室

親
子
で
楽
し
く
パ
ン
作
り
体
験
を
し
ま

せ
ん
か
！

時　
12
月
10
日
（土）　
午
後
2
時
〜
4
時

所　
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階　
栄

養
指
導
室

対　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定　
8
組（
先
着
順
）

師　
山
内　
三
津
子 

氏

￥　
1
組
1
，0
0
0
円

持　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
2
枚
、

飲
み
物
、持
ち
帰
り
用
の
容
器（
箱
な

ど
）、マ
ス
ク
等

申　

11
月
5
日
（土）
か
ら
18
日
（金）
ま
で
の
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
人
権

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
日
曜
日
は
除
く
）

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。（
代

理
も
し
く
は
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
）

問　
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
4
4
4・5
3
9
3

FAX
4
4
3・9
7
8
9

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座

『
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
の
時
を
』

市
内
で
実
施
し
て
い
る
乳
児
健
診
に
て
、

受
診
対
象
の
赤
ち
ゃ
ん
に
わ
ら
べ
歌
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
り
た
い
方
向
け

の
講
座
で
す
。美
和
図
書
館
職
員
の
奈
良

万
紀
子
氏
に
、読
み
聞
か
せ
の
基
本
と
楽

し
さ
や
、子
育
て
に
お
け
る
読
み
聞
か
せ

の
大
切
さ
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　
11
月
22
日
（火）　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

11
月
30
日
（水）　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

所　
甚
目
寺
公
民
館　
視
聴
覚
室

（
11
月
22
日
（火）
）

甚
目
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

（
11
月
30
日
（水）
）

定　
10
人（
先
着
順
）

持　
筆
記
用
具

申　
11
月
1
日
（火）
午
前
9
時
か
ら
11
月
20

日
（日）
午
後
5
時
ま
で
甚
目
寺・美
和・七

宝
公
民
館
で
受
け
付
け
ま
す
。各
公
民

館
窓
口
、電
話
、F
A
X
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問 

甚
目
寺
公
民
館

☎
4
4
4・1
6
2
1

FAX
4
4
3・9
7
7
8

お知らせ

や
ま
う
ち

み

つ

こ

な

ら

ま

き

こ
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あ
ま
市
女
性
の
会
講
座「
干
支
の
木
目

込
み
人
形
作
り
」

来
年
の
干
支（
卯
）の
木
目
込
み
人
形
を

作
り
ま
す
。

時　
11
月
15・22
日
（火）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

所　
甚
目
寺
公
民
館　
研
修
室

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
4
，0
0
0
円（
受
講
初
日
に
会
場
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

持　
エ
プ
ロ
ン
、小
バ
サ
ミ
、の
り
用
小
皿
、

古
新
聞

申　
11
月
1
日
（火）
午
前
9
時
か
ら
甚
目
寺

公
民
館
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

※

電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　
あ
ま
市
女
性
の
会　
村
上

☎
4
4
4・9
3
9
4

 FAX
4
4
1・6
7
5
7

に
ん
に
ん
忍
者
あ
そ
び
フ
ェ
ス
タ

忍
者
の
道
具
手
裏
剣
を
作
ろ
う
。変
身
、

忍
者
歩
き
、す
わ
る
、は
し
る
、う
ご
く
、し

の
び
の
術
、す
い
と
ん
、つ
な
わ
た
り
、な

わ
ぬ
け
、ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
！
さ
あ
体
験

し
よ
う
！

時　
11
月
23
日（
水・祝
）

午
前
10
時
〜
正
午

受
付　
午
前
9
時
30
分

所　
美
和
公
民
館　
講
堂
兼
体
育
場

対　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

￥　
3
歳
以
上
3
0
0
円（
当
日
受
付
）

持　
上
履
き
、風
呂
敷（
忍
者
に
変
身
す
る

た
め
）、タ
オ
ル
、飲
み
物（
水
分
補
給

用
）

援　
あ
ま
市
、あ
ま
市
教
育
委
員
会
、愛
知

県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、あ
ま
市

社
会
福
祉
協
議
会

※

検
温
・
マ
ス
ク
の
着
用
・
換
気
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症「
緊
急

事
態
宣
言
」発
出
に
伴
い
、施
設
が
利
用

中
止
と
な
っ
た
場
合
は
中
止
と
な
り
ま

す
。

問　
あ
ま
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者

ク
ラ
ブ　
石
原

☎・FAX
4
4
1・4
3
2
7

☎
0
9
0・1
2
8
9・6
3
0
3

身
に
つ
け
よ
う
応
急
手
当〈
普
通
救
命

講
習
Ⅰ
〉

時　
11
月
27
日
（日）　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
状

況
に
よ
り
、中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

所　
海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部　
講
堂

対　
あ
ま
市
、大
治
町
に
在
住
、在
勤
ま
た

は
在
学
の
方
で
満
15
歳
以
上
の
方

定　
15
人

内　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、大
出

血
時
の
止
血
法

￥　
無
料

申　
11
月
7
日
（月）
か
ら
20
日
（日）
ま
で
に
海

部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
、ま
た
は

各
消
防
署
へ
救
命
講
習
受
講
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

他　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
で
受
講
希
望
の

場
合
は
、指
導
員
が
出
向
し
、講
習
を
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

問　
海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防
課

☎
4
4
2・1
6
0
5

FAX
4
4
2・3
1
8
0

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
令
和

5
年
入
校
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

I
T
ス
キ
ル
科
、O
A
ビ
ジ
ネ
ス
科
、

C
A
D
設
計
科

対　

障
が
い
者
で
、次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

定　
I
T
ス
キ
ル
科
20
人
、O
A
ビ
ジ
ネ

ス
科
20
人
、C
A
D
設
計
科
30
人

募
集
期
間　
10
月
3
日
（月）
〜
11
月
16
日
（水）

入
校
選
考
日　
12
月
9
日
（金）

合
格
発
表
日　
12
月
21
日
（水）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
一
般
教
養
試
験
）

及
び
面
接
試
験

入
校
日　
令
和
5
年
4
月
6
日
（木）

訓
練
期
間　
1
年

寄
宿
舎　
身
体
に
障
が
い
が
あ
っ
て
通
校

が
困
難
な
方
の
う
ち
、一
定
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
に
よ
り
、寄
宿
舎
に
入
舎

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、寄
宿
舎

の
使
用
料
は
無
料
で
す
が
、食
費
は
必

要
で
す
。

総
合
実
務
科（
知
的
障
が
い
者
の
方
の
み
）

対　

知
的
障
が
い
者
で
、次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

・
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
、ま
た

は
判
定
機
関
で
判
定
を
受
け
た
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

・
訓
練
の
受
講
に
際
し
、保
護
者
等
の
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
方

定　
15
人

募
集
期
間　
10
月
3
日
（月）
〜
11
月
16
日
（水）

入
校
選
考
日　
12
月
11
日
（日）

合
格
発
表
日　
12
月
21
日
（水）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
適
性
検
査
含
む
）

及
び
面
接
試
験（
運
動
機
能
検
査
含
む
）

入
校
日　
令
和
5
年
4
月
6
日
（木）

訓
練
期
間　
1
年

注
意
事
項　

入
校
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

応
募
す
る
前
に
保
護
者
等
と
見
学
会
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

就
業
支
援
科（
精
神
障
が
い
、発
達
障
が

い
の
あ
る
方
の
み
）

対　

精
神
障
が
い
、発
達
障
が
い
の
あ
る

方
で
、次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
方
、ま
た
は
医
師
か
ら
統
合
失

調
症
、そ
う
う
つ
病
、て
ん
か
ん
、発
達

障
が
い
の
診
断
を
受
け
て
い
る
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

定　
10
人

募
集
期
間　
10
月
3
日
（月）
〜
11
月
16
日
（水）

入
校
選
考
日　
12
月
9
日
（金）

合
格
発
表
日　
12
月
21
日
（水）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
一
般
教
養
試
験
）

及
び
面
接
試
験

入
校
日　
令
和
5
年
1
月
6
日
（金）

訓
練
期
間　
3
か
月

注
意
事
項　

入
校
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

応
募
す
る
前
に
見
学
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

共
通
事
項

応
募
方
法　
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
で
職
業
相
談
さ
れ
た
後
、入

校
願
書
と
健
康
診
断
書
を
公
共
職
業
安

定
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

￥　

受
験
料
、入
校
料
及
び
授
業
料
は
無

料
で
す
。た
だ
し
、教
科
書
代
、食
費
な

ど
は
実
費
が
必
要
で
す
。

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島

☎
0
5
6
7・2
6・3
1
5
8

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校(

豊
川

市
一
宮
町
上
新
切
33
ー
14)

☎
0
5
3
3・9
3・2
1
0
2

第
13
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
一
般
女
子
と
高
校
生
女
子
の
部
）（
中

学
生
女
子
の
部
）

時　
12
月
11
日
㈰（
雨
天
時
は
中
止
）

開
始　
午
前
9
時

所　
七
宝
鷹
居
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　

市
内
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学
の
女

性
の
方
9
人
以
上
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
、

ま
た
は
あ
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
所

属
チ
ー
ム

開
会
式・監
督
者
会・抽
選
会

11
月
24
日
（木）　
午
後
7
時
か
ら

七
宝
総
合
体
育
館　

1
階
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
室

チ
ー
ム
編
成　

監
督
・
コ
ー
チ
・
ス
コ
ア

ラ
ー
各
1
人
、選
手
9
人
以
上
と
す
る
。

（
監
督
・
コ
ー
チ
・
ス
コ
ア
ラ
ー
が
選
手

を
兼
ね
る
場
合
は
、必
ず
選
手
登
録
を

す
る
こ
と
）

￥　
一
般
女
子
は
1
チ
ー
ム
1
，0
0
0
円
、

高
校
生
女
子
と
中
学
生
女
子
は
無
料

申　
11
月
1
日
（火）
〜
15
日
（火）

催　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

管　
あ
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1･

5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

第
13
回
市
民
卓
球
大
会

中
学
生
の
部

時　
12
月
10
日
㈯　
午
前
8
時
30
分

対　

市
内
在
住
の
中
学
生（
市
内
中
学
校

に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
学
校
単
位
で

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
）

￥　

1
人
2
0
0
円（
大
会
当
日
に
会
場

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

申　
11
月
4
日
㈮
〜
25
日
㈮

一
般
の
部

時　
12
月
11
日
㈰　
午
前
8
時
30
分

対　

市
内
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学
の
方

で
、高
校
生
以
上
の
方

￥　
1
人
5
0
0
円

申　
11
月
4
日
㈮
〜
12
日
㈯

共
通
事
項

所　
七
宝
総
合
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

催　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

管　
あ
ま
市
卓
球
協
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1･

5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

市
民
大
会
共
通
事
項

・
参
加
申
込
書
を
ご
記
入
の
う
え
、申
込

期
日
ま
で
に
、七
宝・甚
目
寺
総
合
体
育

館
窓
口
へ
参
加
費
を
添
え
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。体
育
館
の
休
館
日（
月
曜

日
）は
除
き
ま
す
。

・
競
技
中
に
お
け
る
選
手
の
疾
病
な
ら
び

に
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
、応
急
処
置
は
い

た
し
ま
す
が
、そ
の
後
の
責
任
は
保
険

の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

・
参
加
者
の
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

場
合
、参
加
費
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
参
加
申
込
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、開
催
に
か
か
る
事
務
以

外
の
目
的
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
大
会
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
当
日
は
検
温
を
し
て
発
熱
症
状
が
あ
る

場
合
や
体
調
が
優
れ
な
い
場
合
は
、参

加
を
辞
退
い
た
だ
く
よ
う
、ご
協
力
く

だ
さ
い
。

お知らせ

む
ら
か
み

い
し
は
ら

24令和4年11月号



あ
ま
市
女
性
の
会
講
座「
干
支
の
木
目

込
み
人
形
作
り
」

来
年
の
干
支（
卯
）の
木
目
込
み
人
形
を

作
り
ま
す
。

時　
11
月
15・22
日
（火）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

所　
甚
目
寺
公
民
館　
研
修
室

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
4
，0
0
0
円（
受
講
初
日
に
会
場
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

持　
エ
プ
ロ
ン
、小
バ
サ
ミ
、の
り
用
小
皿
、

古
新
聞

申　
11
月
1
日
（火）
午
前
9
時
か
ら
甚
目
寺

公
民
館
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

※

電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　
あ
ま
市
女
性
の
会　
村
上

☎
4
4
4・9
3
9
4

 FAX
4
4
1・6
7
5
7

に
ん
に
ん
忍
者
あ
そ
び
フ
ェ
ス
タ

忍
者
の
道
具
手
裏
剣
を
作
ろ
う
。変
身
、

忍
者
歩
き
、す
わ
る
、は
し
る
、う
ご
く
、し

の
び
の
術
、す
い
と
ん
、つ
な
わ
た
り
、な

わ
ぬ
け
、ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
！
さ
あ
体
験

し
よ
う
！

時　
11
月
23
日（
水・祝
）

午
前
10
時
〜
正
午

受
付　
午
前
9
時
30
分

所　
美
和
公
民
館　
講
堂
兼
体
育
場

対　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

￥　
3
歳
以
上
3
0
0
円（
当
日
受
付
）

持　
上
履
き
、風
呂
敷（
忍
者
に
変
身
す
る

た
め
）、タ
オ
ル
、飲
み
物（
水
分
補
給

用
）

援　
あ
ま
市
、あ
ま
市
教
育
委
員
会
、愛
知

県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、あ
ま
市

社
会
福
祉
協
議
会

※

検
温
・
マ
ス
ク
の
着
用
・
換
気
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症「
緊
急

事
態
宣
言
」発
出
に
伴
い
、施
設
が
利
用

中
止
と
な
っ
た
場
合
は
中
止
と
な
り
ま

す
。

問　
あ
ま
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者

ク
ラ
ブ　
石
原

☎・FAX
4
4
1・4
3
2
7

☎
0
9
0・1
2
8
9・6
3
0
3

身
に
つ
け
よ
う
応
急
手
当〈
普
通
救
命

講
習
Ⅰ
〉

時　
11
月
27
日
（日）　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
状

況
に
よ
り
、中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

所　
海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部　
講
堂

対　
あ
ま
市
、大
治
町
に
在
住
、在
勤
ま
た

は
在
学
の
方
で
満
15
歳
以
上
の
方

定　
15
人

内　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、大
出

血
時
の
止
血
法

￥　
無
料

申　
11
月
7
日
（月）
か
ら
20
日
（日）
ま
で
に
海

部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
、ま
た
は

各
消
防
署
へ
救
命
講
習
受
講
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

他　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
で
受
講
希
望
の

場
合
は
、指
導
員
が
出
向
し
、講
習
を
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

問　
海
部
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防
課

☎
4
4
2・1
6
0
5

FAX
4
4
2・3
1
8
0

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
令
和

5
年
入
校
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

I
T
ス
キ
ル
科
、O
A
ビ
ジ
ネ
ス
科
、

C
A
D
設
計
科

対　

障
が
い
者
で
、次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

定　
I
T
ス
キ
ル
科
20
人
、O
A
ビ
ジ
ネ

ス
科
20
人
、C
A
D
設
計
科
30
人

募
集
期
間　
10
月
3
日
（月）
〜
11
月
16
日
（水）

入
校
選
考
日　
12
月
9
日
（金）

合
格
発
表
日　
12
月
21
日
（水）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
一
般
教
養
試
験
）

及
び
面
接
試
験

入
校
日　
令
和
5
年
4
月
6
日
（木）

訓
練
期
間　
1
年

寄
宿
舎　
身
体
に
障
が
い
が
あ
っ
て
通
校

が
困
難
な
方
の
う
ち
、一
定
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
に
よ
り
、寄
宿
舎
に
入
舎

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、寄
宿
舎

の
使
用
料
は
無
料
で
す
が
、食
費
は
必

要
で
す
。

総
合
実
務
科（
知
的
障
が
い
者
の
方
の
み
）

対　

知
的
障
が
い
者
で
、次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

・
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
、ま
た

は
判
定
機
関
で
判
定
を
受
け
た
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

・
訓
練
の
受
講
に
際
し
、保
護
者
等
の
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
方

定　
15
人

募
集
期
間　
10
月
3
日
（月）
〜
11
月
16
日
（水）

入
校
選
考
日　
12
月
11
日
（日）

合
格
発
表
日　
12
月
21
日
（水）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
適
性
検
査
含
む
）

及
び
面
接
試
験（
運
動
機
能
検
査
含
む
）

入
校
日　
令
和
5
年
4
月
6
日
（木）

訓
練
期
間　
1
年

注
意
事
項　

入
校
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

応
募
す
る
前
に
保
護
者
等
と
見
学
会
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

就
業
支
援
科（
精
神
障
が
い
、発
達
障
が

い
の
あ
る
方
の
み
）

対　

精
神
障
が
い
、発
達
障
が
い
の
あ
る

方
で
、次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
方
、ま
た
は
医
師
か
ら
統
合
失

調
症
、そ
う
う
つ
病
、て
ん
か
ん
、発
達

障
が
い
の
診
断
を
受
け
て
い
る
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

定　
10
人

募
集
期
間　
10
月
3
日
（月）
〜
11
月
16
日
（水）

入
校
選
考
日　
12
月
9
日
（金）

合
格
発
表
日　
12
月
21
日
（水）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
一
般
教
養
試
験
）

及
び
面
接
試
験

入
校
日　
令
和
5
年
1
月
6
日
（金）

訓
練
期
間　
3
か
月

注
意
事
項　

入
校
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

応
募
す
る
前
に
見
学
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

共
通
事
項

応
募
方
法　
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
で
職
業
相
談
さ
れ
た
後
、入

校
願
書
と
健
康
診
断
書
を
公
共
職
業
安

定
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

￥　

受
験
料
、入
校
料
及
び
授
業
料
は
無

料
で
す
。た
だ
し
、教
科
書
代
、食
費
な

ど
は
実
費
が
必
要
で
す
。

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島

☎
0
5
6
7・2
6・3
1
5
8

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校(

豊
川

市
一
宮
町
上
新
切
33
ー
14)

☎
0
5
3
3・9
3・2
1
0
2

第
13
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
一
般
女
子
と
高
校
生
女
子
の
部
）（
中

学
生
女
子
の
部
）

時　
12
月
11
日
㈰（
雨
天
時
は
中
止
）

開
始　
午
前
9
時

所　
七
宝
鷹
居
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　

市
内
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学
の
女

性
の
方
9
人
以
上
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
、

ま
た
は
あ
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
所

属
チ
ー
ム

開
会
式・監
督
者
会・抽
選
会

11
月
24
日
（木）　
午
後
7
時
か
ら

七
宝
総
合
体
育
館　

1
階
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
室

チ
ー
ム
編
成　

監
督
・
コ
ー
チ
・
ス
コ
ア

ラ
ー
各
1
人
、選
手
9
人
以
上
と
す
る
。

（
監
督
・
コ
ー
チ
・
ス
コ
ア
ラ
ー
が
選
手

を
兼
ね
る
場
合
は
、必
ず
選
手
登
録
を

す
る
こ
と
）

￥　
一
般
女
子
は
1
チ
ー
ム
1
，0
0
0
円
、

高
校
生
女
子
と
中
学
生
女
子
は
無
料

申　
11
月
1
日
（火）
〜
15
日
（火）

催　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

管　
あ
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1･

5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

第
13
回
市
民
卓
球
大
会

中
学
生
の
部

時　
12
月
10
日
㈯　
午
前
8
時
30
分

対　

市
内
在
住
の
中
学
生（
市
内
中
学
校

に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
学
校
単
位
で

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
）

￥　

1
人
2
0
0
円（
大
会
当
日
に
会
場

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

申　
11
月
4
日
㈮
〜
25
日
㈮

一
般
の
部

時　
12
月
11
日
㈰　
午
前
8
時
30
分

対　

市
内
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学
の
方

で
、高
校
生
以
上
の
方

￥　
1
人
5
0
0
円

申　
11
月
4
日
㈮
〜
12
日
㈯

共
通
事
項

所　
七
宝
総
合
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

催　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

管　
あ
ま
市
卓
球
協
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1･

5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

市
民
大
会
共
通
事
項

・
参
加
申
込
書
を
ご
記
入
の
う
え
、申
込

期
日
ま
で
に
、七
宝・甚
目
寺
総
合
体
育

館
窓
口
へ
参
加
費
を
添
え
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。体
育
館
の
休
館
日（
月
曜

日
）は
除
き
ま
す
。

・
競
技
中
に
お
け
る
選
手
の
疾
病
な
ら
び

に
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
、応
急
処
置
は
い

た
し
ま
す
が
、そ
の
後
の
責
任
は
保
険

の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

・
参
加
者
の
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

場
合
、参
加
費
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
参
加
申
込
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、開
催
に
か
か
る
事
務
以

外
の
目
的
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
大
会
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
当
日
は
検
温
を
し
て
発
熱
症
状
が
あ
る

場
合
や
体
調
が
優
れ
な
い
場
合
は
、参

加
を
辞
退
い
た
だ
く
よ
う
、ご
協
力
く

だ
さ
い
。

お知らせ
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大
会
結
果

大
会
結
果

カメラルポカメラルポ 株式会社アジオカ様からの寄附のお礼
株式会社アジオカ代表取締役 味岡 源太郎様から、教育活動の
充実のために役立てていただきたいと、明治から大正にかけて
活躍した愛知県出身で名鉄三河線の前身である三河鉄道や日本
初のワイン醸造所など数多くの企業を立ち上げた実業家であ
り、慈善活動家としても知られる神谷傳兵衛の伝記坂本箕山著
「神谷傳兵衛」のご寄附がありました。
いただいた書籍は、あま市図書館及び市立小中学校等で活用
させていただきます。

お知らせ

時

そえ じま

時

や　  しろ

やま　 だ

時

はる き

時

い　 とう

～皆さんの活動情報お知らせください～

あま市
「みんなの掲示板」

企画政策課
444・1712
444・0982

あま地産地消
ふれあい軽トラ市

七宝焼アートヴィレッジ敷地内にお
いて、あま市近郊で生産された野菜な
どを生産者が販売する軽トラ市を開催
しています。天候や販売状況により終
了時間が早くなることもあります。
日　時　毎週日曜日　
　　　　午前7時～9時

く

ぼ
で
ら

ひ
ろ
み

す
が

わ
ら

の
り
こ

す
ず
き

か
ず
え

す
ず
き

た
え
こ

つ
ね

か
わ

い
け

か
わ

ひ
で
こ

よ
し
こ

か
み
じ
ゅ
ん
こ

き
の
し
た

す
ず
き

ま

り

こ

の
り
よ

つ
づ
く

ひ
ろ
こ

よ
こ
い

た
え
こ

わ
か
ま
つ

せ
い
こ

い
ま
い

ふ

み

え

か
ん

べ

ま
ゆ
み

さ
わ
だ

き
ょ
う
こ

な
が
さ
き

じ
ゅ
ん
こ

み

わ

よ
し
こ

あじおか げん  た  ろう

かみ や でん  べ    え

かみ や でん  べ    え

さかもと き　ざん

第
13
回
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

時　
8
月
7
日
㈰

所　
甚
目
寺
総
合
体
育
館　
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

結
果

優　

勝　

甚
目
寺
C（
久
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MIZUNO BASEBALL DREAM CUP JR．Tournament2022出場おめでとう
あま市スポーツ少年団本部に加盟しているセブントレジャーとあまジュニアベースボールクラブの
合同チームが、7月29日(金)から8月1日（月）に熊本県民総合運動公園　野球場（熊本県）で開催の標記
大会への出場を報告するため、8月26日（金）に市長を表敬訪問されました。

市長からは「全国大会出場おめでとうございま
す。日ごろの練習や皆様の気持ちが通じあって勝
ち取ったものだと思っています。今後も練習に励
んでいただき、今後の大会でも素晴らしい成績を
収めていただきたい」と激励の言葉がありました。

第39回全日本小学生ソフトテニス選手権大会出場おめでとう
七宝町川部にお住まいで七宝小学校6年生の工藤 智尋さんが、
7月28日(木)から31日（日）にニプロハチ公ドーム（秋田県）で開
催の標記大会への出場を報告するため、8月23日（火）に市長を
表敬訪問されました。
市長からは「全国大会出場おめでとうございます。日ごろの練習

の成果が出たのだと思います。今後はさらにテニスを謳歌してもら
い、全国大会を目指していただきたい」と激励の言葉がありました。

令和4年度全国高等学校総合体育大会陸上競技大会兼秩父宮賜杯第75回全国高等学校陸上競技対
校選手権大会（やり投げ）出場おめでとう

古道にお住まいで星城高等学校3年生の上野 倖一さんが、
8月3日(水)から7日（日）に鳴門・大塚スポーツパークポカリス
エットスタジアム（徳島県）で開催の標記大会への出場を報告
するため、8月19日（金）に市長を表敬訪問されました。
市長からは「全国大会出場おめでとうございます。周囲への
感謝と、体には気をつけながら、上を目指して頑張っていただ
きたい」と激励の言葉がありました。 

令和4年度全国高等学校総合体育大会空手道競技大会出場決
定おめでとう
西今宿にお住まいで星城高等学校3年生の加藤 心音さんが8月
18日(木)から20日(土)に伊予三島運動公園体育館(愛媛県)で開
催の標記大会への出場を報告するため、7月8日(金)に市長を表敬
訪問されました。
市長からは「一生懸命練習して、全国大会に出場できたという
のはたゆまぬ努力の成果だと思います。周りの方への感謝を忘れ
ずに、またケガなどに十分に注意して、全国大会を楽しんできて
ください」と激励の言葉がありました。

お知らせ
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『太陽と月
サッカー・ドリーム』

本来の希望がフォワードだった月人
は、背が高いという理由でディフェンスに
なり、試合で簡単にゴールを決められて
しまう。その相手が太陽だった。小柄だ
が点取り屋の太陽と大柄フォワードの月
人は、プロサッカー選手を夢みながら、厳
しい選考合宿に挑む。二人の行動や心の
動きがリアルに表現されていて面白い！

（美和図書館所蔵）

11

美和図書館
開館時間　9月～3月　午前9時～午後5時
　　　　　4月～8月　午前9時～午後6時
休館日　　月曜日（祝日は開館）
　　　　　11月25日（金）（館内整理日）
 
問合先　美和図書館　☎449・1070　FAX443・7496

甚目寺公民館図書室
開室時間 午前9時～午後5時
休館日 月曜日
雑誌の譲与　11月10・24日（木）午前10時～
※雑誌の譲与は公民館1階ロビーにて行います。

問合先　甚目寺公民館　☎444・1621　FAX443・9778

七宝公民館読書室
開室時間 午前9時～午後5時
休館日　　月曜日
貸出日時　毎週金曜日　午前9時～午後5時
　　　　　第3日曜日　 午後1時～5時

問合先　七宝公民館　☎444・2511　FAX444・2512

使い方でお悩みの方、ボランティア相談員がやさしく丁寧に教えます。事前申込は不要です。
お気軽にお越しください。※中止となる場合があります。

場所 日時 問合先

今月のパソコン・スマホ・タブレット相談室

はらだみずき／著　小学館

行事名 日時 場所 対象 内容

美和図書館

行事名 日時 場所 対象 内容

甚目寺公民館図書室

和風
会議室1

和風
会議室1

和風
会議室1

乳児・
幼児

もこもこの
おはなし会

１８日（金）
午前１０時３０分～１１時

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます。

幼児・
児童

この本だいすきの会
のよみきかせ

１９・２６日（土）
午後２時～２時３０分

幼児・
児童

おどうぐばこの
かみしばい

１２日（土）
午後２時～２時３０分

乳児・
幼児

一般

幼児・
児童

一般

一般

おはなし
コーナー
または
ホワイエ

会議室

おはなし
コーナー

会議室

会議室

２２日（火）
午前１０時３０分～１１時

１８日（金）
午後２時～４時

１２日（土）
午後２時～２時３０分

１０日（木）
午前１０時～１１時３０分

３日（木・祝）
午前１０時～１１時３０分

もこもこの
おはなし会

語りの会
おはなしペロリ

グー・チョキ・パー
のおはなし会

子どもの本の会

読書会

ストーリーテリング
の練習をしています

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます。

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます。

もこもこの
おはなし会

２５日（金）
午前１０時３０分～１１時 和室 乳児・

幼児

※詳しくは美和図書館までお問い合わせください。

日 時　１１月１３日（日）午前１０時～１１時３０分
場 所　美和文化会館会議室
対 象　小学生～一般
詳しくは美和図書館までお問い合わせください。

☆特別展示　「消しゴムはんこREEとhottësuttë」

☆歴史講演会　「あま市の魅力を語ろう」

☆ワークショップ　リサイクル素材でブックカバーを作ろう

引き続きあま市在住のREEさんから消しゴムはんこ作品と活版印刷作品をお借りし展示し
ます。
期 間　～１１月３０日（水）

「鎌田歩」について
かまたあゆみ

課題本
『ニッポニアニッポ
ン』阿部和重/著　
新潮社

あ　べ かずしげ

つき  と

たいよう

京都産業大学客員教授・前津島市立図書館館長の園田俊介氏と美和歴史民俗資料館館
長の近藤博氏をお迎えし、あま市の歴史・文化についてお話しいただきます。
日 時　１１月１９日（土）午後２時～３時３０分　　
場 所　多目的ホールＡＢＣ
詳しくは美和図書館までお問い合わせください。

こん どうひろし

その   だ  しゅんすけ

七宝公民館読書室



場　所　七宝高齢者生きがい活動センター
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　午前9時20分～11時20分（親子で22人程度）

午後1時～3時（親子で22人程度）
詳細につきましては、七宝子育て支援センターにお問い
合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●お話会〔乳幼児をもつ親子〕
11月11日（金）　午前10時30分～11時　　
●ほんわか広場〔乳幼児をもつ親子〕　11月18日(金)
午前9時20分～10時10分　午前10時30分～11時20分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　11月1日（火）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●赤ちゃんとあそぼう〔生後２か月～11か月のお子さんとその親〕
11月25日(金)　午後1時～1時50分　午後2時10分～3時 
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　11月4日（金）午前9時から電話にて予約を受け付けます。

●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
11月28日(月)　午前10時30分～11時　
●音楽あそび〔市内在住の乳幼児をもつ親子〕（親子で30人程度）
11月29日（火）　午前10時30分～11時
要申込　11月7日（月）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　七宝子育て支援センター　☎442・2420

美和子育て支援センター

市では、未就園児を中心に地域全体で子育て家庭を支援するため、地域子育て支援拠点事業として「子育て支援セ
ンター事業」と「つどいの広場事業」を実施しています。

《子育て支援センター事業》《子育て支援センター事業》
子育ての迷いや不安を相談してみませんか？子育て支

援センターでは専任の保育士が予約での来所の設定や
各種広場、サークル支援を行っています。安心して子ども
が遊べるように子どもに適した環境で皆さんのご利用を
お待ちしています。お気軽に遊びに来てください。子育て
情報もたくさん用意しています。パパの参加もお待ちして
います。

《つどいの広場事業》《つどいの広場事業》

美和つどいの広場

甚目寺子育て支援センター
場　所　昭和保育園
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　午前9時20分～11時20分 (親子で22人程度)

午後1時～3時(親子で22人程度)
詳細につきましては、甚目寺子育て支援センターにお問
い合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●絵本の読み聞かせ〔乳幼児をもつ親子〕
　11月1日(火)　午前10時30分～11時
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
11月7日(月)　午前10時30分～11時
●看護師による講話〔乳幼児をもつ親子〕
11月11日(金)　午前10時30分～11時
●赤ちゃんとあそぼう〔生後2か月～11か月のお子さんとその親〕
　11月21日(月)　午後1時～1時50分　午後2時10分～3時
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　11月4日(金)午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●わくわく広場〔乳幼児をもつ親子〕11月28日（月）
午前9時20分～10時10分　午前10時30分～11時20分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　11月1日(火)午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　甚目寺子育て支援センター　☎444・6663

七宝子育て支援センター

場　所　美和保健センター
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　午前9時20分～ 11時20分(親子で20人程度)
　　　　午後1時～ 3時(親子で20人程度)

詳細につきましては、美和子育て支援センターにお問
い合わせください。

行事〔 　〕内は、各行事の対象者
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
　11月9日(水)　午前10時30分～11時　
●お話会〔乳幼児をもつ親子〕
　11月10日(木)　 午前10時30分～11時
●看護師による講話〔乳幼児をもつ親子〕
11月14日(月)　午前10時30分～
●にこにこ広場〔乳幼児をもつ親子〕11月16日(水)　
午前9時20分～10時10分　午前10時30分～11時20分
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　11月1日(火)午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●音楽あそび〔市内在住の乳幼児をもつ親子〕　
11月17日(木)　午前10時30分～11時
●赤ちゃんとあそぼう〔生後2か月～11か月のお子さんとその親〕
　11月30日(水)　午後1時～1時50分　午後2時10分～3時
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　11月4日(金)午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　美和子育て支援センター  ☎444・7778

つどいの広場は主に乳幼児をもつ親子が気軽に集
い、打ち解けた雰囲気の中で語り合い、交流を図る場で
す。専任の子育てアドバイザーが子育てに対する疑問、
不安等相談に応じます。あそびにきてね！

ＴＯ³クラブ〔市内在住の満1歳以上、未就園の親子〕 登録制
11月8日(火)　萱津保育園　　11月9日(水)　昭和保育園
11月10日(木)　七宝北部保育園　
11月24日(木)　新居屋保育園
問合先　子育て支援課　☎444・3173

場　所　美和児童館
日　時　毎週火・水・木・金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　午前9時20分～ 11時20分(親子で12人程度)
　　　　午後1時～3時(親子で12人程度)
　　　　詳細につきましては、美和つどいの広場にお問い合わ

せください。
行事〔　〕内は、各行事の対象者
●お話会〔乳幼児をもつ親子〕
　11月10日(木)　午前9時45分～(15分程度)
●にこにこベビーデー〔満1歳までのお子さん優先の日〕
11月17日(木)　午後1時～1時50分　午後2時10分～3時　
要申込　11月2日(水)午前9時から電話にて予約を受け付けます。

●ふれあい広場(腹話術)〔乳幼児をもつ親子〕11月22日(火)
　午前9時20分～10時10分　午前10時30分～11時20分
要申込　11月1日(火)午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●親子リズム体操あそび〔市内在住の生後6ヶ月～3歳の乳幼
　児をもつ親子〕(親子で26人程度)
　11月25日(金)　午前10時30分～
要申込　11月4日(金)午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
　11月29日(火)　午前10時30分～11時
問合先　美和つどいの広場　☎442・3515



開館時間　午前9時～午後5時 
休 館 日　日曜日・祝日 

ちびっこまつり

ちびっこまつり

コアラ教室（運動会）

小物入れを作ろう



コアラ教室（コアラ運動会）

敬老の日のプレゼント作り

親子ふれあいクッキング

12月11日（日）

午前10時～午後1時

美和公民館

小学生、中学生とその保護者で、令和4年度初めて参加される方

6組（1家族4人まで）

シーフードカレーピラフ、フルーツアラモード、かぼちゃのスープを作ります

1人500円

11月1日（火）から美和保健センターの窓口または電話でお申し込みください。

美和保健センター　　☎443・3838　FAX443・3839

～家族で楽しい思い出調理はいかがですか？～
「親子ふれあいクッキング」のお知らせ

筆記用具、エプロン、三角巾（無い場合は手ぬぐいでも可）、マスク
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受
付
し
ま

す
。

　
　

　

　

◆ 
開
館
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆ 
今
月
の
休
館
日
　
4
日
（金）・7
日
（月）・14
日
（月）・21
日
（月）・24
日
（木） 

・28
日
（月）

◆ 
問
合
先
　
☎
4
4
3・7
5
8
8
　
FAX
4
4
3・7
1
2
2

Ｌ
ｅ
ｔ‘
ｓ
職
人
体
験

①
素
地
体
験
コ
ー
ス「
お
皿
を
作
ろ
う
」

　

直
径
15
セ
ン
チ
の
円
板
を
叩
い
て
お

皿
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

時　
11
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

所　
素
地
工
房

定　
3
人（
先
着
順
）

￥　
2
，5
0
0
円

②
植
線
体
験
コ
ー
ス「
有
線
七
宝
の
ブ
ロ

ー
チ
を
作
ろ
う
」

直
径
5
セ
ン
チ
の
丸
い
銅
板
に
銀
線

で
作
っ
た
パ
ー
ツ
を
並
べ
て
簡
単
な
植

線
体
験
。七
宝
釉
薬
を
焼
付
け
て
仕

上
げ
ま
す
。

時　
11
月
23
日（
水
・
祝
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
1
時
30
分

　
〜
3
時
30
分

所　
交
流
工
房

定　
各
回
10
人（
先
着
順
）

￥　
2
，5
0
0
円

申　
①
②
ど
ち
ら
も
11
月
1
日
（火）
よ
り

　

窓
口
も
し
く
は
電
話
に
て
受
け
付
け

　
ま
す
。

尾
張
七
宝
の
匠
の
美

「
第
40
回
七
宝
新
作
展
」

七
宝
町
七
宝
焼
生
産
者
協
同
組
合
と

名
古
屋
七
宝
協
同
組
合
が
約
1
9
0
年

の
伝
統
の
技
術
・
技
法
を
受
け
継
い
だ

伝
統
的
工
芸
品「
尾
張
七
宝
」の
新
作
を

発
表
す
る
第
40
回
七
宝
新
作
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

現
代
の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
や
作
風
を

取
り
入
れ
た
花
瓶
、額
、ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、常
設
展
示
室
も
無
料
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

時　
12
月
2
日
（金）
〜
4
日
（日）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

所　
企
画
展
示
室

￥　
無
料

催　
七
宝
町
七
宝
焼
生
産
者
協
同
組
合

共　
名
古
屋
七
宝
協
同
組
合

援　
愛
知
県
、あ
ま
市
、あ
ま
市
教
育
委

　
員
会
、あ
ま
市
観
光
協
会

な
み　
か
わ　
や
す　
ゆ
き

む　

 

と
う

ゆ　
　
か　
　
り

の　

 

む
ら　
ま
ん　
さ
く

ま
ん　
さ
い

ゆ
う　
き



11月14日は世界糖尿病デーです。11月14日はインスリンを発見したカナダ
のバンティング博士の誕生日であり、糖尿病の予防や早期発見・早期治療、治療
継続の重要性について市民の皆さんに周知する重要な機会となっています。
日本では40歳以上の4人に1人は糖尿病が疑われます。
糖尿病に症状が出現するのは発症後数年以上経過してからです。
糖尿病は健康診断を受診しないと早期発見はできません。通院中や服薬中

の方も一年に一度は血液検査・尿検査など健康診断を受けましょう。
皆さんは糖尿病についてどのようなイメージをお持ちですか？糖尿病はとても重要な疾患であるにも関わ

らずあまり症状がないことなどから、尿に糖がおりる病気くらいにしか思われていないことがあります。糖尿病
を治療せずに放置すると、合併症である神経障害・網膜症・腎症などが進行していきます。また脳梗塞や心筋
梗塞などの動脈硬化も進行します。症状が出ないから合併症が進行しないわけではなく、治療しないと合併症
が進行します。

糖尿病の発症リスクには以下のような項目があります。
　・空腹時血糖値100～125mg/dL　・妊娠糖尿病の既往　・肥満　・早食い　・朝食を食べない
　・1日の歩行時間が30分未満　・肝障害（AST/ALT/γGTPが高い）　・尿酸値が高い　
　・コレステロールが高い　・テレビを1日2時間以上見る

発症予防には朝食を食べて、よく噛んで、運動習慣を身につけましょう！
糖尿病で治療中の方は発熱・嘔吐・下痢・食欲不振によって食事ができない時のことをシックデイ（Sick 

Day:病気の日）と呼びます。このような体調の悪い日は血糖コントロールが乱れることがあります。シックデイ
の対応としては以下のようなものがあります。
①安静と保湿　②水分補給、お粥やうどんなど消化の良いものを少しずつ取りましょう。
③インスリンの量や内服薬の調整について、主治医と事前に相談しておきましょう。（食事を食べられないとき
　に休薬する飲み薬や、食べられなくてもインスリンを続けるなど個別の指導があります）
④血糖値、体温、脈拍、血圧、食事・水分摂取量、自覚症状など、こまめにチェックしましょう。
なお、下痢や嘔吐が続いて食事が摂れないときや症状の改善がないときは受診しましょう。
災害に備えて避難袋を用意されている方がいらっしゃると思いますが、糖尿病で治療中の方は、被災したと

　きのために以下のものもご準備ください。
・内服薬（約１週間分）(注射薬、注射針、消毒綿、血糖測定器、穿刺針、試験紙など)
・お薬手帳、糖尿病連携手帳、自己血糖管理ノート　・ブドウ糖、補食（クッキーなど）
・歯ブラシ
最後に、糖尿病は現代病です。健康的に過ごせるように社会全体として対応していかなければならないと

思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　あま市民病院　糖尿病内科科長　熊﨑　由佳

あま市民病院だより

あま市民病院

くま　ざき ゆ　  か

せん　し　ばり

～市民と連携機関に信頼され、健康と安心を提供する病院～



11月の予定
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市の保健事業に参加される場合は、以下のことについてご協力をお願いします。
・ご自宅で体温を測定してきてください。・いつもと体調が違うと感じたら、無理はせず参加を控えてください。・マスクの着用にご協力ください。

※「はつらつクラブ」か「ワクワクからだ教室」のどちらか一方のみの参加となります。ご自分の体に合った教室にご参加ください。

午前9時30分～10時30分
午前10時～11時
午前9時30分～10時30分
午後1時30分～2時30分

体ほぐし、体操等体を動かすことを
中心とした教室です。

健康チェック、軽い体操、レクリエーション、
栄養・口腔の話等

血圧測定・健康に関する相談

午前10時～11時30分

午後1時30分～3時

午前9時30分～11時

人権ふれあいセンター
七宝老人福祉センター
美和総合福祉センター すみれの里
森憩の家
甚目寺保健センター
坂牧コミュニティ防災センター
美和保健センター
七宝保健センター
上萱津コミュニティ防災センター
篠田防災コミュニティセンター
甚目寺保健センター
七宝保健センター
美和保健センター

16日（水）
28日（月）
14日（月）
16日（水）
7日（月）
11日（金）
16日（水）
10日（木）
14日（月）
24日（木）
4日（金）
18日（金）
25日（金）

七宝保健センター

甚目寺・七宝・美和保健センター

いきいき体操
【予約不要】

随時

火・木・金
（祝日は除く） 午後４時～4時30分

日程の調整を
させていただきます

DVDによる健康増進・体力向上のための
エアロビクス、あま体操

保健師による個別相談
歯科衛生士による個別相談
管理栄養士による個別相談
公認心理師による個別相談

健康相談
歯科相談
栄養相談

こころの相談室
要申込

離乳初期・中期頃の離乳食の話、交流会
【予約方法】メール申込
①件名に「〇月〇日参加申し込み」を記入
②本文に「お名前・電話番号・託児利用のお子さんのお名前と月
齢（受講日当日の）」を記入し　 rinyusyoku@mama-plus.com
までメール送信してください。

講話、沐浴、交流会
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、妊婦体
験は中止し、時間を短縮して実施します。
※2部制で実施しており、定員は各７組とします。

むし歯予防の話・歯の手入れの方法、9か月以降の離乳
食の話、親子遊び
※定員15人（定員になり次第、締め切ります）

歯科診察・相談、歯科医師による講話
※妊娠中期（16～27週頃）までに受診されることをお勧
めします。
身体計測・個別相談
（保健師、助産師、管理栄養士、歯科衛生士）
★母乳相談は定員があります。
※甚目寺保健センターの歯科相談は火曜日のみです。
※母乳相談ができるのは、一人月１回です。
※身体計測時バスタオルを使用しますので、ご持参ください。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、来所される場合は以下のことについてご協力をお願いします。
・ご自宅で体温測定してきてください。・いつもと体調が違うと感じたら、無理せず来所を控えてください。
下記の事業は予約制です。 

もぐもぐ
歯っぴぃ教室

離乳食教室
〈メール申込〉

子育て相談・
母乳相談

マタニティ教室
一般編　

マタニティ教室
歯科健診

あま安心ダイヤル 0120・201・072 医師・看護師・保健師などによる健康についての電話相談24時間受付・年中無休・通話料無料

7～9か月児

4～6か月児

乳幼児をもつ
希望者

妊婦及び
配偶者
または
パートナー

午前９時45分～
10時

午前９時45分～
10時

午前9時30分～
 10時15分

午前9時10分～ 9時25分
または

午前10時45分～10時55分

午前9時10分～
 9時25分　

16日（水）

4日（金）

22日（火）
21日（月）
11日（金）
2日（水）

24日（木）

28日（月）

甚目寺保健センター

コミュニティプラザ萱津

七宝保健センター

甚目寺保健センター

美和保健センター
七宝保健センター

七宝保健センター

【その他】
●母子健康手帳の交付…各保健センターにて随時行っています。妊娠届出書・個人番号（マイナンバー）が分かる書類をお持ちください。
●乳幼児健診（3～4か月・1歳6か月・2歳児歯科・3歳）…甚目寺保健センターにて行います。健診日の2週間前を目途に対象の方に案内を送り
　ます。対象・実施日については市公式ウェブサイトをご確認ください。

甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461

ウォーキングあま 美和保健センター 9日（水） 午前9時30分～11時30分 正則コース 市内在住・在勤の方
(申込受付は当日です)



ロタ、B型肝炎、Hib(ヒブ)、小児の肺炎球菌、4種混合、BCG、麻しん及び風しん（MRワクチン）、水
痘（水ぼうそう）、日本脳炎、2種混合、ヒトパピローマウイルス感染症（子宮頸がん）、不活化ポリオ、
3種混合

愛知県広域予防接種事業について
疾病や里帰りなどの事情で区域外の医療機関にかかっている場合、愛知県内の広域予防接種協力医療機関で接種することができ
ます。
事前に手続きが必要ですので、詳細はお問い合わせください。
問合先　七宝保健センター　☎441・5665　美和保健センター　☎443・3838　甚目寺保健センター　☎443・0005

母子健康手帳、予防接種予
診票、子ども医療費受給者
証等

　子どもの予防接種は遅らせずに、予定通り受けましょう。
【個別接種】あま市、津島市、愛西市、弥富市、海部郡内の指定医療機関にて接種してください。

・接種回数・間隔等詳しくは「あま市母子保健事業・予防接種年間予定表」をご覧ください。
・指定医療機関へ必ず接種前に予約をしてください。
・指定医療機関で接種できない方は、指定医療機関以外で接種できる場合があります。詳しくは保健センターにお問い合わせください。

沖之島・遠島・安松・秋竹・桂・下田・川
部・伊福・下之森・徳実・鷹居・鯰橋

二ツ寺・東溝口・花正・花長・木折・富塚・
古道・金岩・木田・森山・中橋・丹波・蜂須
賀・篠田・北苅・小橋方・乙之子

甚目寺・本郷・坂牧・下萱津・中萱津・上
萱津・栄・西今宿・森・方領・石作・小路・
新居屋

各種事業については、原則お住まいの地区保健センターの利用をお願いします。

七宝保健センター 　☎441・5665 美和保健センター　☎443・3838 甚目寺保健センター　☎443・0005

歯
の

座
講
康
健

タ
バ
コ
が
健
康
に
悪
い
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
り
ま
し

た
が
、や
は
り
喫
煙
者
の
ほ
う
が
感
染
率
や

死
亡
率
が
高
い
よ
う
で
す
。喫
煙
者
は
歯
周

病
の
進
行
が
早
か
っ
た
り
、歯
周
病
の
治
療
も

う
ま
く
い
き
づ
ら
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。喫
煙
に
よ
っ
て
歯
ぐ
き
の
血
管
が
変
化
し

て
、酸
素
や
栄
養
、免
疫
細
胞
を
運
ぶ
機
能
が

低
下
す
る
の
で
す
。

で
は
、タ
バ
コ
は
吸
わ
な
く
て
も
、他
人
の

タ
バ
コ
の
煙
を
吸
っ
て
し
ま
う
受
動
喫
煙
の

場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。受
動
喫
煙
で
吸
う

量
は
自
分
で
タ
バ
コ
を
吸
う
よ
り
は
少
な
い

も
の
の
、や
は
り
有
害
で
す
。親
の
タ
バ
コ
の

煙
を
子
ど
も
が
吸
う
こ
と
で
喘
息
が
治
り
に

く
く
な
っ
た
り
、家
族
の
発
ガ
ン
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。

お
口
の
健
康
で
は
、受
動
喫
煙
は
歯
周
病

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
だ
け
で
は
な
く
、む
し
歯

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
可
能
性
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

受
動
喫
煙
の
機
会
が
全
く
な
い
人
を
１
と

し
た
と
き
、ほ
ぼ
毎
日
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
人
で
は「
歯
を
す
べ
て
失
う
リ
ス
ク
」

が
１・３
５
倍
に
な
る
と
い
う
研
究
が
あ
り
ま

す
。近

年
、新
型
た
ば
こ(

加
熱
式
タ
バ
コ)

は
紙

巻
き
タ
バ
コ
よ
り
有
害
物
質
が
少
な
い
こ
と

を
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
は
つ
ま
り
有
害

物
質
を
依
然
と
し
て
あ
る
程
度
含
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。で
す
か
ら
、吸
っ

て
い
る
人
や
周
り
の
人
の
健
康
被
害
が
減
る

と
言
い
き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
熱
式
タ
バ
コ
の
影
響
に
つ
い
て
は
現
在

研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
に
せ
よ

煙
を
避
け
る
の
が
健
康
へ
の
近
道
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
海
部
歯
科
医
師
会
）

■

な
ご
み
昼
食
会

　
12
月
の
な
ご
み
昼
食
会
の
開
催
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

時　
12
月
２・９・16・23
日
（金）　

　
　
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時

所　
甚
目
寺
総
合
福
祉
会
館

対　
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

定　

10
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
で
決
定
し
、当
選
者
に
は
郵
送
で
連
絡

　
し
ま
す
）

￥　
１
０
０
円

申　

参
加
希
望
者
は
、希
望
日
の
１
か
月

　

前
か
ら
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～あま市健康づくり計画～

問合先　健康推進課　甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461
　　　　　　　　　　七宝保健センター　　☎441・5665　FAX449・1037
　　　　　　　　　　美和保健センター　　☎443・3838　FAX443・3839

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う外出自粛により、ストレスや先行きの見えない不安の
増大から、以前に比べ酒量が増えてしまった方も多いのではないでしょうか。
　市では、お酒を毎日飲む人は女性より男性に多い傾向があります。節度ある適度な飲酒について
知っている人は42.5％と、知らない人のほうが多いという結果が出ています。
　過剰な飲酒により、肝臓だけでなく、さまざまな内臓疾患を引き起こします。さらに、過度の飲酒の習
慣化は生活習慣病のリスクを高めるためだけでなく、アルコール依存症になるリスクも高まります。 
適正な飲酒量を守り、お酒と上手に付き合いましょう。

　　　（参考：第２次あま市健康づくり計画・歯と口腔保健計画・食育推進計画 中間評価報告書）

　大量のお酒を長期にわたって飲み続けることで、お酒がないといられなくなる状態で、精神疾患の
ひとつです。その影響は精神面にも身体面にも表れます。また、仕事や家庭生活など生活面にも支障が
出てくることがあります。
　依存症は本人が回復の必要性を自覚するまでには時間がかかります。あなたの周りに依存症かもと
いう方がいたら周囲の方が専門機関に相談し、適切なサポートのしかたを知ることから始めましょう。

　　　（参考：厚生労働省ウェブサイトhttps://www.mhlw.go.jp/stfseisakunitsuite/bunya/0000176279）

個人差やその日の状態によって酔い方が違ってくるため一概には言えませんが、「適量」は目安
として上記の量を限度とするように勧められています。また、女性は男性に比べアルコールの
影響を受けやすいため、男性の半量が適量とされています。

11月17日（木）　午後1時30分～３時30分　　　　　　　
津島保健所（津島市橘町4丁目50-2）
アルコールが原因の健康問題に悩む本人もしくは家族
11月14日（月）までにお申し込みください。（予約制・定員２組）
津島保健所　健康支援課　☎0567・26・4137

アルコール依存症とは

飲酒時の注意

節度ある適度な飲酒量（適正飲酒量）は1日平均純アルコール約20ｇ程度

アルコール専門相談

日　時
場　所
対　象
申　込
申込先

アルコールに関する悩みを抱えていませんか？精神科医師と専門の相談員がお話を伺います。

具体例 ●日本酒 180ml 1合弱
●ウイスキー/ブランデー  ダブル 60ml
●酎ハイ（７％） 350ml缶１本

●ビール 中ビン１本 500ml
●ワイン 2杯弱 200ml
●焼酎 25度 100ml



くすり安心電話
●内　　容 くすり、医療用品等に関

する緊急の相談、質問、問
合せ

●電話番号　090・2136・3858
●対応時間 午後9時～午前0時
・海部津島薬剤師会の会員が、夜間
のお薬のご相談にのっています。
・夜間（午後9時から午前0時まで）
お薬のことでご心配なことがありま
したら、お気軽にお電話ください。

相談名 日時 場所 問合先

11

11

後藤整形外科
駅前ふじたクリニック
こじま整形外科

0567･25･5511
462･0222

0567･25･9911

津島市
あま市
愛西市

鈴木整形外科
わたり整形外科
森整形外科クリニック

0567･28･8838
449･6699
445･5050

愛西市
あま市
あま市

日 病院名 電話 場所 日 病院名 電話 場所

※午後５時以降は、消防署へお尋ねください。外科専門外の患者さんはお断りする場合があります。

日曜・祝日
年末年始（12月30日～1月3日）

日曜・祝日
年末年始（12月30日～1月3日）

上記以外の月曜日から金曜日
土曜日

午前９時～１１時３０分
午後１時～４時３０分

午前９時～１１時３０分
午後２時～４時３０分

当面の間、休診
当面の間、休診

ウェブサイト

15日(火)午前9時30分～11時30分
2日(水)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
10日(木)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
17日(木)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
2日(水)・17日(木)午前10時～正午
10日(木)午前10時～正午
24日(木)午前10時～正午
10日(木)午前10時～正午
24日(木)午前10時～正午

※1　法律相談については、相談を円滑に行っていただくため、予約時に相談内容をお伺いしますので、ご協力お願いします。
※2　FAXによる問い合わせも受け付けています。(障がい児相談：FAX443・3844、身体障がい者・知的障がい者相談員による相談会：FAX443・3555)
※3　巡回労働相談については、相談日の前日（開庁日）正午までの予約が必要です。
※4　事前予約が必要です。(当日の状況により利用できる場合があります。相談時間は1人50分以内です)
※5　事前予約が必要です。(当日の状況により利用できる場合があります)

企画政策課　☎444・1712 FAX444・0982
安全安心課　☎444・0862 FAX441・8330

海部地域消費生活センター
☎0567・23・0150

商工観光課
☎441・7118　FAX441・8387

生涯学習課甚目寺公民館　☎444・1621　FAX443・9778
※予約受付時間（火～日）　午前９時～午後５時

人権推進課　
☎444・0398　FAX441・8330

社会福祉課
☎444・3135　FAX443・3555

あま市社会福祉協議会美和支所
障害相談支援事業所
☎446・0612　FAX443・3844

あま市社会福祉協議会本所
（甚目寺総合福祉会館内）
☎443・4291
※予約受付　２週間前～
(２週間前が休業日の場合は翌営業日)
※予約受付時間　午前8時30分～午後5時
※司法書士による相続・
　登記相談は3営業日前
　までの予約が必要です。

総務課　☎444・1711　FAX441・8330

教育相談センター
☎443・1400　FAX443・9779
※予約受付時間（月～金）
　午前9時～午後3時30分

子育て支援課　☎444・3173
※電話予約も受け付けます。

甚目寺庁舎　相談室
本庁舎

本庁舎　相談室

甚目寺公民館　相談室

甚目寺庁舎　相談室

美和総合福祉センターすみれの里

人権ふれあいセンター

甚目寺庁舎
美和総合福祉センターすみれの里
甚目寺総合福祉会館
七宝老人福祉センター
甚目寺総合福祉会館
美和総合福祉センターすみれの里
七宝老人福祉センター
七宝老人福祉センター
甚目寺総合福祉会館

教育相談センター

市内小中学校及び教育相談センター
（甚目寺会館1階）

甚目寺庁舎 子育て支援課

9日（水）午後1時～4時
月～金曜日(祝日を除く)　午前9時～午後5時

毎週金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～正午

10日(木)午後1時～4時
17日(木)午後1時～5時

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前9時～正午、午後１時～４時

8日(火)午前10時～正午

18日(金)午前9時30分～正午

月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時15分
（事前にお問い合わせください）

毎週水・木曜日(祝日を除く)　午前9時～午後3時

月～金曜日(祝日を除く)　午後1時30分～4時30分

月～金曜日(祝日を除く)　午前9時～午後４時

不動産相談(予約不要)
生活安全相談(要予約) ※5

消費生活巡回相談（要予約）

巡回労働相談（要予約） ※3
若年者就職相談（要予約）※4

子ども・若者相談窓口（要予約）

あま市人権相談所

身体障がい者・知的障がい者
相談員による相談会 ※２

障がい児者相談 ※２

司法書士による相続・登記相談
（登記手続き上の相談に限る：要予約）

法律相談（要予約） ※１
担当：弁護士

心配ごと相談（予約不要）

行政相談

心理支援相談（要予約）

教育相談（要予約）

母子家庭等相談・母子家庭等就業相談
女性相談

 午前9時～正午・午後1時～5時診療時間



※可燃ごみ、プラスチックごみ、不燃ごみは必ず市指定ごみ袋に入れて出してください。また粗大
ごみは上記の予約と粗大ごみシールに必要事項を記入のうえ、貼り付けて出してください。
一般的な廃プラスチックごみ、少しでも汚れているプラスチック製容器包装類はすべて「可燃ごみ」で
出してください。
「プラマーク」入りで、全く汚れていないプラスチック製容器包装だけ「プラスチックごみ」で出してくだ
さい。
袋に入る廃小型家電（乾電池類は資源ごみ）、ガラス製品、陶磁器類、金属類及びそれを含むごみです。
汚れたプラスチック、ビニール、合成樹脂製品は「可燃ごみ」で出してください。
※不燃ごみにスプレー缶やカセットボンベなどの資源ごみや、消火器、ガスボンベ、コンクリート塊、
バッテリーなどの市で収集できない処理困難物が混在していることがあります。ごみ収集車や清掃
工場の火災や故障の原因になる恐れがあり、大変危険ですので、絶対に不燃ごみで出さず、決めら
れたルールに従って処分してください。
○「ビン」は従来どおり、無色透明、茶色、その他の色に分別してください。
　※ふたは外してください。　※化粧品の空きビンも出せます。
　※出せるのは、元々中身入りで販売されたガラスビンのみです。それ以外の一般的なガラス製品や
　　陶磁器、乳白色ガラス等は出せません。これらはすべて不燃ごみで出してください。
○「カン」はアルミ、スチールに分別する必要はありません。
○「ペットボトル」は、ふたを外して出してください。
　※ラベルをめくる必要はありません。
○「ビン、カン、ペットボトル」はいずれも、中身を空にしてそのまま出してください。
○紙類はひもで十文字に縛ってください。細小の雑がみは紙袋に入れて出してください。ファイルにと
じてある場合は、中の紙類のみ出してください。布類はポリ袋（色は自由）に入れて出してください。
布団、枕、座布団などのわた製品やじゅうたん、カーペットは、可燃ごみか、粗大ごみで出してくださ
い。
○「スプレー缶・ガス缶、ライター類」は、完全に使い切ってから出してください。
　※穴を開ける必要はありません。
●ごみステーションに設置されるそれぞれの分別回収かご等へ出してください。

 一般家庭から出る使用済み小型家電と水銀使用廃製品の回収にご協力ください
◆携帯電話・デジタルカメラ・ゲーム機等は、「リサイクルステーション」にて回収を行っていますので、ご利用ください。
※あま市指定不燃ごみ袋内に収納できる大きさのものであれば、不燃ごみ袋不要でそのまま出すことができます。
◆蛍光管等のうち、割れていないものは、一般の不燃ごみとして出さず、できるだけ「リサイクルステーション」に出すよう、ご協力をお
願いします。

問合先　環境衛生課　☎444・3132　FAX443・3555

インターネット
予約

インターネット
予約

午前9時～午後7時
午前9時～午後5時
午前9時～午後7時
午前9時～午後5時

月～金
土・日・祝
月～金
土・日・祝

粗大ごみ受付センター
☎444・0303

粗大ごみ受付センター
☎444・0303電話予約電話予約

受付時間受付時間申込先申込先

午前9時まで午前9時まで
毎月　第２水曜日（9日）
毎月　第３水曜日（16日）
毎月　第４水曜日（23日）

毎月　第２水曜日（9日）
毎月　第３水曜日（16日）
毎月　第４水曜日（23日）

収集日収集日お住まいの場所
七宝地区
美和地区
甚目寺地区

お住まいの場所
七宝地区
美和地区
甚目寺地区

※不燃ごみの収集は、毎月1回です。※不燃ごみの収集は、毎月1回です。

午前8時30分まで午前8時30分まで毎月　第２土曜日（12日）
毎月　第３土曜日（19日）
毎月　第２土曜日（12日）
毎月　第３土曜日（19日）

収集日収集日お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

●粗大ごみ●粗大ごみ

●資源ごみ　●資源ごみ　

●不燃ごみ　●不燃ごみ　

搬出時間搬出時間

搬出時間搬出時間

 ・ 「リサイクルステーション」は、甚目寺庁舎駐車場内で、毎日午前9時から午後5時まで（土・日曜・祝日含む。ただし、12月31日から翌
年1月3日までは除く）開設しています。

 ・ ごみの分別と出し方のルールの詳細については「令和4年度　あま市のごみの分別と出し方のルール」冊子（窓口配布、市公式ウェブ
サイト内公開）をご覧ください。

●その他●その他

資源ごみ
(ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、
乾電池類、ライター類)

資源ごみ
(ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、
乾電池類、ライター類)

不燃ごみ
(ピンク半透明の袋)

不燃ごみ
(ピンク半透明の袋)

プラスチックごみ
(ブルー半透明の袋)
プラスチックごみ
(ブルー半透明の袋)

可燃ごみ
(白色半透明の袋)
可燃ごみ

(白色半透明の袋)

●ごみの出し方について●ごみの出し方について

11月　一般家庭ごみ収集日程

搬出時間
午前8時30分まで
搬出時間

午前8時30分まで
収集日

毎週　水曜日（2日・9日・16日・23日・30日）
収集日

毎週　水曜日（2日・9日・16日・23日・30日）
お住まいの場所
市内全域

●プラスチックごみ●プラスチックごみ

午前8時30分まで午前8時30分まで

搬出時間搬出時間収集日
毎週　月・木曜日
毎週　火・金曜日

収集日
毎週　月・木曜日
毎週　火・金曜日

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

●可燃ごみ●可燃ごみ
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広報あま11月号に掲載されている内
容は、新型コロナウイルス感染症の
状況により変更になる場合がありま
す。詳しくは、各問合先にお問い合わ
せください。

【今月の表紙】
2022年アジア選手権大会で、あま市出身の加納 虹輝選手がフェンシング男子エペ個人において金メダル、男子エペ団
体において銅メダルを獲得されました。その功績をたたえ、スポーツ栄誉大賞を贈呈しました。【関連ページ　6ページ】

勤労感謝の日

文化の日

●パソコン・スマホ・タ
ブレット相談室
〈美和歴史民俗資料館〉→ p28

●グー・チョキ・パーのおはなし会
〈美和図書館〉
●おどうぐばこのかみしばい
〈甚目寺公民館〉

→ p28
→ p28

●この本だいすきの会のよみきかせ
〈甚目寺公民館〉
●パソコン・スマホ・タブレット相談室
〈七宝公民館〉
●七宝焼体験教室特別企画
「クリスマスのかざり」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉

→ p28
→ p28

→ p32

●子どもの本の会
〈美和図書館〉→ p28

●読書会
〈美和図書館〉
●企画展示講演会
〈七宝焼アートヴィレッジ〉

→ p28
→ p32

●語りの会おはなしペロリ
〈美和図書館〉
●もこもこのおはなし会
〈甚目寺公民館〉
●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉

→ p28
→ p28

●伝統文化映画会
「野村万作から萬斎、裕基へ」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p32

●七宝焼体験教室特別企画
「クリスマスのかざり」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p32

●七宝焼体験教室特別企画
「クリスマスのかざり」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p32

●七宝焼体験教室特別企画
「クリスマスのかざり」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p32
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